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      一章　湖こ畔はんの情景






　家に、人間が一人増えるという事は、それなりに大変な事実だ。



　まあ、そりゃそうだろうな。座り込んだ姿勢のまま、氷ひ見みと透おるは静かに自答する。

　人間が二人いれば、互たがいの立場と行動によって、どうしても、行いき違ちがいや齟そ齬ごが生じる。

　それぞれが独立した生命、存在である以上、これはもう、どうしようもない事なのだ。

　人間が、真の意味で分かり合える日は、来るのだろうか。

　世界が、平和に包まれる日は、訪れるのだろうか。

「いや、そんな事はどうでもいいんだよ」

　重々しく腕うでを組んで、独り言。そう、今は、人間とか世界とか、そんな大たい層そうな事を考えている場合じゃない。とりあえず、目の前の問題。目前にある危き機きを回かい避ひするのに、その思考の全てを使用するべきだ。

　幸い、この空間と場所は、考え事をするのにはうってつけの環かん境きよう。

　トイレの個室。しかも洋式。六十年前、この旧日本家屋を建てた祖父が、晩年にして、ついに身体の限界を感じ、苦くじ渋ゆうの選せん択たくとして取り入れた、西洋生活空間。腰こしと足に負担をかけず、座ったまま落ち着いて用事をこなせる優すぐれもの。

　透は便器に座ったまま、顎あごに手を当て、天を見上げつつ、目前に迫せまった『当面の問題』と、その解決策の提示に思考を巡めぐらせる。

『当面の問題』──即すなわち。

　紙がない。



「由ゆ宇う──！」

　座ったまま、同居人の名を呼ぶ。決死の叫さけびは、年代モノの木製トイレドアを横切り、長い廊ろう下かの上を渡わたり、閉められた障しよ子うじを透とう過かし、たぶん、少女のいる居間まで届いただろう──が、

　返事がない。畜ちくし生よう何やってんだアイツは。人が危機的状じよう況きように陥おちいってるんだから、ちょっとは反応を示したらどうなんだ。

　まあ、半ば分かってたことだけど。暗あん澹たんたる確信とともに手で顔を覆おおって深く腰こし掛かける。あの少女が呼び声に反応してわざわざ立ち上がり、そしてわざわざここまでトイレットペーパーを持ってやって来る構図なんて、実現どころか全く想像すらできない。

　とはいえ、言うべき事はちゃんと言わなければならない。もう一度、

「由宇──！」

　叫びながらトイレのドアを開け放ち、その勢いのまま思考の小部屋を飛び出す。いい加減塗とり料ようがはげまくり所々色が剥はげ、時にササクレさえ出る木の廊下に、わざと足音を乱暴に響ひびかせどかどかと進む。ああ居間が遠い。しかも障害物多すぎ！　折角気合を入れて叫んだというのに、立て付けの悪いドアと引っかかりの悪い引き戸に阻はばまれ、居間に付いた頃ころには息切れしている。旧日本家屋はこれだからいやなんだ。

「なんだ透」

　居間の畳たたみに正座していた少女は、手元の本から視線を離はなさないまま、偉えらそうに無感情に、言葉を吐はいた。

「排はい泄せつ行こう為いは静かに行え」

　そのまま、静かにページを捲めくる。

「……ケモノでもあるまいし」

　ああもう相変わらず回りくどい。

　だがここで引いてはいけない。透は気を取り直し、再び息を吸い込んで、口を開く。

「自分の時に紙がなくなったら、補ほじ充ゆうしとけって言っただろーが！」

「…………」

　目の前の少女は、ページを捲る手を止め、五秒ほど考え、そして、

「おお」

　と、呟つぶやいた。

「私は、ちゃんと残して置いた筈はずだが」

「ほほお」

「五センチほど」

　ちょっと気づけなかったけど、ひょっとして新手の嫌いやがらせなのかこれ。何い時つの間にそんな大技をこなせるようになったんだ。

「たった五センチで何をどうしろって言うんだよ」

「工夫すれば何とか」

「工夫したくねーよ。お前、もうちょっと物事をファジーに考えてくれ頼たのむから」

「ファジー？　とは何だ」

　好こう奇き心しんはある。こいつは分からない事はガンガン聞いてくる。いい事だとは思う。本当に何でも聞いてくるから時たまうざったいが。

「曖あい昧まい理論ってヤツだよ。そこのクーラーもついてる」

　透は頭上、手作りの木き棚だなの横で静かにうなるクーラーを指差した。これも祖父の『苦渋の選択の末、取り入れた西洋生活様式』の一つ。十五年前はまだ珍めずらしかったこの冷れい房ぼう器具を、当時の祖父は、苦々しい顔とともにイヤというほど茶飲み友達に見せまくったらしい。

　主が亡なくなって数年、久しぶりに稼か動どうした冷房器具は、だがブランクを感じさせる事なく、今日も冷風を吐き出している。

「あいつにもか」

　由宇は顔を上げた。

「そうだよ。曖昧に冷やしてるんだあいつは」

「適当に冷やしているのか」

「適当じゃないぞ。曖昧だ」

「違ちがいが分からん」

「明白じゃないか」

「むう」

　由宇は眉まゆをひそめた。

「意外と凄すごいなクーラー。冷風を吐くだけのデクだと思っていた」

「お前もそのくらいこなせ」

「私は冷房器具ではないぞ」

「ファジーな発想をしろと言ってるんだ」

　言いながらも思う。ちょっと、まだ難しいかも知れないな。なんせこいつは、この少女は、半年前まで、人間じゃなかった……いや、地球上の物ですらなかったんだから。

　最近、だいぶ人間らしくなってきたのだが、よく見ると、まだまだ分からない、馴な染じまない、通じない事だらけだ。そう、例えば、今まさに、この少女が着用している服。

　中心に毛筆でデカデカと『特盛』と書かれた、オレンジ色のＴシャツ。

　スーパーのバーゲンで売っているような、どうでもいいフリーサイズの廉れん価かＴシャツで、背の低い少女にはサイズも合わずブカブカのダルダル。そのせいで袖そで口ぐちや襟えり首くびの辺りがちょっと余よ裕ゆうのスペースになっており、少し油断すると微かすかに中の白い布切れが見えたり見えなかったりああいや別にそんな事はどうでもいい。

　とにかく、この少女は、浮うき世よ離ばなれしてるんだ、全体的に。

　以前なんか、下手すりゃこれと大差ない姿で外へ出かけようとすらしていた。流石さすがに最近になってそこまでの事はなくなってものの、しかしちょっと気を抜ぬくと、

「おい」

「うわっ」

　考え事をしていたせいで、目の前に迫せまっていた由宇の顔面に気付くのが遅おくれた。

　何時の間に立ち上がって、何時の間に近づいてきたんだ。音も立てずに。相変わらず、動作だけは人間離ばなれしている。

「透」

「……な」

　真っ直すぐ見つめてくる少女の視線に押おされ、思わず目を逸そらす。

「……何だよ」

　動どう揺ようする心臓を気合で押さえ込みつつ、努めて何気なく聞き返す。

　我ながら腰こしが引けている。ちょっとつり目気味のでっかい瞳ひとみと、額に趣しゆ味みのいいアクセサリーのようにはまり込んだ紅の宝石、年ねん齢れい相応のきめの細かい白い肌はだ、あくまでも上品な形に整った鼻と、健康的に潤うるおった唇くちびる。

　こいつは、この少女は、少なくともルックス、身体と顔の造形自体はかなりハイレベルなのだ。外見年齢はまだ十代前半だというのに、じっくり見ると末すえ恐おそろしいほど可愛かわいい。そんな事、本人に言うつもりはないけど。

「ちょっと……頼みがあるのだが」

「あ……あ、その」

　なんか、いきなり頭が痒かゆくなった。

　何故か手持ちぶさたになった右手で、その箇か所しよを掻かきつつ、透は言葉を続ける。

「えー、と。まあ、最終的に何とかなった訳で、そんなに、気にしなくても」

　ああ弱い。つくづく弱い。弱いぞ自分。もっとガツンと行けよ。将来、後こう悔かいするぞ。このままだと。どう後悔するのかは知らないけど、断言できる。絶対後悔するぞ。このまま行ったら。

「いや、何とかなったって言ってもな、勿もち論ろん、拭ふかずに出てきたって訳じゃ」

「コタツに入りたい」

「つまり、芯しんをほぐして柔やわらかくして、それで」

「コタツ布団を出してくれ」

「だから、な、おれもちょっと強く言い過ぎたって言うか、そんなに気にしなくても……

……はあ？」

　少女は、無表情に首を傾かたむけ、もう一回、まるでリピート再生のように繰くり返した。

「コタツ布団を出してくれ」

「……………………」

「どうした。透」

「…………………………………………あのな、」

「何だ」

「……………………トイレットペーパーの話は」

「何故、唐とう突とつに関係のない話をする」

『脱だつ力りよく』という言葉の意味を心底理解した。まさに力が脱ぬげていく。空気を抜かれたゴム人形の気持ちがとてもよく分かった。深い溜ため息と共に縮ちぢんで行く透、その姿を見下ろし、

　少女は不思議そうに、「コタツ」と呟つぶやいた。



　なんで夏の最中にコタツなんだよ。

　壁かべに貼られたカレンダーを見る。フタが飛んだような空色、底が抜けたような水色、夏の具現化のような沿岸のカラー写真の下に、『八月』の文字が誇ほこり高たかく暑苦しく居座っている。今日は八月。二〇〇七年、八月三日。快晴。中庭から見上げる青空の片かた隅すみで、入道雲がわさわさと積みあがっていく。どこに出しても恥はずかしくないような、夏のある日。

「外へ行け。んで、庭とか駆かけ回って来い」

「人を犬の子みたいに言うな」

　由宇は不ふ機き嫌げんな顔になった。

「私はコタツで丸くなりたい」

　これはひょっとしてツッコミ待ちなのか。でもめんどくせぇからもうこのまま流そう。

「何でそんな事を」

　少女は、無言無表情のまま、右手だけを動かした。

　読んでいた本の表紙を、まるで何か、身の証を立てる印いん籠ろうのように、目の前に掲かかげる。

　コタツ布団の中、赤外線に照らされて暖かそうに眠ねむりこけている猫ねこのカラー写真。まさに、猫はコタツで丸くなる、って感じ。気持ちよさそうだ。暑苦しそうだ。

「コタツとはいかなるものか」

　そのまま、視線を全く動かさずに、右みぎ腕うでを下げる。お前は予算の足りん深夜アニメか。

「一度、体験したい」

「お前、体験した事あるじゃないか」

「あったか？」

「あった」

　忘れもしない。この少女が、この家に出現した日。今年の、四月二日。

　その時はまだ、コタツは稼か動どうしていた。布団をかぶり、コードが接続されていた。

「記き憶おくに、ないな」

　少女は、立ったまま、首を傾けた。

「…………」

　覚えていないのか。たったの、四ヶ月前のことなのに。透は、心の中だけで思った。

　まあ、無理もないといえば、無理もない。その頃ころのこいつは、まだ、日本語すらおぼつかないような、まさに、何にもわからない状態だったんだから。

「こいつを、動かしてくれ」

　傾けた首を真っ直すぐに直し、居間の中心に据すえられたコタツ机を指差す。繰り返すが、今は夏。コタツ布団も電源コードもなく、今はただ「机」としての機能を果たすだけの電気器具、こいつを、

「今一度、稼動の機会を」

「秘ひ密みつロボの発進許可みたいに言うな」

「こいつには、機会がなかっただけなんだ」

　控ひかえベンチで必死に応おう援えんをしている高校球児たちを思い出した。高校野球ばっかり見るのはやめよう。透は密かに決心した。

「お前なあ」

「なんだ」

「もっと地球の事とか考えて生きろ」

「地球は私のことを考えていない」

　口だけは達者なんだよなあつくづく。心の中だけでぼやきながら、嫌いや々いや立ち上がる。

　結局押おされている。まあいいや。どうせまた、半年後にはコタツ布団も電源コードも必要になるんだから、もう一度、片付けた場所を確認しとくのもいいだろう。殆ほとんどやけくそのように思いながら、居間の隣りん室しつ、和室のふすまを開ける。

　何しろ……何度も言うが……旧日本家屋だ。部屋の数だけは多い。母おも屋やに六部屋と、渡わたり廊ろう下かで繋つながった『離ばなれ』に、二部屋。その大半数がそのまま押し入れ物置と化しており、押し込まれた新旧様々な家具により、もはや奥おく地ちも分からない魔ま窟くつのありさま。

　大たい抵ていの物は、気合を入れて探しさえすれば出てくるが、その代わり、一いつ旦たん場所が分からなくなった、紛ふん失しつしてしまったものは、かなり気合を入れて探さないと出てこない。

　つくづく、慣れたものだ。なんとなく、思う。

　一年半前……中学生だった頃は、自分で家具を管理するなんて、機会どころか、発想すらなかったというのに。

　ふと、腕うでを止め、思い出す。

　一年半前……高校始まりの日、二〇〇六年、四月一日の、あの事件。

　その日、卑ひ口ぐちという名の犯罪者の手によって、家族が、両親と妹が、丸ごと、いなくなった。突とつ然ぜん。昨日まで確かにいた家族が、その日、突然、いなくなってしまった。永遠に、取り戻もどせなくなってしまった。死んでしまった。

　あの事件をきっかけに、もう、そういう事は、ごく自然に、出来るようになってしまった。やるようになってしまった。

（あの事件……）

　心の中、湖の底の、苔こけむした岩のような感情を、浮うかび上がるに任せる──

　揺ゆれ動うごく湖面の波は、以前とは比べ物にはならないほど静かになったが、それでも、全くない、という訳ではない。……心が、揺れる。思い出すたびに。

　もう、全て、終わったのだ。卑口も死に、もう、全ては、過去のものになったのだ。分かってはいるのだが、それでも、時々、その事件の記憶は、こうして、鈍にぶい痛みと共に浮かび上がってくる。これは、もう、自分では、どうしようもない。

　人は死ぬ。死んだ者は生き返らない。何があっても。

　考えても仕方ない……けど、

（忘れられる日は、来るのだろうか？）

　心の奥おく底そこに沈しずんだ、でも確かにそこにある。真っ黒の石。

　それを、過去の物として、ただ、静かに沈めたままにしておく。

　いつか、それが出来るようになる日は、出来るのだろうか。

　そして、その方法は、

「何をボサッとしている。何をしに来たのか、忘れたのか」

　鋭するどい声とともに足を蹴けっ飛とばされ、瀟しよ洒うしやな湖面のイメージは吹ふっ飛んだ。

「……痛ってーな。何すんだ」

「あったぞ。これが、コードだろう。コタツの」

　振ふり返ると、由宇が、小さな手に、黒いコードを握にぎっていた。

「布団は、あそこだ。取ってこい」

　言い捨てて、歩いて行く。後ろも見ずに。

「……はいはい」



　コタツ机に布団をかぶせ、コンセントを差し込む。四本足の暖だん房ぼう器具は、四ヶ月ぶりの仕事に、張り切ったように光と熱を放ち始めた。

　クーラーの設定温度を、五度ほど下げる。すいません地球さん。今度、このくそ生意気な少女の皮ひ膚ふを、心行くまで紫し外がい線せんでバーベーキューにしてやってください。つまらん事を考えながら、リモコンをコタツ机の上に置く。

「良い」

　そんな心中には勿もち論ろん気づいた様子もなく、コタツに足を突っ込んで一言、由宇は呟つぶやいた。

「コタツは良い」

　そのまま、机の上に読みかけの本を開く。

「とても良い」

　三回も言った。

「堕だ落らくしすぎだぞ」

　コタツの上に煎せん餅べいの皿を置きながら、透は言う。別に腹は減ってないが、こういうのは様式美だ。コタツの上にはおやつが載のってなければならない。ああ日本の心。

「以前の『私』、鉱物状態の『私』には、体温調節など、無む縁えんの物だった」

　こいつは、由宇と名の付いたこの少女は、宇宙人だ。

　いや、正確には、宇宙鉱物生命体だった。宇宙の果てで誕生した鉱物、『考える宝石』。

　半年前、地球へ降ってきて粉々になった『宝石』、その欠片かけらの一つが、ヒトの身体を得た。

　それが、今の『この少女』だ。

　ヒトの身体からだと共に、ヒトの生命活動、ヒトの五感も手に入れた訳で、なるほど、コタツが気持ちいいってのも頷うなずける。

「生理的欠けつ乏ぼうが充じゆ足うそくされる快感など、かつての私には無縁だった」

　言いながらも、ずぶずぶとコタツの中にめり込んでいく。俯うつぶせになり、首と両手だけを出して本のページを捲まくる。なんかもうベテランの姿し勢せいだ。

「かつての私……『宝石』は、全てにおいて完全であり、何の欠けつ損そんも要求もなかった。

　欠乏も渇かつ望ぼうもない状態で、三億年もの間、宇宙を放ほう浪ろうしつづけていたのだ。

　……が、だがそれ故に、完全であるが故に、『完全を目指す』という発想、自らの欠乏が満たされる快感という物ひゃうっ」

「あ」

　何も考えずに足を突っ込んだら、爪つま先さきで少女の脇わき腹ばらを突ついてしまった。

「ごめん」

　ヒトとしての生、ヒトとしての五感に慣れていないので、不意の感覚とか未知の感かん触しよくとか、そういうのに弱い。

「……つまり、私が言いたいのはだ、『私』は、ヒトの身体を手に入れる事によって『不完全』な存在となり、それ故に『完全への道』が開かれ、それが即すなわち人間のっやぁっ」

　少女は口を左手で押おさえ、顔をこちらに向けた。

「………………」

　恨うらみがましい目で見んでくれ。面白すぎる。

「つまり、私が言いたいのはだな、ここにこうしている私は、恐おそらく人間として幸ふでっ、おい、お前、さてはさっきからわざとっ、

　ちょ……痛い！　おい、今、何を……　いや！　抓つねるの嫌いやっ！　やめ……」

　ああ面白い。足の爪つめ切きらなきゃよかったかな。

「止めろと言ってるんだこの馬ば鹿かが！」

　一オクターブほど上がった少女の叫さけびと共に、飛んできた煎餅が透の眉み間けんに命中した。

「食い物を投げるなよっ」

「お前が要らん事をするのが悪いんだ」

「だって面白かったし」

「言い訳にすらなっとらん！」

　膨ふくれっ面つらのままコタツに首まで埋うまり、拗すねたように向こうを向く。

「ポテトチップス買ってこい」

「煎餅あるのになんでわざわざ」

「ダッシュで。金は立たて替かえておけよ」

「お前、学習傾けい向こうに偏かたよりがあるよな。つくづく」

　軽口を叩たたきながら立ち上がり、割れて床ゆかに落ちた煎餅を拾い上げる。

　そして、今度は普ふ通つうにコタツに足を突っ込む。由宇が身体を丸ごと入れているので、触ふれないようにしようとなると、結構浅くしか足が入らない。

「ポテトチップスはどうした」

「コタツに魂たましいを引かれてるから無理」

　由宇は鼻を鳴らし、本のページに視線を戻もどした。

　本のページを捲りながら、なんとなく、という感じで口を開く。

「コタツは何故暖かいのだ」

　またそんな難しい事を聞く。

「赤外線が出てるんだよ」

「セキガイセンが出たら何故暖かくなるのだ」

　ああ説明がめんどくさい

「赤外線は『あったかビーム』だからだよ」

「『あったかビーム』か」

　我ながら物もの凄すごい説明。

「良いな『あったかビーム』は」

　通じたみたいだからいいや。

「まったくだ」

　煎せん餅べいを囓かじりながら、軽く返事を返す。

　頭上で、愚ぐち直よくな老兵のようなクーラーが、唸うなりとともに冷風を吐はいている。

　中庭の入道雲が、また、かさを増している。

「あー」

　コタツ机の上に顎あごを乗せ、息を吐く。

　静かな振ふり子こ時計の音に混じって、微かすかに、せみの音が聞こえる。

　身体が、末まつ端たんからゆっくりと溶とけていく感じ。おお、これは、寝ねるな。そろそろ。ぼんやりとした意識の片かた隅すみで、なんとなく確信。まあ、いいか。今は、夏休みだ。

　夏のさなか、クーラーを利かせた部屋で、コタツでうたた寝か。

「馬鹿な事してるなー。つくづく」

「私は馬鹿ではないぞ」

　なんか、声が遠い。ああやばい。これは寝るぞもう寝るぞ。

「はいはい」

　大きくあくびをし、透は、コタツにうつぶせになった。



　ふと気付くと世界が暗黒になっていた。いつからこうなってしまったのか、どうしてこうなってしまったのか、そもそもどういう事になってしまったのか、それは分からない。でも確かに断言できる。ここは真っ暗だ。ここは暗黒だ。ここには希望はない。ここには光はない。ここには未来はない。永遠に。絶対に。目を見開いて周りを確認する。足下にコタツがある。いつかの日のコタツがある。傷が付いた机と載のせられた皿と綻ほころびた布団が、無感情な蛍けい光こう灯とうの光に照らされている。あの頃ころと同じに。あの頃と同じ形でコタツはそこにある。でも終わってしまった。全ては終わってしまった。全ては滅ほろびてしまった。いずれこうなるとは思っていた。どうせこうなるだろうとは思っていた。恐らく最初から分かっていたのだ。全ては滅び全ては衰おとろえ全ては死に絶える。そんな事は最初の一番始めに分かっていた。誰もいなくなる。誰もいなくなってしまう。誰もいなくなってしまった。誰も。中庭。居間から見える中庭もそのままだ。あの時と同じ。あの時と同じ庭木と、あの時と同じ蛇じや口ぐち、あの時と同じ涸かれ井い戸ど。でも違ちがう。全てはただそこにある。返事はない。反応もない。世界は閉じてしまった。『一人きり』その言葉を心底理解できる光景がそこにはあった。もう全てはなくなってしまった。もう何も戻ってこない。人は死ぬ。死者は生き返らない。時は流れる。時は戻らない。それは絶対に覆くつがえせない。それは絶対に取り戻せない。子供が泣いている。コタツのすぐ傍そばで、子供が泣いている。どうしたの。そう尋たずねようとして、気づく。泣いている子供は、おれだった。泣いている子供は、ぼくだった。なぜ、君は泣いているの。何が悲しくて、泣いているの。自分で、自分の質問に答える。自分の中の、理由に気づく。

　ぼくが泣いている、理由？　それは、



「……あー」

　唸うなりながら、目を開ける。何をしていたんだっけ。寝てたんだ。

　そうか、おれ、寝てたんだよな。再確認する。今、目を覚ました。

　伸のびをして目を開き、周囲の状じよう況きようを確認。

　……なんでおれ、居間なんかで寝てるんだよ。

　思い出した。コタツを出したんだった。夏なのに。

　どうやら、そのまま寝てしまったらしい。そのまま、首を捻ひねって中庭に視線を送る。既すでに、外は真っ暗だ。コタツの魔まり力よく恐おそるべし。一体、何時間寝ていたのやら。

　そういえば、何か、夢を見ていたような気がする。内容は思い出せないが、なんか、あんまり気分がいいものではなかったのは確かだ。なんとなく、カラーだったような気がする。なんとなくだが。

　やだなあもう。カラーの夢って、結構正夢率高いんだよおれの場合。

　寝ね起おきの頭でなんとなく反はん芻すうしながら、寝ね癖ぐせの付いた髪かみを撫なでつつ、あくびをする。

　口を開けたついでに、呼んでみる。

「…………由宇ー」

　返事がない。

「……んだよ。どっか行ったのか」

　そういえばポテトチップスがどうとか言ってたような。自分で買いに行ったのか。

「あ」

　いた。

　少女は、コタツに身体を首まで突っ込んだ姿勢のまま、座布団を枕まくらにして眠ねむりこけていた。

　読んでいた文庫本のページが寝ね相ぞうに押おされ、くしゃくしゃになっている。

「……おー……い。風か邪ぜ引くぞー」

　目をこすりながら、我ながらやる気のない口調で声を掛かける。少女は、無反応。少し赤毛かかった艶あでやかな髪を顔に垂らせて、小さな、形のいい口を僅わずかに開き、暖かそうに目を閉じている。まさに、猫ねこはコタツで丸くなるって感じ。

　丸くなっている赤毛の猫に、もう一回、声をかけてみる。

「おーい」

「ん……」

　鼻にかかったような吐と息いきを吐はいて、顔をしかめる。起きる気配はない。

　そのまま、寝ね返がえりをうって、仰あお向むけになる。

　仰向けになった少女のＴシャツは重力に引かれ少女の身体に張り付きその形状構造をそれなりに外へと反映し、そのくせ相変わらずブカブカのダルダルでしかも寝相のせいでくしゃくしゃになって、ほんの少し、あとちょっとの力学的な作用で何かがどうにかなってしまいそうなギリギリのポジションで、その半はん袖そでから健康的に伸びた白い両りよ腕ううでは、まるで貼はり付けにされてなす術すべなくなったイケニエの少女みたいにいっぱいに伸ばされ──

「…………ふぅ……っ」

　吐き出される息はやけに湿しめっぽくて、伸ばされた腕は掴つかんだらいい感かん触しよくがしそうで、仰向けになった身体は上から噛かみ付いたらいとも容易たやすく食い千切れそうで、何だか上気して健康的な桜色になった頬ほおは触さわったらとても柔やわらかそうで、汗あせを吸ってやけに鮮あざやかな色になった赤髪は何か妙みような香かおりがして、

「…………」

　──起きる気配は、ない。

「……ったく」

　何に対して「……ったく」なのか、意識する前に口を開いた。

　言葉に出してから、脳みそが、それに続く言葉を編み出した。

　まったく、こんなに無防備でどうするんだよ。男に襲おそわれるぞマジで。

　言語化と同時に、言葉に意味が生まれた。

　男に。

「え」

　あくびを途とち中ゆうで止める。

「…………」

　確かに、危ないよな、この姿勢。

「……………………」

　コタツで、無防備な服装で、無防備な姿勢で、眠りこける美少女。

　確かに、危ない。男に襲われかねん。



    

  
    
      「……………………………………」

　で、『男』って、誰だよ。

『襲う男』って、どこの誰だよ。

「………………………………………………………………」

　とりあえず、該がい当とう者しやは、一人しかいないんだが。



「あー。待て待て待て。ちょっと待てよ。いいからちょっと待て」

　なぜか怖こわ々ごわと立ち上がり、そっとコタツに背を向けて、透は呟つぶやいた。家の大黒柱に右手の平を当て、猿さる回しのサルの『反省』のポーズを取りつつ考える。

「ちょっと落ち着こう。いったん落ち着こう。うん」

　誰も何も聞いてないのに、何を言ってるんだお前は。

　脳みその片かた隅すみで、冷静に分ぶん析せきする自分がいる。

「いや、おれはだな、別に、そういう意味で言った訳では」

　そういう意味ってどんな意味だよ。

「そういう意味はそういう意味だよ」

　意味の分からん事を言うな。ハッキリ言え。

「ハッキリなんて言えるかはしたない」

　やっぱりはしたない事を考えていたんだな。

「誘ゆう導どう尋じん問もんは卑ひき怯ようだぞ」

　お前はさっきから何を言っているんだ一人で。

「というか、な。兎とに角かく、おれは」

　大黒柱から手を離はなし、両りよ肘うひじを曲げて気合を入れる。

　兎に角、何だよ。なんだそのガッツポーズは。何のつもりだ。

「よし！」

　振ふり返って、そっと振り返る。少女は、まだ起きない。

「決めたぞ！」

　やっと決めたのか。じゃあ早速、

「早速、」

　だが落ち着け。こういう時には焦あせりは禁物だ。まずは、

「ポテトチップス買いに行こう！」

　このヘタレ男。

「うるさいぞ」



　自転車は裏口のそばに止めてあるが、ここはあえて歩いていく事にする。

　一番近いコンビニまでは、歩いて十分くらい。往復して戻もどってくる頃ころには、由宇も目を覚ましているはずだ。

　起きているはずだ。うん。

　何故か言い聞かせるように思い、靴くつを履はいて、勝手口から外へと出る。

　夜の道を、月明かりを頼たよりに歩く。最近分かった事だが、月明かりというのは意外に明るい。この世に、真の闇やみ夜よなんてモンは、滅めつ多たに存在しない。

　片道十分。往復で二十分。

　……二十分か。

「……あの、」

　二十分か。……うん、別にそんなに急ぐ事もないよな。折角コンビニ行くんだし。

「……そこの、男の方」

　雑誌立ち読みとかしてもいいだろ。十分くらい。

「……少し、お尋たずねしますが」

　十分間読むとして、帰ってくるのは三十分後だ……

　……三十分後か。いやいや待てよ。そういえば例の漫まん画が雑誌、今週号まだ読んでないじゃん。これも買って帰ろう。由宇のヤツ、あの海かい賊ぞく漫まん画が好きなんだよな。そのうち船に乗りたいとか言い出すんだろうな絶対。よし、これも買って帰るとして、四十分か。

「ちょっと……道を……聞きたいのですが」

　四十分も経っちまったら、流石さすがに起きてるよなあ由宇も。うん。じゃあ仕方ないよなあ。いや、別にわざとじゃなくてな、あくまでも必然的な結果としてそうなる訳であって、

「仕方ないよな、うん」

「……本当に、仕方ないのですか？」

「だって仕方ないじゃないか。遅おそくなるんだから。色々用事だってあるんだから」

「たいていの作戦行動において、時間の遅ち延えんは、そのまま作戦成功率に反比例します」

「そんな事言ったって、用意も出来てないのに突とつ撃げきしても仕方ないだろうが」

「現実的には、完全に用意が出来ている状態で作戦行こう為いが開始する方が希まれなのです」

「そうやって簡単に言うけどさ、失敗したらどうするんだよ」

「逆に考えるんです。『失敗してもいいや』と考えるんです」

「いいわけないだろうが」

「若いうちの失敗は、取り返しがつくものですよ」

「大人達はみんなそう言うんだ。他人事だと思って。失敗したら笑う癖くせに」

「他人の事などどうでもいいではありませんか」

「どうでもいいのかよ」

「そうですよ。即そく断だん即そつ決けつ、これこそが、新しい世界の扉とびらを開く手段で」

「うわあああああああああああ!!」

　街灯の下で、透は大声と共に飛びすさった。

「誰ださっきからおれに適切なアドバイスをするヤツは！」

「いえ、何か、戦術的な物事を思考なさっておいでのようでしたので」

　飛びすさりついでに、声の主を確認する。

　黒いスーツに黒いコート、黒の長手てぶ袋くろに、黒のハンチング帽ぼう。まさに、漫画かなんかに出てくる『怪あやしい怪かい人じん』そのまんまの格好。

「僭せん越えつながら、助言を。失礼しました」

　人ひと影かげは帽ぼう子しを取り、深々と頭を下げた。街灯の下、流れるような金きん髪ぱつが首に掛かかる。

　それで気づいた。女の人だ。黒いコートを着た、女の人。大きな垂れ目気味の目と、それがとてもよく似合う丸っこい輪りん郭かくの顔は、一言で言えばかなりの童顔で、舌っ足らずげな声と相まって、全体的にかなり幼げな印象だ。実際、このままセーラー服を着て例えば中学校に紛まぎれていても、それはそれで通用するかもしれない。クラスに一人はいる、『グラマーで丸っこくて可愛かわいい』系の女の子。そんな感じで。

　だが。透は思った。この人は、大人だ。何故か、確信する。

　この瞳ひとみ、顔の中心で、真っ直すぐ輝かがやく大きな瞳の色。

　これは、子供ではない。大人の瞳だ。自分の中に中心と決意を持ち、その為ためには何を犠ぎ牲せいにするのをためらわない、大人の目。意志を持った瞳。

「職業上、戦術行為には縁えんが深いもので」

「知らない人に戦術論を説くのはどうかと思いますが」

「そうですね。道を聞くつもりだったのですが、つい」

「いえ、大した事では」

　なんだこの会話。

「でも、イケる時にいかないと、後こう悔かいしますよ」

「貴方あなたは何を言ってるんですか」

「若き日は、永遠ではないのです」

　なんだこの人。

「あなた達は……人間は、死にますからね。あっさりと」

　女の人は、帽子を被かぶった。

　瞳が、街灯の闇やみに埋うまる。

「いえ、私も、人間ですが」

　いいや、多分、嘘うそだ。



「疑ってますね？　いえ、私は、人間ですよ。宇宙人なんかじゃないです」

「地球は、いい所ですよね」

「まったくです。こんな惑わく星せいは、他にはありませんよ」

　いいから、もうどっか行ってくれないかなあ。

「生まれは大おお阪さかですよってに」

「たこ焼きとか好きですか？」

「………………」

　たっぷり五秒くらい硬こう直ちよくした後、女の人は「ええ」と頷うなずいた。

「一匹ぴき丸ごと食べた時は、流石さすがに胃がもたれました」

　流石に本場だ。笑いのセンスが違ちがう。

「そもそも、こんな話をしたい訳ではないのですよ」



    

  
    
      「何ですか」

　なんか既き視し感かん。これとよく似た会話を、昔やった覚えがある。

「道を尋たずねたいんです」

　この辺の道にはあんまり詳くわしくない。半年前に引ひっ越こして来たばっかりだ。でもまあ、歩いていける距きよ離りならだいたいわかる。

「いいですよ。何処ですか」

「よかったです」

　女の人は、満面の笑顔を浮うかべた。自分の感情を、全身で表現する感じ。子供っぽい。

　そして、そのまま、その口から、名前を吐はいた。

「不ふ破わ、灯あか璃りさんの家を、探しています」

「……え」

　意外な名前。

「灯璃の家？」

　名前とともに、顔を思い出す。不破灯璃は、クラスメイトの女の子だ。高校生にして、公務員。その公務は、地球人に混じった『宇宙人達』並びに、『宇宙の力を手に入れた、特とく殊しゆな人間達』を、退治する事。

「家は…………知ってます……けど」

　半年前、地球に降ってきて粉々になった、鉱物生命体『宝石』。

　粉々になったそれらは、それぞれ独立した存在となり、その体積に比例して、それぞれの知能と力を持った。体積が大きい奴やつらは、自己認識……つまり、自己の意思……すら持ち、墜つい落らく地点にいた脳死状態のヒトの身体構造を書かき換かえ、寄生、融ゆう合ごうし、ヒトと同じ外見、生理構造を得た。つまり、これが『地球人に混じった宇宙人達』。通つう称しよう、『欠片かけら』だ。

　体積が少ない、知能が低い『宝石』は、自己の意思を持たないが、何かの弾はずみで──例えば、隕いん石せき墜つい落らく時の爆ばく風ふうの影えい響きようで──生きている人間の、身体の中に侵しん入にゆうすれば、自動的に『宿やど主ぬし』の身体構造を書き換え、その『人間』は、元の意志と感情を持ったまま、身体能力が『人間離ばなれ』を始める。これが、『宇宙の力を手に入れた、特殊な人間達』。通称、『破は片へん』だ。

　人間にまぎれて生活する、数十、数百の『欠片』『破片』達。その対策として、日本国家が、『宇宙鉱物生命体』の存在を認めないまま──そりゃそうだ、いくらなんでも、一国の責任者が、宇宙人の襲しゆう来らいだの何だの、公式の場でうかつに口にしたら、どうなるか分かったモンじゃない──とりあえずの対策として、作り上げた組織が、『警備局特殊犯罪対策室』。

　あくまでも『警察』の一部門、あくまでも、『隕いん石せきの影響で、謎なぞの症しよ例うれいに感染した患かん者じや達』に対する、犯罪対策専門機関、というわけだ。

『患者』は、その症しよう状じようによって『罹り患かん者』と『発はつし症よう者』に分けられ、両者の判断は『対策室』が行う。つまり、『対策室』に管理されている、都合のいい『患者』達が『罹患者』であり、『対策室』の管理外にいて、その力を利用して犯罪行こう為いを企たくらんだりする可能性のある、都合の悪い『患者』達が『発症者』という訳。『対策室』の職員は、殆ほとんどが『罹患者』であり、それぞれ、その『人間離れした力』を、それなりに発揮しつつ、『発症者』を追っている。

『特殊な人間』の存在自体が機密扱あつかいということもあり、その身分も、『対策室』の存在自体も、一いつ般ぱん市民には秘密だ。

『破片』であり、末まつ端たん職員である灯璃も、当然、そのことを、人に喋しやべったりはしない。

　灯璃の『仕事内容』を知っているのは、自分のような特殊な例外と、あとは……

　あとは……『同業者』……つまり、

『特殊な人間を退治する事』が、仕事の人、くらいだ。

　という事は、この人は、

「知ってますか。それは良かったです」

　女の人は、言った。

「今晩は、灯璃さんの所へ、お世話になる予定でしたから」

　この人は、……この町に、この十葉市に、

『特殊な人間を、宇宙人を、退治しに』、来た？

　…………。

「……灯璃は、入院中ですよ」

「え」

　にっこり笑ったその表情が、そのまま固まった。

「一昨日から」

　一昨日、八月一日。灯璃は、まさにその『特殊な人間』の一人と戦い、そして怪け我がをして、入院した。初日の検査で、単なるかすり傷だとはっきりしたのだが、それでも、あと二、三日は入院していなければならないらしい。

「ああもう、また連れん絡らく不行き届きですか。仕方ないですね」

　女の人は、街灯を見上げた。

「そもそも、人間の情報伝達には、齟そ齬ごが多すぎるんですよ。不合理な事です」

「……………………」

「いえ、私は、人間ですが」

「二回も言わなくていいです」

「そうですね。ありがとうございました」

　微びみ妙ようにかみ合わない会話って、結構疲つかれるんですが。

「では」

　唐とう突とつに頭を下げ、女の人は、街灯の明かりから外へ出た。そのまま、歩いていく。

　その、あまりにも危なっかしいシルエットを、透は、思わず呼び止めた。

「ちょっと待ってください」

「なんですか」

　風に吹ふかれる柳やなぎのように、女の人は足を止めた。

「あの……何ど処こへ行くんですか？」

「何処へ行きましょうか」

　危なっかしいなあ本当に。

「とりあえず、ここで夜明けを待ちます。この時間だと、本部に連絡もつきませんし」

　夜明けを待つ。

「ちょっと……待ってくださいよ」

　危ないじゃないか。こんな暗い所で、女の人が一人で。

　もし、なんかあったら、どうするんだよ。

「じゃあ……」

　透は、口を開いた。

「良かったら、うちに来てください。夜が明けるまで」



「…………」

　食堂の椅い子すに座る由宇の眉み間けんに、思いっきり縦たてジワが寄っている。

「……アシカという動物の生態を、知っているか」

「知りません」

　その脇わきで、何な故ぜか敬語で、何故か直立不動の姿勢で、透は答えた。

「そうか、知らんか」

　呟つぶやいて、立ち上がり、無言で、冷蔵庫を開ける。

　怖こわいぞ。透は思った。

　何か知らんけど、物もの凄すごい怖いぞ。こいつ。うまく言えないが、何か、こう、根源的に。

「おい、由宇」

「なんだ」

　冷蔵庫に顔を突っ込みながら、冷れい酷こくな返事。

「お前、寝ねてたんじゃなかったのかよ」

「起きていた」

「うそつけ。だって」

「起きていた」

「はい。そうですよね起きてましたよねバッチリと」

　やばい。この先は地じ雷らい原げんだ。進むと死ぬ。戦士の本能が、そう告げている。

「アシカは、一夫多妻制だそうだ」

　麦茶のペットボトルを取り出し、机の上に、でん、と置いた。

「……いや、その話と、この状じよう況きようと、何の関連性が」

「私の話はつまらんか」

「アシカって凄すげえよなあ。いや本当、感動的っス」

「一匹ぴきの雄おすが、数すう匹ひきの雌めすを囲うのだそうな」

「……いや、ちょっと、ちょっと待て、その話は所々おかしい。具体的には二箇か所しよほどおかしい。おれは、別に」

「私はアシカの話をしているのだが」

「はいすいません。無関係な事言いました。アシカって凄すごいよなぁ憧あこがれるわぁ」

　由宇は冷蔵庫の扉とびらを閉じ、ふっ、と立ち上がった。

「……」

　やばい、ヤられる。本気で、そう思った。

「……寝る」

　仏ぶつ頂ちよ面うづらのままボソッと呟き、立ち上がって、こちらに背を向け、寝しん室しつである離ばなれへと歩いていく。ぺた、ぺた、という、何か重いものを引きずるかのような足音。

　いつもの、軽い足取りとは違ちがう。その後ろ姿に、透は、思わず声をかけた。

「おい」

「なんだ」

「お……おやすみなさいませ」

　振ふり返った羅ら刹せつのような瞳ひとみに見み据すえられ、角度90オーバーで頭を下げる。何だこいつ。何でこんなに機き嫌げんが悪いんだ。なんとなく、いつもと、雰ふん囲い気きが違うような。気のせいか？ 

「はぁ……」

　たっぷり三百秒を数えたのち頭を上げ、思わず、ため息。それを見て、

「すいませんね」

　女の人は、コタツ机の前で、あまりすまなそうでもなく、ただ平へい坦たんに口を動かした。

　案外、あまり物事にこだわらない人なのかもしれない。

（……いや……）

　透は、心の中だけで、密ひそかに思う。

（これは……『こだわらない』とか、そんなレベルじゃなく……）

『知らない』のかも、知れない。人間の心とか、そういうものを。

「明日、本部に連れん絡らくして、宿を手配してもらいますから」

「そうですか」

　女の人の言葉を背中で聞きつつ、コタツ机の上に、ペットボトルを置く。

「ところで……」

　台所へＵターン、背中越ごしに、言葉を吐はく。

「ここへは……その」

　戸と棚だなから、コップを取り出す。『何気ない口調』で。

『何気ない口調』を演出するには、何か、作業をしながら発言するのが一番だ。

「……お仕事で？」

「ええ」

　あっさりと、肯こう定ていが返ってきた。仕事。

『十葉市にやって来た、「特とく殊しゆな人間」退治屋さん』

　その標的は、……

　今いま更さら、思う。おれの発想は、正しかったのだろうか。

　この人と会話して、何かを得る。情報を引き出す。スパイ映画でもあるまいに、そんな大それたことが、果たして──

「私の標的は、『欠片かけら』です」

　コップを掴つかもうとして、手を滑すべらせた。

「特殊犯罪対策室に歯向かう『欠片』を、処理しに来ました」

　落下したガラスのコップは、粉々になって、砕くだけた。

　

「大だい丈じよ夫うぶですか？」

「ええええ大丈夫ですよちょっと手が滑っただけでいえいえ別に動どう揺ようなんてしてませんからいや本当に」

　飛び散ったガラスの欠片を集めながら、思い出す。

　まさに『欠片』……半年前、地球へ落下した鉱物生命体、『宝石』。それぞれ、ヒトの形を得た、数え切れないほどの『欠片』。

　そのうち『一人』が、今、ふてくされて寝室に行った少女の、正体だ。

　四ヶ月前、突とつ然ぜんこの家に侵しん入にゆうし、そのまま居座ってしまった『欠片』の少女、それが、紅くれない由宇。そして、その『欠片』の一部を（無理やりに）与あたえられ、『破片』になった人間、それが、自分、氷ひ見み透だ。『破片』となり、『人間以外』となった自分は、『欠片』と……その、交こう尾びする事により、『欠片』の次世代を作成することが出来る。『欠片』である由宇は、この能力を使って、『手て駒ごま』を増やし、将来、人間社会全体を支配し、ひいては、『敵』に、対たい抗こうするつもり──だった。

　今、彼女が、それについて、どう思っているのか、それは分からないが、とにかく、『破片』は、まだ、自分の中に、残っている。

　勿もち論ろん、由宇と自分は、二人とも、『特殊犯罪対策室』には、属していない。

　つまり、由宇と自分は、『発はつ症しよ者うしや』であって──

　つまり、『特殊犯罪対策室に歯向かう存在』であって──

　ここに、こうして、『特殊犯罪対策室』から、職員が、一人、派は遣けんされて──

「いやいやいやいや」

　女の人は、手てぶ袋くろをつけたままの右手を、左右に振ふった。

「緊きん張ちようしないでくださいよ、氷見透さん」

　相変わらずの、ほんわかとした口調で、

　名前を、呼ばれた。

「別に、ですね」

　言葉とともに、ハンチング帽ぼうを脱ぬぎ、コタツ机の上に置く。

　露あらわになる金きん髪ぱつと、丸っこい輪りん郭かくの顔、そして──額。

　女の人は、前まえ髪がみをかき上げた。

「あなたと戦うつもりは、ないです」

「あ──」

　息を呑のむ。女の人の額、眉み間けんの上。あの少女と──由宇と、同じ場所に。

『宝石の欠片』が、張り付いている。はまり込んでいる。まさに宝石、トパーズのように黄色にきらきらと輝かがやく、大きな『欠片』。

　女の人は──『宇宙鉱物の欠片』は、額の異形を示して、

　厳おごそかに、一言。

「ニキビです」

「えええぇええ！」

「ニキビですよ」

「だって、そんな」

「最近、流は行やってるんです。『ヒト』の間で」

「…………でも」

「あなたにも、心当たりがあるでしょう？　この『症しよう状じよう』には」

「…………」

「一応、私の職務には、『宇宙人発見時の、本部への通報義務』的なのが、あるんですが」

「でっけえニキビですね」

「そうでしょう」

　女の人は、にっこりと笑い、右手を離はなした。額の異形が、前髪に埋うまる。

「……ですが、『私たち』は、『欠片同盟』は、ですね」

　机の上のペットボトルを眺ながめつつ、女の人は口を開いた。

「『ニキビのある人』を、全員逮たい捕ほするなんて、冗じよ談うだんじゃない……問題のあるヤツは排はい除じよするとして、特に問題がなければ、放置しよう。まあ、そんな感じの方針です。現場の判断といいますか派は閥ばつの方針といいますか。『対策室』の方針とは……あの『おっさん』の命令とは、ちょっと離ばなれてますが、まあ、知ったこっちゃないです。『私たち』には、『私たち』の、事情と都合がありますのでね。ええ」

「──そうですか」

　心の底から、息を吐はき出す。

　この人は──少なくとも、『この人の属する派閥』は、由宇の事を知っている。

　知った上で、何も問題を起こさなければ、何もしない。そう、言っている。

「……と、ちょっと待ってくださいよ」

　コップを置き、お茶を注ぐ。

「じゃあ、ここへは、何をしに」

「ええ、さっきも言いましたように、ですね」

　女の人は、待ってましたとばかりに、一息で飲み干した。子供っぽい。

「我々に、都合の悪い『欠片かけら』を……『邪じや悪あくな宇宙人』を、排除しに、来たんです」

　ごとん、と音を立て、コップを置く。

「『白い人』です」

「え」

「『白い人』を、排除しに、来ました」



    

  
    
      二章　死を思う






　枕まくら元もとに置いたキッチンタイマーが、カウントダウン終しゆう了りようを、規則的な電子音で告げた。三分経過。水銀体温計の、規定時間。

　由宇が、布団の中から、体温計を掴つかんだ手を出した。

　その服装は、ボタン留どめ長なが袖そでの緩ゆるやかな上着に、ゴムひもで腰こしを留める構造のゆったりとしたズボン。上下服の各所に子供向けキャラがでっかく印刷され、まさに室内専用、着用時は外出お断りの雰ふん囲い気きを全体で醸かもし出す仕様。いわゆるパジャマだ。

　もう日は高いというのに、寝ね間ま着き姿。別に、寝ね坊ぼうをしたわけではない。

「３８・２度」

　受け取った体温計の目盛りを確認し、透は宣言する。

「熱があるぞ」

「……──あ……」

　布団ふとんの中の由宇は、うつろな瞳ひとみを体温計に向け、湿しめった息を吐き出した。

「暑い……」

「当たり前だ。だから言わんこっちゃない」

　体温計を振ふって目盛りを戻もどし、年季の入った救急箱にしまいこむ。

「コタツで寝ねると、風か邪ぜ引くんだよ」

「あう……」

　何か言い返そうと不満そうにゆっくりと口を開き、しかしそこで気力が尽つきたらしい。熱っぽい吐と息いきだけを吐き出して、由宇は口を閉じた。普ふ段だんは一言えば十や二十返ってくるのに。何か、本当に辛つらそうだ。

　なるほど、一昨日の昼、やけにコタツの中で熱っぽかったり、夜、やたら機き嫌げんと足取りが悪かったのは、このせいもあったんだな。今いま更さらながら、思い当たる。そう言えば昨日の朝、客を、あの女の人を見送る時も、こいつは布団の中で篭こもりっきりだった。朝のご飯が炊たき上がって、やっと這はい出してきた。いつもは炊き上がるまで炊すい飯はん器きとにらめっこしてるのに、変だと思ってたんだ。

「ま、大人しくしてりゃ治るだろ」

　救急箱から、やはり年季の入った冷れい却きやくシートを取り出し、剥はく離り紙しを剥はがして、少女の額に貼はり付ける。使用期限は多分ぶっちぎりだが、別に食べる訳でもないし、大だい丈じよ夫うぶだろう。

　剥離紙を丸め、部屋の隅すみにあるゴミ箱に捨て、立ち上がったついでにふすまを開けて、隣となりの、自分の寝しん室しつへと入って、携けい帯たい電話を拾う。

　折りたたみを開いて、本日、八月五日の、スケジュール確認……

　十一時から、十葉高校、学園行事準備部の部室で、会議予定だ。文化祭終了記念、臨海宿しゆく泊はく事業の、第一回打ち合わせ。

「む」

　そういえば、そんな話もあったっけ。透は思い出した。八月十一日出発予定の、部旅行。

　海へ行くということだけは決まっていて、具体的な行き先は決まっていない。これから会議で、みんなの意見を聞いて、行き先を決定するらしい。

　今日の会議を休んでしまったら、九日に予定されている出発直前会議まで、発言の機会はない。行き先については、事後承しよ諾うだくという形になるが……

　まあ、仕方ないか。そう思って、メール画面を呼び出す。

『由宇が風邪を引いたから、今日の部会議は休みます』

　あて先は……まあ、灯璃でいいか。みんなに、伝えてくれるだろう。メールを送信。

「透……」

　隣の部屋から、心細そうな呼び声。あわてて携帯電話を放り出し、由宇の寝室へと戻る。

「…………透……」

　布団の中の少女は、蚊かの鳴くような声を出した。

「何だよ」

「……私は……」

　いつもは生意気そのものの目が、今日は心なしか潤うるんでいる。

　なんか、いいなあ。これ。透は思った。

　あんまり大きい声では言えないけど、なんか、いい。

「私は……死ぬのか？」

　なんて大げさな。

「死なん」

「だって……」

　ぐすっ、と鼻を鳴らす。ああもう。可愛かわいいなあ。いつもこうだといいのになあ。

「人は、死ぬじゃないか……」

「そりゃまあ」

「私も、今、死ぬかもしれないじゃないか……」

「だから、このくらいじゃ死なないって」

「息苦しい……関節が痛い……頭がぼーっとする……

　……死ぬかも、しれない……」

「それが風邪の症しよう状じようなんだよ。お前、それくらい知ってるだろ」

　と言っても、知ってるのと体験するのじゃあ、まあ様子が違ちがうよなあ。口に出さず思う。

　こいつにとって、『自分が』風邪を引くのは、初めての経験だ。全身の苦痛も、熱によるだるさも、炎えん症しようによる呼吸困難も、全て、未知の体験だ。『生理状態の異常による恒こうじ常よう性せい維い持じ機能低下と、それに伴ともなう各種苦痛』。そんな言葉を、いくら知っていても仕方ない。

　そりゃあ、弱気にもなるだろう。

「苦し……」

　由宇は横を向いた。仰あお向むけでいるのが辛くなったらしい。湿しめった赤髪かみが、枕まくらに張り付く。

「…………水」

「はいはい」

　立ち上がり、部屋を出て台所へと歩いていく。

　冷蔵庫を開けて、やっと思い出した。そうだ。麦茶は切らしてたんだった。一昨日の夜、あの客に、女の人に出したのが最後だった。

「仕方ない……か」

　コップに水道水を入れ、廊ろう下かを歩いて離はなれへと戻る。



　女の人は、栗くり林ばや浅しあ黄さぎと名乗った。

　名乗った栗林は、満面の笑みで、言葉を続けた。

「くりりんと呼んでください」

「……クリリン？」

　コタツに座ったまま、丸っこく笑う。

　子供というか、童どう女じよみたいにも見える、あどけない微びし笑よう。

「栗林を湯ゆ桶とう読みすると、可愛いでしょう。くりりんです」

　…………無む邪じや気きだ。

「……自分で考えたんですか？　そのあだ名」

「上司に……あの『おっさん』に、考えてもらいました」

「貴方あなた、ひょっとして自覚ないまま嫌きらわれてないですか？」

「どうしてですか？」

「いや別に」

　透は目を逸そらした。この笑顔を曇くもらせる権利が、どこの誰にあるって言うんだ。

「クリリンですか。本当にもう、可愛いですよね」

「ありがとうございます」

「強そうだし」

「強そうですか？　可愛いと思うんですが」

「たぶん地球人最強です。天テン津シン飯ハンはちょっと微びみ妙ようだし」

「中ちゆ華うか料理と名前の強弱に、何の関連性が？」

「深く突っ込むのはやめたほうがいいです」

「そうですか。まあ、強そうなのは、いい事ですよね。

　地球人最強って程でも、ないですけど。へへへ」

　クリリンさんは、得心したように頷うなずいた。

「で……その」

　透は、目を逸らしたまま、話題を変えた。人はこうして罪を重ねていくんだ。

「『白い人』──ですか」

　忘れられない、あの事件。

　八月一日に死亡した、あの『邪じや悪あくな破片』が……卑ひ口ぐちが、死ぬ前に、呼んでいた名前。卑口に『破片』の力を与あたえ、裏から援えん護ごしていたモノ──それが、『白い人』だ。

「『白い人』です」

　卑口は──『白い人』に、『宝石の破片』を、貰もらっていた。二回。

　今年の三月と、同じく、四月。その度にヤツは腕わん力りよくを手に入れ、その度に──

　いや。もう、思い出すのは止そう。

「この近くで、『白い人』の、『破片』を貰ったのは、確認されている範はん囲いでは、二人」

「え？」

　栗林の言葉に、透は問い返した。

「『二人？』」

「そうですよ」

　二人。二引く一は、いくつだ。一だ。当たり前だ。

　卑口以外にも、『白い人』に、『破片』を貰ったヤツが──

「『白い人』は、日本中で、自分の『破片』を、配り歩いているんです。

　何の為ために、そんな事をしているか、どういう基準で、『配布対象』を決めているか、は、気まぐれなのか、作さく為いがあるのか、その辺も含ふくめて、全く、不明ですがね。

　ただ、その行動だけがいやに規則的で、『配布』は、大たい抵てい、一人につき、時間を空あけて、二回。一人目は──卑口は、もう死んだから、どうでもいいとして、『二人目』の、『二回目の配布』は、まだ、これからです。規則性から考えると、大体、一週間後……そう、八月九日、十日あたりに、『白い人』は、『二人目』に、接せつ触しよくするでしょう。二回目の『配布』を行いに、姿を現すでしょう。そこを捕ほ捉そくし、排はい除じよする。それが、私の仕事でして。

　で、その、『二人目』というのが──」

　ポケットに手を突っ込み、写真を取り出す。

「この人です」

　標準的サイズの写真に、まるで、お見合い写真のような姿で、女の人が写っている。

　頬ほおや口元に幼さを残しながら、顔のつくりはしっかりと整い始め、「かわいい」から、「美人」へさしかかろうとしている、その、ちょうど中間点のような顔立ち。後ろで左右二つに結ゆわえられた髪かみの色は、くすんだ様な金きん髪ぱつだが、不思議と派手な印象はない。カメラの前で緊きん張ちようして姿勢を正す、田舎いなかの少女。そんな感じ。

　一見、本当に、普ふ通つうの少女、というイメージだが……

　透の視線は、少女の額で、止まった。

　写真の少女の額に、『宝石』が、張り付いている。はまり込んでいる。親指の先ほどの大きさの、黄色の『宝石』。

「ええ、そうです」

　注目箇か所しよを、理解したらしい。栗林は、『特とく殊しゆ犯罪対策室、職員』は、頷うなずいた。

「この、写真の子も、ヒトの形を得た、鉱物生命体……いわゆる、『欠片かけら』ですね。

　宇宙人ですよ。宝石のサイズは、『あの子』と、同じくらいですか」

『あの子』……由宇の事だ。

　代名詞を使ってくれたのは、武士の情けというヤツか。

「私は、人間ですけどね」

「だから、何回も言わなくていいですって」

「戸こ籍せきだって、ちゃんと作りましたから。『栗林浅黄』で」

「作りましたか」

「ええ。意外と、簡単なんです。立場と、仕事さえあれば」

　根本的に抜ぬけてるなぁ。つくづく。

「私たちの『欠片同盟』には、そのくらいの力は、あるんですよ。既すでに」

　大だい丈じよ夫うぶなのか。この人。

「みんなで権力構造に潜もぐり込み、その力を利用しよう。それが、私たち『欠片同盟』の、目的ですから。ええ、今の所、順調ですよ。とても」

　大丈夫なのか。日本国家。

「はは」

　笑ったフリをして、さりげなく栗林の額を……本人言う所の『にきび』を、確認する。

　ちょっと大きめの、ビー玉くらいの大きさ。由宇のより……『あの時』の、卑口より、大きい。

　情報処理鉱物『宝石』の性能は、原則的に、その体積に比例する。

　この人は…………一体、どれ程の力を。

「何か？」

　視線に気づいたらしい。栗林は、あどけない、と言ってもいい仕草で、首を傾かたむけた。

「いいえ、別に。ところで」

　目を逸そらし、コップを持ち上げる。お茶を入れておいてよかった。場が持つ。

「ところで……えーと、そうだ。この、写真の女の人ですけど……

　この人、今は、一体何をやってるんですか？」

　話題を投げて、コップを傾け、中のお茶を、口の中に──

「恋こい人びとを殺して、逃とう走そう中です」

　気管に入った。

「人間としての立場と記き憶おくを持つ『破片』とは違ちがい、『欠片』の生存については、それぞれ、色々と、独自の工夫が必要でして」

　手に持った写真をぴらぴらと振ふりつつ、『欠片同盟』の構成員は、何気なく喋しやべる。

「その方法は、様々です。例えば、自分の『人間離ばなれした力と能力』を材料に、人間と交こう渉しようし、『仕事』と引き換かえに、『権力』と『立場』を手に入れたり。あるいは、その『交渉人』の仲間の一人となって『仕事』をこなし、その権力と立場のおこぼれに与あずかったり。まあ、皆みな、苦労していますよ。苦労の価値は、それなりにありますけどね」

　平気な顔で、言葉を続ける。わざとなのか、それとも天然なのか。或あるいは両方か。

「または……『人間と友人・恋人関係になって、その庇ひ護ご下に入って生活する』なんてのも、割と、メジャーな方法ですね、そういう『欠片』は、意外と多いんですよ。あ、私の知っている範はん囲いでは、ですが。

　恋人を殺した、この子も、その一人です。

　名前は……そうですね、『殺人宝石』とでも、呼びましょうか。

『殺人宝石』は、恋人を作って、その人とともに生活して、そして、『白い人』と接触して、『白い破片』を貰もらって……『一回目の配布』を、受けて……強引に埋うめ込まれたのか、自分の意思で受け取ったのか、それは、分かりませんが。……そして、人を、殺しました。

　なぜ、よりによって、好きな相手を、最も近くにいる存在を、殺したのか。

　それは、分かりませんけど、ね」

「……」

　人が死ぬ。それは、大たい抵てい、ドラマチックなことでも、感動的なものでもない。現実だ。

『その人がいない』という、現実の始まり。それ以上でも、それ以下でもない。

　重い事実だ。

「『殺人宝石』は、恋人を殺して、その部屋に、二人の家だったその部屋に書き置きを残して、部屋から出て行って、そして、そのまま、二度と、戻もどってきていません。

　その書置きの文面は──

　恋人を殺した『欠片』が、殺人現場に置いていった文面は──

　ええと、なんでしたっけ。ワイドショーやら何やらで、公開されてたんですが。

　一見、ミステリアスで神秘的で、でも私に言わせると、中身のない、空っぽな言葉。

　──ええと、」



「死ぬ……私、死ぬんだ……」

「死ぬ死ぬ言うな」

「……私が……終わる……」

「言い換えてもだめっ」

「寒い……」

　由宇は、頭を布団ふとんの中にもぐりこませた。汗あせを吸ったパジャマが、肌はだにじっとりと張り付いている。さっきにも増して、すごい汗だ。そりゃあ、寒いかもしれない。

「……寒い……」

　病気の少女は、布団の中で震ふるえた。

「何とか…………して」

　布団の中から、救いを求める視線を送ってくる。

「……お願い」

「え」

　何とか……って、どうすればいいんだろう。

「えーと」

　寒いって言ってるんだよなあ、ええと……暖だん房ぼうをつける？　まさか。

「身体からだを……」

　由宇は、布団に半ば顔をうずめたまま、熱っぽく呟つぶやいた。

「身体……拭ふいて」

「なっ」

「着き替がえさせて…………」

「とっ──と」

　突とつ然ぜん、何言うんだお前は。舌が絡からんで、発言できなかった。

「お前、冗じよ談うだんじゃ……」

「……辛つらい……」

　やばい。

　透は、理解した。

　こいつは、今、切実に本気だ。

「あー、その」

　ええと、着替えって、そりゃまあ、タンス開ければ、こいつに合うサイズのＴシャツ一着くらい、あるだろうけど、いや、問題は、そこじゃなく、

「え」

　無意味に呟き、部屋の中を見回す。

「え」

　もう一回。勿もち論ろん、どこからも、返事も反応も、帰ってこない。

「服、気持ち悪い……」

　勿論、自分と由宇以外の人間なんか、この場には、いない。

「換かえてくれないと……」

　唯ゆい一いつの患かん者じやが、唯一の看護人に向けて、呟いた。

「私…………死ぬかも」

　言葉を吐はきながら、布団の中で苦しそうに、もがくように身を動かす。かぶさった掛かけ布ぶ団とんが、中の形、そのままに、もぞもぞと動く。

「ちょ…………」

　そう、今、まさに、この薄うすい掛け布団一枚下で、汗まみれの不快な着物に身を苛さいなまれる少女が、その責め苦から解放されようと、着物を固定する止め具、すなわち前のボタンにその覚おぼ束つかない手を伸のばして、震える指先で、ゆっくりと──

　想像、やめ。

「死ぬ……」

　本気だ。こいつは、切実に、本気。うわ、

「ちょ……」

　うわああああああどうすんだこれ。どうすんだ自分。どう収めるんだこの状じよう況きよう。

　収める、って、お前。

　もう一度、部屋の中を見回す。

　結論。やるしかないんじゃないの。

　やるしか、って、お前。

　いや、ちょっと待てよ。心の中で、冷静な声が上がる。普ふ通つうに考えろよ。汗に濡ぬれた服を着替えさせる。看護じゃないか。どこに出しても文句のつきようもない、むしろ、必然当然の行こう為いです。そう、純然たる医いり療よう行こう為いだよ。そもそも、おれは、そのつもりでここにいるんだろ。そうだよ。別に特別なことする訳じゃない。プロの看護師さんだって、毎日やってる事だろ。そう、大した事ではなく、あくまでも患者の健康と回復を願ってつまり堂々と、

「ええと……」

　そう、医療行為です。以下の行為はあくまで医療行為ですから。

　見ていて下さい医療の始祖ヒポクラテス先生。今ここに、私の技術と判断によって、

「ブツブツ言ってないで……」

　ああちょっと待ってちょっと待ってまだ心の準備が、

「……早く」

　ああああもう何事ですかこの色っぽいセリフは。いや、変な事考えなくていいんだよ。ごく普通にやればいいんだよ。余計なこと考えなくていいんだよ。ええと、

「いいんだな。本当に」

　何そのドラマチックなセリフ。普通にやれって言ってるだろ普通に。

　そう、普通に──

　その瞬しゆ間んかん、

「由宇ちゃーん!!」

　すぱーん！　と音を立てて勢いよく障しよ子うじが開き、風ふ呂ろ敷しきを抱かかえた人ひと影かげが、部屋の中へと乱入してきた。

「あああああああああああ寝ねてるうううううう由宇ちゃんねてるううう」

「灯璃っお前なんでここにっ」

「うわあああああああ辛そうっかわいそうかわいそうかわいそう」

「ちょっとお前ここはおれの家でインターホンとか一切鳴らなかったけど」

「あああああああゴメンねゴメンね遅おそくなってっ」

「て言うか鍵かぎかかってたはずなのにお前どうやって中に」

「うわああああああああ額あっつううううううう」

「お前今日退院したばかりの病み上がりなのになんでそんなにテンションが」

「うわあああああああああお肌はだ赤あああああああいいいい」

「いやお前ちょっとは人の話を」

「きゃあああああああああ汗あせまみれええええええええ」

「だから今から着き替がえを」

「あああああああそうしようそうしようすぐ着替えましょう」

　え？

「ちょっと、服、一着借りるよ。透。あと、タオルも」

「……あ、うん、いいけ──ど」

　返事を待たずに立ち上がり、部屋のタンスを開ける。

「と言う訳で、」

　中身を物色しながら、こちらを見返した。

「出て行きなさい。着替えるから」

「あ、いや、」

「早く」

「あの、おれが出て行ったら、その、着替えとかは、誰が」

「私がするに決まってるでしょうが」

「……そりゃ、そうですよね」

「はい、出てって」

　……由宇への関心の、ほんの千分の一くらいでもいいから、おれの事も、気にしてくれないもんかなあ。空むなしく、考える。

　………………。

　後ろで、障子が閉まった。



　縁えん側がわに座り、中庭から青空を見上げる。

　底を抜ぬいたような青一面の景色の真ん中に、

『たいていの作戦行動において、時間の遅ち延えんは、そのまま作戦成功率に反比例します』

　書き文字のような言葉が、浮うかんで、消えた。



「…………何やってんの、透」

　障子を開けて出てきた灯璃に声をかけられ、透は目の前の教科書から視線をはずした。

「『世界史』？　そんなもので、何を」

「ヒポクラテスの額に『肉』って書いた」

　きゅぽっ、と音を立てて、マジック（油性）のふたを閉める。

「なんでそんなことを」

「ちょっと個人的に、思うところがあって」

「ヒポクラテスとどういう諍いさかいがあったってのよ個人的に」

「言いたくないです」

「あっそ……ところで！」

　灯璃は風ふ呂ろ敷しき包づつみを右手で持ったまま、こちらの腕うでに、左手を伸のばしてくる。

「なっ」

　思わず、手を引っ込める。

「何だよ」

「ちょっと、来なさい。こっちへ」

　掴つかみ損そこねた左手を、そのまま手招きの形に上げて、廊ろう下かを歩いていく。

「…………って、何か、用」

「いいから」

　問答無用の口調。こちらを、振ふり返りもせず。

　母おも屋やの食堂、テーブルの前まで来て、灯璃は、やっと、振り返った。

「…………」

「…………」

　そのまま、こっちの顔を、覗のぞき込んでくる──。

　真っ直すぐに見つめてくるその瞳ひとみを前に、心臓が、激しく自己主張を始める。……たぶん、二通りの意味で。なんと言うか、こいつも、灯璃も、由宇とは違ちがった意味で、女の子としての魅みり力よくは、かなり高い方だと思う。由宇が「可愛かわいい」なら、灯璃は「綺き麗れい」だ。凛り々りしいと言ってもおかしくないような顔立ちと、意志の強い、真っ直ぐな瞳。

　その瞳に、じっと見つめられると、その、非常に──

　が、そんなことを口に出来そうもない、圧あつ倒とう的てきな雰ふん囲い気き。迫せまってくる巨きよ大だいな土つち壁かべのような、強きよ烈うれつなプレッシャー。

「…………あの」

「透」

　おずおずと発言した、その言葉にかぶせるように、灯璃は冷たく名前を呼んだ。

　あ…………これは。

　何な故ぜか、浮き上がったような心で、ふわりと考える。

　ひょっとして、灯璃、物もの凄すごく、怒おこって──

「私が、何を言いたいのか、わかる？　透」

　怒ってる。

「いや…………その」

「『いや…………その』じゃないっ！」

「すいません！」

　反射的に頭を下げる。何か最近、こんなんばっかしだ。

「意味分かって、頭下げてるの、透！」

　あ、いや、分かりません。そんなことを口にしたら、多分殴なぐられる。頭の中をフル回転。なんだ？　何かおれ、こいつの逆げき鱗りんに触ふれるようなことを──

「由宇ちゃんの事、ちゃんと見てたの？　透！」

　──あ。

「ちゃんと見てないとダメだって、あのときに、学んだはずじゃなかったの？」

　…………わかった。

　灯璃が怒っている理由が、分かった。

　もう一度、今度は、心から、頭を下げる。

「ごめん」

「遅いっ！」

　灯璃は、炎ほのおのような言葉を吐はいた。

「あなた、本当に、『あの子の近くにいる』ことの意味、分かってるの？」

　そのまま、真っ直ぐにこちらの顔を見て、勢いよく畳たたみ掛かける。

「由宇ちゃんがどこから来たのか、何者なのか、私にはどうでもいいわ。『遊びに来ている従い姉と妹この子』だ、ってあなたが言うんなら、そういう事でいい。でも、あなたは、あなた自身は、そんな適当な話ですむ身分じゃないでしょうが！」

「あ…………」

「この家の年長者は、模も範はんとなるべき存在は、あなたなのよ！

　夜中、コタツで寝ねてるのを放置して出かけちゃうとか、言語同断！　

　あなたがちゃんと生きてないと、由宇ちゃんが、ちゃんと生きられないでしょうが！」

　返す言葉一つ、見つからない。

「──その責任が取れないって言うんなら、覚かく悟ごがないって言うんなら、とっとと投げ出して、然しかるべき所に、任せなさい！　それが嫌いやなら、ちゃんと『人間の生活』を、しなさい！　あの子は人間なんだから、人間の子供なんだから、しっかりと『人間の生活』を、送らせなさい！　それが、あなたの責任！」

　全く、その通りだ。透は、項うな垂だれたまま、言葉を噛かみ締しめる。

　あいつは、何も知らない。頭でしか理解していなかったのは、おれの方だ。ちゃんと、体験として、経験として、教えていかなければ、いけないんだ。『人間の生活』を。

「ごめん」

　もう一回、頭を下げる。

　そう、アイツが風か邪ぜを引いたのは、おれのせいかもしれない。

「分かればよろしい」

　灯璃は、芝しば居いがかった仕草で、胸をはる。

「……まあ、私が怒る筋合いのものでも、ないけどね……

　あーもう。私、この年で姑しゆうとめさんだよ。余計なことばっかり言って」

「ありがとう。灯璃」

　照てれ隠かくしのように笑顔を浮うかべる灯璃に向けて、もう一度、心の底から、頭を下げる。

「……ま、風邪は、ある程度、仕方ないんだけどさ。ちゃんと看病してたのは、偉えらいよ。うん」

　頷うなずいて、右手を上げ、持って来た風ふ呂ろ敷しき包づつみを、差し出す。

「……そういう訳で。私は、そろそろ会議始まるから、行くけど。貴方あなたは、ちゃんと見てなさいよ。手を抜ぬいちゃダメ。

　……で、それ、私の見み舞まいだから。由宇ちゃんに、渡わたしておいて」

「何これ？」

「ぬいぐるみ。女の子だし」

　あいつ、そんなモン喜ばないだろ。言いかけて、思いとどまる。

「…………分かったよ。渡しておく」

「よろしく」

　もう一度頷き、縁えん側がわに出て、靴くつを履はきながら、一言。

「人間にとって、大切なのは、規則正しい生活なのよ」

「すいません」

「特別な事じゃないのよ。ちゃんとご飯を食べるとか、朝は起きるとか、夜になったら寝るとか、そういう事ね。……眠ねむくないから起きてるとか、起きられないから昼まで寝てるとか、腹減ったからダラダラおやつ食べるとか、全ての堕だ落らくは、そこから始まるのよ」

「わかった」

「監かん視ししてくれる人がいなくなって、暇ひまになったら、ついついそんな感じになるけどね。そこは、譲ゆずっちゃいけないのよ」

「ごめん」

「すぐに、あっという間に、グダグダの人生になるんだから」

「あっという間かよ」

「そうよ。あっという間。放っておいたって、何一つ、綺き麗れいになんて、ならないのよ。

　あっという間に、家の中はごみだらけガラクタだらけ、洗せん濯たくも掃そう除じもしなくて、布団ふとんを残して周りは汚よごれ放題散らかり放題、そんな部屋の中で、死んだよーな目にパソコンとテレビゲームの画面だけを映して、楽しくも嬉うれしくもないただの指先作業を、『ここで止めたら、今までの作業が全て無む駄だになる』みたいな、わけの分からん強きよう迫はく観念の元、イライラカリカリしながら延々繰くり返し、冷れい房ぼう暖だん房ぼうかけまくって篭こもりに篭って、太陽の光どころか季節の変化にすら気づかず、夏のつもりで外出したらいつの間にか肌はだ寒さむくて、着っぱなしの半そでＴシャツがみんなの中で物もの凄すごく浮いて、もういいやとばかりにさらに閉じこもって、そして、ふと気づいたらもう三み十そ路じ前。そんな感じに、」

「いや、そこまでは」

「みんな、自分だけは大だい丈じよ夫うぶと思うのよ。十代のうちは特に」

「生々しい話だなぁ」

「ダラダラしてると、そうなるのよ。

　…………しっかり、生きなさい。最後に勝つのは、そういう力だから。

　誰が、なんと言おうと、それは、絶対に、変わらないから」



　日が傾かたむき始め、午後五時の鐘かねの音とともに、キッチンタイマーが鳴り響ひびいた。

　水銀体温計を受け取り、目盛りを確認する。３７・２度。

「だいぶ下がってるな」

　さすがに若いだけあって、回復は早い。明日の朝には、多分もう元通り、クソ生意気な由宇に戻もどっているだろう。

「…………」

　……ちょっと、名な残ごり惜おしい気が、しないでもないが。

「…………あぅ」

　由宇は、息でパジャマを湿しめらせた。相変わらず全体的に熱っぽいが、午前中よりは、だいぶ良くなった模様。

　今、由宇が着ている物、灯璃がタンスから引っ張り出したものは、黒い、男児用のパジャマ。確か、小学校高学年の頃ころに着ていたやつ。着なくなってそのまま五年間、捨てられることもなく、タンスの奥おくで眠っていたわけで……全く、この家は、歴史と時間の積つみ重ねだ。どこを掘ほっても、いつかの記き憶おくが溢あふれてくる。

　たとえば、このパジャマの思い出は、右みぎ襟えりあたりの解ほぐれあと──十歳さいのとき、これを着たまま、妹相手に喧けん嘩かをして、ついヒートアップして、ちょうど当時、授業で使っていた彫ちよ刻うこ刀くとうを、威い嚇かくのつもりで出して──

　父親に、思いっきりぶん殴なぐられた。グーで。掴つかまれた襟えりが破けるほど。

　その時の記憶は、七年経たった今でも、鮮せん明めいに、覚えている。あれは、痛かった。本当に。

「…………私、」

　過去の追つい憶おくをさえぎって、現在の事実が、口を開いた。

「…………死ぬの、怖こわい……」

「だから、死なないって！　ただの風か邪ぜだから！　もう治るから！」

「治らなかったら……」

「だからなあ、熱も下がってきたし……もうすぐ」

「…………人は、病気が治らなくて、死ぬじゃないか……」

　ああもう。

「私が死んだら、お前は……どうする？」

　…………

「お前が死んだら、私は、どうしたらいい……？」

　何言ってんだ、こいつは。

「私は……こんなに、苦しいのに……」

　由宇は、苦しい息とともに、切れ切れの言葉を吐はき出す。

「お前は、苦しくない…………お前は、私の苦しさが分からない…………

　お前は、私が苦しくても、何とも思わないんだ…………」

　うわ拗すねた。何なんだこいつは。

「何とも思ってない訳ないだろうが」

「今、苦しいのは、私だけだ…………」

「仕方ないだろうがそんなのは。おれは、お前じゃないんだよ。

　おれは苦しくないけど、お前の苦しみはわからないけど、それは、仕方ないんだよ」

「……………………」

　由宇の瞳ひとみが潤うるんでいる。まさかこいつ泣くんじゃないだろうな。それは何か、大いに困るんだけど。さっきのとは別ベクトルで。

「…………怖い」

「何が」

「…………私、死ぬの、怖い…………」

　ああもう。なんでこいつ、こんなに弱ってるんだよ。調子狂くるうぞいい加減。

「だから、死なないって。ただの風邪だから。明日には治ってるから。

　世の中には『喉のどもと過ぎれば熱さを忘れる』という、素晴らしい諺ことわざが」

「人間は、死ぬんだ…………」

「だからなあ…………」

「人間は、死ぬ…………」

「黙だまって寝ねろ」

「………………一人で寝るの、怖い」

　あああ。

「……熱で、まともな思考できてないんだよ。明日になれば……」

「…………一いつ緒しよに…………寝て」

　あああああああああああああああああああああああ。



　別に、『一緒に布団ふとんに入ってくれ』とか、そういう意味ではない。



    

  
    
      　要するに、寝ね入いるまで見守っていてくれ、と、そういう意味だ。

「当たり前だ」

　由宇の枕まく元らもとで、誰に言うともなく、透は呟つぶやく。目の前で、布団をかぶった少女が、苦しい息を吐いている。さっきに比べると──ここに座り始めた、三十分前に比べると、その顔色は多少良くなり、大分おとなしくなって、落ち着いてきた。勿もち論ろん、風邪が治ってきたわけではなく、ただ単に、寝入ろうとしているだけなのだが、それでも、本人の苦痛は、マシになっている筈はずだ。

「……………………透」

　寝入りの寸前、薄うす目めを開けた少女が、呟いた。

「何だよ？」

　顔を見つめたまま、そっと聞き返す。大声を出すと、起こしてしまう。

「…………私は……お前を…………」

　夢うつつ、現実と幻まぼろしの狭はざ間まのような言葉を、少女はかすかに紡つむぎ出す。

「…………お前を……………………理解、したいんだ…………」

　微かすかな余よ韻いんとともに、言葉の最後は、寝ね息いきへと変わった。顔をしかめたような寝ね顔がおのまま、苦しそうな息を、笛のように断続的に吐き出す。炎えん症しようを起こした呼吸器の隙すき間まから、何とか、苦しみながら、酸素を取り込む。『宝石』の時には、想像すら出来なかった未体験の感覚、それを、今、こいつは『理解』しているんだなあ。しみじみと、思う。

「……………………おーい」

　そっと、声をかけてみる。

「…………」

　返事は、帰ってこない。どうやら、無事に寝入ったらしい。

「はぁ……」

　ため息をつく。やっと、一段落。

　タンスの右みぎ隣どなり、本ほん棚だなの上に置かれている時計を見上げて、時刻を確認する。午後六時。中ちゆ途うと半はん端ぱな時間だ。あと半時間くらいここにいて、それから風ふ呂ろの用意をしよう。なんとなく考えて、視線を上げたついでに本棚を物色する。タンスはこの部屋に元々あったものだが、この本棚は、由宇が物置からこの部屋へと持ち込んだものだ。という訳で、これの中身は、全て、彼女の趣しゆ味み……興味の方向性ということになる。

『夏の着まわし特集！　定番パーカーで夏をキメよう！』のポップ体が躍おどるカラフルなファッション雑誌、『冠かん婚こん葬そう祭さいの手引き』と毛筆体で記されたハードカバーの本、『平成18年～平成19年』と事務的な明朝体が印刷された新聞縮小版、カラーのイラストに彩いろどられた少年向け小説。『完全解明！　愛の結末？　少女が殺人現場に残した、言葉の意味は？』とか何とか、不ふ謹きん慎しん極きわまる煽あおり文句が掲かかげられた、女性週刊誌。まさに、何でもあり。よく、こんなに読んだものだ。

（少女が、殺人現場に、残した？……）

　女性週刊誌の文章を、心の中で復唱し、思い出す。

　一昨日、栗くり林ばやしが言っていた、とある『欠片かけら』の、殺人事件。

　立ち上がって、女性週刊誌を本棚から引き出す。

　表紙の片かた隅すみに、『あの写真』が、印刷されている。流石さすがに目線は入れてあるが……

　……多分、間ま違ちがいない。あの時、栗林が持っていた、『あの写真』だ。

　恋こい人びとを殺した『欠片』の、写真だ。

「…………」

　一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらって、ページを開く。

　置き手紙のコピーが、見開き二ページに掲けい載さいされている。

　恋人を殺した『欠片』の、最後の言葉が、掲載されている。

『殺人宝石』の、置き手紙が、紹しよ介うかいされている。



『私は……この人を…………理解したかった…………』



    

  
    
      三章　輝かがやく季節






　母おも屋やへの廊ろう下かの真ん中で、由宇が仁王立ちになっている。

「…………」

　その身を覆おおうのは、最早パジャマではない。茶色の巻きスカートに白いＴシャツ、上から灰色のパーカー。ファッション雑誌に載のっていそうな組み合わせの、絵に描かいたような『外出着』。

　透は、目の前に掲げられた体温計の目盛りに、目を凝こらした。

「……３６・９度」

「３６・７度だっ」

　体温計を掲げた外出着の少女は、口を尖とがらせた。

「お前は計測器具の使用法も分からんのかっ。張力による膨ぼうち張よう素材の微びり量よう上じよう昇しようは、計測上、無視するべきものなのだっ。こんなもの、小学校の教科書の時点で、すでに」

「はいはい」

　軽く流して仁王立ちのその脇わきを通り抜ぬけようとしたが、由宇はすばやく移動し、また、目の前に立たち塞ふさがった。

「……何のつもりだ」

　少女は、胸をそらせたまま、決死の預言者のように宣言。

「出かけるぞ、透」

「…………風か邪ぜは」

「治った」

　ふん、と鼻を鳴らす。

「私の身体を低く見るな。あの程度の機能不全くらい、」

「死ぬんじゃなかったのかよ」

「あの程度で、ヒトが死ぬ訳なかろうが」

　どの口でそんなことを言ってるんだ。

「ほんの二十時間前、『私…………死ぬ……』とか、弱々しく言ってたくせに」

「言ってない」

「言ってた。忘れたとは言わさんぞ」

「言ってない」

「蚊かの鳴くような声で『私が死んだら……』とか、弱々しく……おい、ちょっと待て。痛いって、痛いって。お前、これもう止めるって、あの時」

　左胸、肩けん甲こう骨こつの真ん中辺りを押おさえて、透は唸うなった。

「おい、ちょっとこれ、卑ひき怯ようちょっとおい止めろ痛いってマジ痛いんだってちょっと」

　怪け我がも何もない、触ふれられてすらいない、唐とう突とつな痛み。『鞭むち』と呼ばれる、この現象は、四ヶ月前、この少女に、その箇か所しよに埋うめ込まれた『破片』のせいだ。

　四ヶ月前、この少女に初めて会ったあの日、無理やり埋め込まれた『宝石』の、『破片』。

鉱物情報処理生命体『宝石』は、その情報処理によって生物の代謝に介かい入にゆうし、その身体からだを改造する。微び細さいで、自己認識すら出来ない『破片』も、この点においては例外ではなく、侵しん入にゆう時の初期設定により、『宿主』の身体を改変している──

　今、発生している、この自然にはありえない種類の痛みも、その改変結果の一つ。本体である少女……『欠片かけら』の意思によって、『破片』は、『宿主』に、苦痛を与あたえる。

　その気になれば、多分、シャレにならないくらいまで、痛みの出力を上げる事が出来る──のだが、

「わかった。もう言わない。もう言わないから、止めろ。な」

「ふん」

　少女は、満足したように息を吐はいた、胸の痛みが、幻まぼろしであったかのように消えうせる。一応、手加減はしたらしい。当たり前だ。本気でやられてたまるか。

「もう二、三日、ぶっ倒たおれてりゃ良かったのに……」

「何か言ったか」

「いいや、何にも」

　解放された身体を伸のばし、もとの姿勢に戻もどる。

「本当に、治ったんだろうな」

「治った、と言っているだろうが。今日の早朝には、すでに、平熱だったぞ」

　少女の持つ体温計をひったくり、二、三回振ふって、目盛りを戻す。

「もう一回、この場で測れ」

「疑り深いヤツだな」

　言いつつも、パーカーを肩かたから外し、Ｔシャツの左ひだ袖りそでを引っ張って、無防備に左ひだ腋りわきの下を晒さらし、体温計を突っ込む。だから、なあ、もう少し、目の前の男について、想像力を。交こう尾びとか生せい殖しよくとか平気で口にするくせに、肝かん心じんの事については、本当に──いや、もう、話がややこしくなるから、今はこの件については止めよう。

「ちゃんと治るまでは、どこへも行かないぞ」

　ちゃんと生きる。そう決めたからな。改めて、決意する。いつまで続くか分からない決意だが、まだ、灯璃に怒おこられて丸一日だ。三みつ日か坊ぼう主ずにしても、早すぎる。

「大体、どこへ行くつもりなんだよ」

　由宇は腋わきの下に体温計を挟はさんだまま、無言で、縁えん側がわに置かれた風ふ呂ろ敷しき包づつみを指差した。昨日、灯璃が置いていった荷物だ。紫むらさ色きいろの風ふ呂ろ敷しきの隙すき間まから、でっかい白黒犬のぬいぐるみが、その塩化ビニールの瞳ひとみを覗のぞかせている。少女はそのまま歩を進め、風呂敷の隙間、ぬいぐるみの手から、一通の封ふう筒とうを引っ張り出した。

「何だそれ」

　見み舞まい品ひんは、ぬいぐるみだけじゃなかったのか。思いつつ、封筒に目を凝こらす。派手な色合いの飾かざり枠わくに囲まれ、色とりどりの丸っこい文字が印刷されている。

『十とつ葉は商店街、割引券』

　その下に、手書きボールペンの丸文字。灯璃の字だ。

『あの時のお礼。貰もらい物ものだから遠えん慮りよしないでねっ』

　右手で封筒を掲かかげ、由宇は甲こう子し園えん出場の選手のように宣言した。

「十葉商店街へ、行きたい。手に入れたいモノが、ある」

「……」

　宣言と同時に、三分経過。体温計を受け取り、目盛りを確認する。確かに、平熱だ。

「…………十葉商店街、なあ」

『十葉商店街』とは、その名の通り、と言うかなんと言うか、十葉市の中央部に位置する、巨きよ大だいショッピングモールだ。吹ふき抜ぬけの中庭を取り囲むドーナツ型三階建ての施し設せつで、膨ぼう大だいな数の店てん舗ぽブロックに、映画館、旅行代理店、本屋、ファンシーショップ、その他諸もろ々もろ、とにかく各種様々なテナントが入っている。見た目も店並も品しな揃ぞろえも結構オシャレな雰ふん囲い気きなのに、名前は頑がんとして『十葉商店街』。どうも、建てる時に、名前について地元と何かあったらしい。どうでもいいけど。

「おれ、行った事ないんだけど。そこ」

　十葉市に引ひっ越こしてきたのは、半年前だ。そういうオシャレゾーンには縁えん遠どおい事もあって、今までに行く機会もなかった。

「私は行った事がある」

「いつの間に」

「確か、一階にＡＴＭが一台あった」

「なんでそんなことを覚えてるんだ」

「使ったからな」

　他人のキャッシュカードを、気楽に。

「順路も知っているぞ。まずこの家を出てだな、まっすぐ北へ行くとＡＴＭが五つある施設……銀行、だったか。がある。で、その先に今度はＡＴＭ一つの施設、『量りよ販うはんスーパー』があってだな、その角を曲がって」

「お前、もうキャッシュカード持つの禁止」

「なぜだ」

「なんででも！」

　ちゃんと生きよう。確かに、それは必要なことだ。

　ちゃんと生きないと、色々と、シャレにならなくなる。具体的には人生とか将来とか。

　白黒犬のぬいぐるみを掴つかみあげ、由宇の方へと投げる。

「おれが持ってる。ちゃんと小こ遣づかいはやるから」

　飛来したぬいぐるみを両手で受け取り、由宇は「む」と呟つぶやいた。

　綿と布作りの犬に向けて、内ない緒しよ話ばなしをするかのように顔面を近づけ、その作り物の黒い瞳ひとみと、それに映った自分の顔をまじまじと見つめ、何な故ぜか、深く頷うなずく。

　そして、そのまま、機械仕じ掛かけのように、顔をこちらに向けて、一言。

「という訳で、行こう」

　ちゃんと分かったのだろうか。

「明日な。今日は、仕上げの調整日って事で」

「知っているぞ。それはニートの発想だな」

　こいつはもう、口だけは本当に。

「明日という日は、永遠に来ないのだ」

「どこでそんな言葉を……分かったよ。じゃ、もう熱も下がってるし、今日……」

　不意に、背後から、ピルルルルルル、という、鳥の鳴くような電子音。

「…………あ、ちょっと待て」

　言葉を切って、廊ろう下かを回れ右する。自室、昨日放り出された場所のままで、携けい帯たい電話が鳴っている。

「どうした」

「電話、鳴ってる」

　ピルルルルルル、という携帯電話の呼び出し音は、三秒だけ鳴って、止まった。電話じゃない。メール着信だ。誰だろう。拾って、画面を確認。

「……そう、明日が来る保証など、ないのだ」

　ぬいぐるみを小こ脇わきに抱かかえたまま、付いてきている。そのまま昼ひる寝ねしたりしないよう、見張っているつもりか。

「今日、生きて、夜を迎むかえられる保証など、誰にも出来ない」

　送信者は、羽は幌ほろだ。部の仲間。何の用だろう。

　携帯電話を開いて、確認する。

「一時間後、とてつもない地じ震しんが起こり、この家が倒とう壊かいするかもしれない」

　メールの題名は、『会議の結果』……ああ、そうか。昨日の会議、欠席したんだった。

「恐おそるべき瓦が礫れきが、私たちの上に降ってくるかもしれない」

　で……何だろう。メールを開く。

「瓦礫に半身を潰つぶされた私たちが、元を留めぬ形になっているかもしれない」

　会議の結果は…………臨海宿しゆく泊はく旅行の行き先は……島？ 

「半時間後、不意に、隣りん国ごくが兵器を発射するかもしれない」

　フェリーに乗って伊い豆ずの離り島とうへ行き、そこで宿泊……と。

「飛来した炎ほのおの塊かたまりが、この家を、瞬しゆ時んじに消しクズにしてしまうかもしれない」

　離島かよ。えらく、遠出だな。大だい丈じよ夫うぶなのか。高校生の身分で。

「何が起きたのかも分からないまま、茹ゆで上がった卵のようになった瞳ひとみで、真っ白な闇やみを見ながら、訳の分からぬ全身の苦痛とともに、地じ獄ごくのような死を迎えるかもしれない」

　で、今日、『十葉商店街』の旅行社に、チケットを購こう入にゆうしに行くから、もし暇ひまなら、

「均きん衡こうを保っていた世界情勢が、我々の及およびもつかない所で崩ほう壊かいし、ついに終末の炎が世界を埋うめ尽つくすかもしれない」

　もし暇なら、現地集合で、一いつ緒しよに購入しよう。……ふむ。

「今まさに、東の山が不ふ吉きつな輝かがやきを放ち、膨ぼう大だいな光と熱が、数え切れぬ死と破は壊かいを、この地に撒まき散ちらすかもしれない」

　旅行のチケット購入か。ひょっとしたら、灯璃も来るかもしれないな。ほわんとした期待が、胸の中に──

「何千、何万の焼やけ爛ただれた人々が、何も分からないまま、何も理解できぬまま、垂れた肉と身体からだを引きずり、ただ水を求め、死ぬような渇かわきに急せき立てられているかもしれない」

「……おい」

「死体と瓦礫と絶望に埋め尽くされた町並みで、かつてのものが全てなくなってしまった地表の上で、昔の事など何一つわからなくなってしまった哀あわれな者どもが、ただ空しく、闇の中、彷徨さまよっているかもしれない」

「由宇…………？」

「明日の朝は、迎えられないのかもしれない。『明日の朝』など、私たちには、無いのだ。絶対に、無いのだ。それは、いずれ、絶対に、必ず、避さけられ」

「おい!!」

「何だ」

　少女は、ぬいぐるみと見つめ合っていた瞳ひとみを、こちらに向けた。

「……お前、」

　ゆっくりと、少女の瞳を覗のぞき込む。

「何、言ってんだ？」

「『十葉商店街』へ行きたい」

　少女は、いつもの瞳で瞬まばたきをし、いつも通り、一方的に宣言した。

「さっきから、言っているだろうが」

「…………そうか」

　由宇の瞳から目を逸そらさないまま、透は携帯電話を閉じた。

「じゃあ、行こうか」



「ちょ…………っと待てよ、これ……そもそも、自転車で来る施し設せつじゃ……ないだろ」

『十葉商店街』。広大なスペースを誇ほこる駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみ、心ばかり用意された駐ちゆう輪りん場じようスペースに足を着き、透は絶え絶えの息を吐はいた。自転車をはるばる半時間、やっと着いた。はっきり言って、思っていたより、めちゃくちゃ遠かった。約束の時間に間に合わないかと思った。永遠に着かないかと思った。

「ふがいない男だ」

　自転車の後ろに乗っていた由宇が、涼すずしい顔をして降り立った。

「お前の身体は、普ふ通つうのものではないのだぞ。私の『破片』のおかげで」

「疲つかれるものは疲れるんだよ」

「根性のないやつだ」

　宇宙人が根性論を説いてるよ。

　何か、壮そう大だいな発見をしたような気分とともに、手元で自転車の鍵かぎをかける。

「人間は、そうやって堕だ落らくする」

「また覚えたての言葉を。得意げに」

「学習は反復だ」

「難しいこと言うな」

　言い合いをしながら、『十葉商店街』の正門をくぐる。正面は商店街ドーナツの真ん中、中央庭園だ。真ん中にはヒメリンゴ・サクラ・カエデなどの季節ごとの樹木が植えられ、それぞれの周囲にめぐらされた木の杭と、それに渡わたされた立ち入り禁止ロープに沿って、ベンチが円状に置かれている。余よじ剰ようスペースには花か壇だんが置かれ花が植えられ、上の吹ふき抜ぬけ青空からは夏の日差しが、それぞれの緑に降り注いでいる。なかなか、いい感じの場所だ。

　この中央公園を取り囲む形でぐるっとそれぞれの店てん舗ぽがあり、という訳で、入って見み渡わたせばどこに何があるか一いち目もく瞭りよ然うぜん、というつくり。

『クイーンバーガーがお勧すすめする、夏の特選！　職人の味、「錬」三種類、只ただ今いま期間発売中！』との垂れ幕をさげたハンバーガー屋、『今年の水着はこれだ！　新デザイン発売中！』との旗はたを掲かかげた水着のマネキンがポーズを決めるスポーツ用品店、『クレーンゲーム、只今ワンコインサービス実じつ施し中！』との、輝く派手な電気仕じ掛かけのポップが眩まぶしいゲームセンター、それぞれの場所に、それぞれたくさんの人々が集まり、全くにぎやかだ。

「十葉市に、こんな場所があったのか……」

　中央公園の周回通路を歩きながら、透は呟つぶやいた。父親が東京に家を買うまでの間、十年前くらいまでは十葉市に住んでいたのだが、そのころは、こんな施設は、確か、なかった。

　せいぜい、少し行ったところの地元スーパーくらいだ。よく、テレビゲーム屋で、買いもしないゲームの、デモプレイ画面を眺ながめていた。

　こんなものが近くに出来てしまって、あそこは今、どうなっているんだろう。

「…………」

　子供の頃ころ、輝かがやくような空間だったあの地元スーパーと、おもちゃ屋。あれは、今。

「何をぼさっとしているのだ」

　後ろからの由宇の声で、透は我に返った。

　……また、思考が、わけの分からないところへ、飛んでいた。頭を軽く振ふって、瞬きをする。最近、そう、八月に入って、身の回りが落ち着いてきた辺りから、こんな事が、多くなった。何気ない時に、ふっと、思考が断絶する感じ。

　なんだろう。何が、原因なんだろう。

「旅行社へ行くのではなかったのか」

　おねだりをする子供のように、右手でこちらのシャツの裾すそを引っ張り、左手で、店舗の一角を指し示す。その指の先に、羽は幌ぼろとの待ち合わせの店があった。

「ああ」

　口だけで反応し、足を止める。

「最近」

　由宇は、一歩踏ふみ出し、後ろ姿のまま、言葉を吐いた。

「お前は、よく、ぼんやりしている」

　自覚できる。おれは、今、はっきりと動どう揺ようした。

「……そうか？」

　思わずとぼけてみたのは、底の浅い、取り繕つくろいだ。

「私は、」

　少女は、真しん剣けんな瞳ひとみで、振り返った。

「お前を、見ているのだ」

　いつも通りの、平へい坦たんな口調。何を意図しているのか、よく分からない。

「お前が、ぐらついていると、私は、とても、不安になる」



　パック旅行のパンフレットが置かれた棚たなと、その近くに据すえ付けられた待合用の椅い子す、壁かべ際ぎわに接客用のカウンターと、その前の来客用のパイプ椅子。旅行代理店の内装は、そんな感じだ。そう広くもなく、一歩入れば、店の中の人間をほぼ全員、確認できる。

　透は、軽く店内を見回した。客は……男ばっかり。灯璃は、いない。まあ、そんな気はしてたけど。

　気を取り直して、さて、羽幌は……と、思った、その瞬しゆ間んかん、

「待っていたよ。由宇君！」

　声は、唐とう突とつに聞こえた。カウンターの前、来客用パイプ椅子の一つから。

「何だ」

　いきなり名を呼ばれ、由宇が目を細める。

「何だ、お前は」

　そのまま、冷れい酷こくといってもいい調子で、声の主を、パイプ椅子に座る青年の方を見る。

「なるほど」

　冷気のような視線に、しかし青年は怯ひるんだ様子もなく立ち上がり、一片の曇くもりもない表情とともに歩み寄ってくる。背の高い、真っ直すぐな姿勢に、誠実そうな瞳、清潔な身なりと、端たん正せいな身のこなし。『好青年』を絵に描かいたような人物だ。スーツが似合いそうというか、マイクを向けたら即そく座ざに即そつ興きようで、誰も聞いていない演説を始めてしまいそうというか。

　まるで、胡う散さん臭くさい若手政治家みたい。透は思った。

「年とし端はも行かない美少女がいると聞いて、楽しみにしていたのだが」

　本当に政治家なら、この一言で失しつ脚きやくだ。

「あの……七なな尾おさん」

　パイプ椅子に座ったままの羽幌が、後ろから、遠えん慮りよがちに声をかけた。

「もう少し、その、オブラートとか、そういうものを活用……」

　もっとも過ぎる指し摘てきを、まるで鈴すず虫むしの鳴き声であるかのように無視し、青年は涼すずやかな瞳を、まっすぐ由宇に向ける。

「予想以上だ」

　そのまま、中世の騎き士しのような按あん配ばいで、由宇に右手を差し出す。

「ちょっと何をやってるんですかあなたは」

　由宇は、差し出された手を、原産地不明のこんにゃくでも見るかのような瞳ひとみで見つめ、

「お前は、何だ」

　さっきと、同じ言葉を吐はいた。

「あ、これは自己紹しよ介うかいが遅おくれた」

　青年は、失脚寸前の政治家のように、わざとらしく宣言した。

「妹がいつもお世話になっている。兄の七なな尾お遊ゆう也やだ。始めまして」

　そのまま、頭を下げる。真っ直ぐ、由宇に向けて。

「あの……」

「ああ、君もいたのか」

　ああ、この目は、アレだ。お菓か子しについてた、どうでもいいオマケ玩がん具ぐを見る時の目。

「七尾の、兄貴だ」

　忘れ去られていた羽幌が、後ろから補足した。七尾というのは、羽幌と同じく、同じ部の仲間、学園行事実行部の一員。ちなみに女の子だ。そう言えば、兄貴がいるとか、前に言っていたような。

「東京にある、御お頃ごろ大学という所の二年生をやっている。一応、二十歳はたちだ」

「一応……遠出だから、保護者はつけた方がいいと、会長が……」

「そうとも」

　羽幌の言葉をかき消すように、青年は大きく頷うなずく。

「年端も行かぬ美少女！……を含ふくめての未成年だけとなると、どんな危険があるやら、分からんからな」

　具体的な危険は、まさに、今、目の前にいると思うんですけど。

「成人としての自覚はあるつもりだ。色々と、協力させてもらうよ。なに、年端も行かぬ美少女との海と聞いては、黙だまっている訳には行かない。たとえ、この身が」

「ありがとうございます」

「表情と口調が一いつ致ちしていないぞ、少年」

「気のせいです」

　由宇の手を引いて、羽幌の隣となりの椅子を引き、座る。そして、隣に向かって、一言。

「やっぱ近場にしようぜ羽幌」

「なんて事を言うんだ氷山君」

「氷見です」

「さて、スケジュールの方だが」

　椅い子すに座った青年は、カウンターに置いてあるカレンダーを指差した。

「氷見ですってば」

「一応、八月十一日出発ということで、聞いているが」

　なんでおれの周りには、人の話を聞かないヤツばっかり集まって来るんだ。

「まあ、日程変へん更こうがあったら、いつでも言ってくれ。この周辺は、私の予定は皆かい無むだ」

「大学に友達いないのか？　この人」

「可能性は高いな」

「余計なことを言うな、そこの男二人」

　びしっ！　と音が鳴りそうな勢いで、七尾兄はこちらを指差した。

　聞いてないようでしっかり聞いている。

「友達はいる。……だが、夏休みの間くらいは、可愛かわいい妹と一いつ緒しよにいるのも悪くない。

　……そもそも、私は、大学の女には、興味はないからな」

「え？」

　思わず、言葉の主を見つめる。

「興味ないんですか？」

　女子大生のおねーさんなのに。身近なオトナの人なのに。なんてもったいない。

「私のストライクゾーンは、もっと低い」

　この人は、なんでこんなにイキイキした目で。

「具体的に言うと中学」「由宇お前、ちょっとこの男から離はなれてろ」「最近、セーラー服が軒のき並なみ廃はい止しされて、個人的にはすごく寂さびし」「そうだな、具体的には近寄ってきたら即そく座ざに撲ぼく殺さつできるくらい」

「無理やりコトに及およぶ趣しゆ味みはないから安心しろ」

「当たり前だふざけんな」

「男のジェラシーはみっともないぞ、少年」

「違ちがいます」

「ええと…………」

『早いトコ帰ってくれねーかな……こいつら……』という文字を顔にくっきりと浮うかび上がらせ、店員のお姉さんが、カウンター向こうからパンフレットを持ってきた。

「十一日、東京、竹たけ芝しば桟さん橋ばし発の、神かみ代しろ島じま行き……ですね」

「島か」

　由宇がカウンターに手を伸のばし、積み上げられたパンフレットから、一冊を奪うばい取とった。

　その動作を、真しん剣けんな瞳ひとみで眺ながめていた七尾兄が、おもむろに口を開く。

「少女が身体からだを伸ばす仕草は、なぜこんなに美しいのだろう」「由宇お前ちょっと今すぐ家に帰れ」「若い筋肉の収縮は芸術的な」「おれ今からちょっと七尾に話をつけてくるからそれまで門に鍵かぎかけて」

「ジェラシーは見苦しいぞ少年」

「違うっつってるだろ」

　言い合いに、全く我関せずの姿勢で、由宇は取り上げたパンフレットを捲めくった。白い砂すな浜はま、年季の入った旅館、海水浴場、遥はるか沖おきを行くフェリー。まあ、東京とは言っても、基本は田舎いなかだから、垢あか抜ぬけない構図と写真ばかりなのだが、それでも、雰ふん囲い気きは伝わる。

「…………」

　海と、夏と、砂浜。まさに、輝かがやく季節をそのまま結けつ晶しようにしたような、光の中の風景。

　一ページ一ページ、じっくりと眺ながめながら、ゆっくりと捲っている。

「そういえば、お前、」

　真剣な表情の少女に、思わず、声をかける。

「海って、見たことないんだな」

　この少女が『ヒトの身体を得た』のは、半年前だ。それから、旅行なんか行ったことはない。十葉市から、出た事はない。『この少女』の世界は、まだ、物もの凄すごく狭せまい。

「海くらい知っている」

　少女は、むっとしたように言い返した。

「地表面積の七割以上を占しめる部分で、その主要成分は塩分を多分に含ふくんだ水分だ。面積は約三億六千平方キロメートル、平均深度は三千八百メートル。生命の起源であり、現在でも地球の生命の、実に」

「分かった分かった」

　透は頷うなずいた。口元が笑うのは別にわざとではない。

「つまりワクワクしてるって事だろ」

「失礼なことを抜ぬかすな」

　パンフレットを閉じ、在あらぬ方へと視線を逸そらす。ああもう分かりやすい。

「島が好きなのか、由宇君！」

　七尾兄が身を乗り出した。呼んでもいないのに。

「そんなことは早く言ってくれ。そうだな、式は南の島の教会で」

「どさくさにまぎれて何を言ってるんですか」

「猛たけるな少年。代わりにわが妹をやるから」

「メンコの交こう換かんじゃないんだから」

「ちょっと乱暴だが。この前など、全力で股こ間かんを蹴けり上げられた」

「それはひどいですね」

「『おにぃちゃんと呼べ。舌っ足らず声が望ましい』と要求しただけだというのに」

「あんたが悪いよ」

「根本的にはかわいいぞ。スタイルはいい。意外と」

「…………それはそれは」

「水着になればわかる。繁はん殖しよく・生せい殖しよ行くこ為ういについて、とても有意義な光景が」

「あなた、ひょっとして宇宙人じゃないでしょうね」

「えらく根源的なことを言うじゃないか」

「水着か」

　呟つぶやいた由宇は、パンフレットから目を離はなし、天てん井じようを見上げた。

「私は、持っていないな」

　やっぱりワクワクしてるぞ。ああこの子はもうっ。

「つまり、スクール水着という訳だな！」

「なんでそんな『してやったり！』みたいな瞳なんですか」

「胸の名札を忘れるなよ！」

「親指立てんな！」

「記名はひらがなが望ましい！」

「帰れ！」



　リズムゲームに熱中する若者と、それを遠巻きに見つめるギャラリー、一台のゲーム筐きよう体たいで集まって大おお騒さわぎしている小学生、画面の向こうから笑いかける人工少女を見つめる男。デモプレイのミュージックと、人々の話し声、片かた隅すみから響ひびいてくる大量のメダル排はいし出ゆつ音。

　ゲームセンターの喧けん騒そうの中、無言で停止したクレーンが、無骨なデザインの腕うでを開いて、しずしずと降下をはじめる。

「お前、もうちょっと前じゃ……」

「しっ！」

　視線で殺さんばかりの勢いで、クレーンの爪つめ先さきを見つめる由宇。その眼力に負けたかのように、爪つめは、真下のターゲット、派手な包装紙に包まれたプレゼントボックスの、ちょうど、リボンのあたりを引ひっ掛かけて──

「来たっ」

　思わずガッツポーズ、その応おう援えんに応こたえるかのようにクレーンに力が入る。引かれた長方形のプレゼントボックスは、一いつ瞬しゆん、抵てい抗こうするかのようにその身をゆらし、そして、浮うき上がった。そのまま──クレーンに掴つかまれたまま、景品口へと無事に水平移動、クレーンの開放とともに、どさっ、と音を立てて、景品受け取り口に、その姿を現す。

「凄すごいな。お前」

　ワンコイン三回プレイのうち、実に二回目で景品ゲット。人生初のクレーンゲームで、これは物凄い快挙なんじゃないだろうか。

「成功率、五割じゃないか」

「一回目は、機体との微びち調よう整せいだ」

　由宇は、景品受け取り口を開けもせず、口を真一文字に結んだまま、再び点てん滅めつを始めたクレーンを見つめる。

「ここからが、本番だ」

　その、真しん剣けんな瞳ひとみの先──透とう明めいアクリルの壁かべの向こうに、真の標的がいる。

　赤白犬のぬいぐるみ。一昨日、灯璃に貰もらったぬいぐるみの、色いろ違ちがいバージョン。

　さっきまでその前に立たち塞ふさがり、クレーンの進行を妨さまたげていたプレゼントボックスも、今や、こちらの軍門にくだり──

「いざ」

　一言呟き、ボタンを操作。下に表示される『残りチャレンジ・一回』というデジタル数字に慌あわても憂うれいもせず、ただ、全てをそこにそうしてある運命のようにただ受け入れ、さながら朝あさ霧ぎりの森林に立つ一人の剣けん豪ごうのように、許された一いち撃げきに全てを賭かける、そのかけがえのなき決意とともに──

　由宇は、ボタンから、指を、離した。

　クレーンが──何かの審しん判ぱんを下すべく天下る、心無き神々のように、粛しゆく々しゆくと──

「おい」

　粛々と──そう、音も立てず、装そう飾しよくとてなく、何者の意思をも跳はね除けようとする、鋼鉄の塊かたまりのように、ただ、降下────。

「やっぱり、ちょっと、前過ぎ……」

　まるで何ものかの仇あだを見み据すえるかのような由宇の視線の前で、降下していくクレーン、ゆっくりと地に降り立つ、物言わぬ運命と宿命の代行者、人知の及およばない、機械仕じ掛かけの神──は、ぬいぐるみの──中心を外し、少し、前の位置で停止した。

「あ…………」

　僅わずかな──ほんの僅かな、結果のぶれ、だが、僅かであろうと何であろうと、重要なのは『ズレた』決定的な、その結果だけ。他には、何もない。他には、何もない。

「ほら、だから」

「うるさい!!」

　怒ど鳴なる少女の目の前で──クレーンが──ゆっくりと──その腕を──

「黙だまっていろ！」

　──閉じる。

「!!!」

　少女の細いつり目が、何かの破は壊かい光線でも発射しそうな勢いで見開かれる。その光線が何か物理的な作用を及ぼしでもしたかのように──

　クレーンの先が、犬の首輪に、触ふれた。

「あ…………」

　犬の首輪を引っ掛けたまま、迷いのように停止するクレーン。或あるいは──或いは、心無き機械仕掛けの神々も、ありえない慈じ悲ひを地上に齎もたらす事が、あるのかもしれない。或いは──鋼鉄の奇き跡せきは、この地に、現出するのかもしれない。もしかしたら、このまま──、──だが、肝かん心じんなのは、難関は、ここからだ。果たしてこんな、心もとない固定方法で、これからの道のり、クレーンの上じよう昇しよう、移動、そして開放まで、持つだろうか──

「っ」

　いきなり、右みぎ腕うでに熱を感じ、透は息を呑のんだ。右の二の腕を、由宇が握にぎっている。汗あせばんだ由宇の体温、握あく力りよくとともにダイレクトに伝わってくる感情。まさに、手てに汗あせ握にぎった少女の感かん触しよく。

「ちょっとっお前っ。何をっ」

　祈いのりのように力を込める少女の、その目の前で、クレーンが、ゆっくりと上昇していく──ゆっくりと、犬の足が、白い大地を、かつての安住の地を蹴けり、解放の地へと、上空へと──

「行け──」

　──犬の高さに比例するように、その瞳と、腕に、力が篭こもっていく。そして、

「ちょっと待て痛い痛いってお前馬ば鹿かぢ力からなんだから全力出さないでくれ皮が裂さける筋肉が潰つぶれる骨がミシミシ言ってる腕が砕くだけ」「しっ！」

　少女の、まるで神の裁きを見届ける信徒のような視線を、神の恵めぐみを見届けようとする真なる宗教家のような視線を横切り──クレーンが移動。

　移動──そして、

「来た！　おい、透、見ろっ。あと」「おいシャレにならんちょっとマジ腕うでが指先の感覚がやばいっておい」「距きよ離りにして、あれだけだ。あとはもう」「痛い痛いやめろやめてええええ放してええええ」

　がたん。

「!!!!」

　軽い音が、振ふり絞しぼったものを解放する、その合図ででもあったかのように、

「やっ……」

　景品口に、ぬいぐるみが、落ちてきた。

「やった！」

　掴つかんでいた右手を放し、ぬいぐるみと、さっきのプレゼントボックスを引っ張り出して、まるで今しがたエベレストの登山に成功でもしたかのように、誇ほこらしげな顔で二つの景品を掴み、見せびらかすように掲かかげる。

「ああ…………」

　透は、解放された右腕を撫なでながら、息を吐はいた。

「良かった良かった」

　出発のときに言っていた『手に入れたいもの』が、よりによってゲームセンターの景品ぬいぐるみだと聞いた時は、どうなるかと思ったが、結局、ワンコインでゲット。大したものだ。

「で……」

　その。プレゼントボックスは何だ。聞く前に、少女は包み紙を開けている。出てきたのは、ド派手なカラーポップ体で『変身少女☆ネゴシエイター・リカ』と印刷がされた、長方形の箱。一部が透とう明めいになっており、中が見える。真っ黒に三日月ワンポイントのとんがり帽ぼう子しに赤のチョーカー、やけに装そうし飾よく過か多たでベルトがいっぱいつけられた黄色のブラウスにそれら全てを覆おおい隠かくすような黒のガウン。魔ま法ほう少女の服装一式。コスプレ、いわゆる『キャラクターなりきりゴッコ』に使うようなパーティグッズ。

「何これ」

「ネゴシエイター・リカを知らんのか」

　そんな、一いつ般ぱん常識みたいに言われても。

「知ってる訳ないだろ」

「普ふ通つうの少女リカが、町内の揉もめ事ごとや家庭不和を、それぞれの言い分と立場の調整、諸機関への意見すり合わせ等をしつつ解決方法を模も索さくしていくというストーリーで」

「コンセプトが迷走してないか」

「ちなみにリカは特に何に選ばれた訳でもなく、変身したからといって魔法が使えるわけでも性格が変わるわけでもない」

「何その対象年ねん齢れい高そうな設定」

「アニメの対象年齢は高いものだろう」

　答えるのは嫌いやだから聞こえなかったフリをしておこう。

「これは、予想外の収しゆ穫うかくだな」

　まさか、着るつもりじゃないだろうな。

「……というわけで…………」

　ゲーム機に備え付けの紙かみ袋ぶくろを取り、その中にぬいぐるみとコスプレセットを突っ込んで、由宇は顔を上げた。

「私の勝ちだな」

「勝負だったのかよ」

「そうだ」

　始める時には、一言も言わなかったくせに。

「昼飯を食いに行こう」

「ああもうそんな時間か」

　ゲームセンターの入り口越ごしに、中央公園の飾かざり時計を見上げる。もう昼前だ。

「入場口の近くにあった、あそこのハンバーガー屋がいい。『クイーンバーガー』だったか」

「ちょっと待て。そういう所は、割引券使っても高いぞ。自転車なんだし、いったん、外に出てだな」

「勝利者は私だぞ。私が決める」

　いつの間にそんなルールが出来たんだ。

「とりあえず、特選ハンバーガーの『錬』とやらを」

「ちょっと待て一個いくらするんだよアレ」

「勿もち論ろん、三種全部で」

　ああああ預金残高がどんどん無くなってゆく。

「一時期は……」

　軽く、ため息をついて、ゲームセンターの椅い子すから立ち上がる。

「なんだ？」

「いや」

　一時期は、『節約すれば、一生もつ』とか、思ってたんだよなあ。

　心の隅すみで、密ひそかに思う。節約して、節約して、死ぬまで逃にげ切きる。

　とんでもない。今思えば分かる。現実感のない、甘あまったれた計算だった。

『生活』には、金がかかる。食費だけで全てが済む訳じゃない。無む駄だ遣づかいはしないけど、金は、かかるんだ。意外と。

「一ヶ月につき、数万円とか……馬ば鹿かなこと、考えてたよな」

「何？」

「いや、別に」

　財布を取り出し、ハンバーガー屋へと歩いていく。

　後ろから付いてくる由宇の足音を聞きつつ、透は、なんとなく笑った。

　まあ、就職するまでくらいは、もつだろう。



　真上から降り注ぐ太陽の光が、中央公園の木々を、まっすぐに照らし出している。

　大きく枝を伸のばし、広がりきった広葉樹の葉が、夏の光を浴びて輝かがやいている。

　いい天気だ。

「夏はいい」

「まあな」

　ハンバーガー屋の木製椅子に座りながら、透は頷うなずいた。

　店の中を見回す。夏休み、ど真ん中ということもあり、席はほぼ満席だ。

　親子連れ、友人同士、家族連れ、その種類は様々。様々な人間が、それぞれの理由で、この夏の日、この場所で、思い思いに時を過ごしている。

「……ふう」

　もう一度、中央公園に、目を向ける。

　ヒメリンゴの木の下で、子供が泣いている。青のオーバーオールを着た、五歳さいくらいの男の子。どうやら、樹木の周りの木の柵さくをいたずらで抜ぬいてしまい、親に怒おこられているようだ。ひとしきり泣いた後、駆かけつけてきた係員に親が謝って、一応、場は収まった。

　あの子は、いつか、遥はるか遠い未来で、今日、この日の事を思い出すのだろうか。太陽の光の中、親の愛と笑顔に包まれていた、この日の事を。

　案外、一生の思い出ってのは、こういう、なんでもない日に作られていくモノなのかもしれない。

「ひゃひほ黄昏たほはれてひるんだ。透」

　目の前に座る少女は、口の中に食物をほおばったまま、ハンバーガーの包装紙を二枚、紙かみ袋ぶくろに戻もどした。

「お前、もう二つ食ったのか」

　なんてスピードだ。化け物か。化け物だ。

　つくづく確認しながら、紙袋から、自分の分を取り出す。

「一つでいいのか。お前は。私のは分けてやらんぞ」

「いらん。……よく、三つも食べられるもんだな」

「ぬいぐるみの入手祝いだ」

　三つ目にかぶりつきながら、横の座席に置いた紙袋を視線で示す。赤白犬のぬいぐるみは、やはり、黒い瞳ひとみを、紙袋の隙すき間まから覗のぞかせている。

「よくもまあ、同じのを見つけたもんだな」

「前に来たときに、見つけた」

「前……。いつ、来たんだよ」

「あの服を買った時だ」

　あの服。こいつが、自分一人で買ってきた服といえば、一つしかない。

　あの、ゴスロリだ。まだ、こいつが合理と機能の塊かたまりだった頃ころの、買い物。

「あの時は、役に立たないモノだ、と思って、通り過ぎたのだが」

　冷静な口調で、何な故ぜか、頷く。

「昨日、白黒を見て、思い出した。……あれも、一匹ぴきだと、寂さびしいだろう」

「…………」

「どうした？」

「…………いや」

　透は、口を止めた。口の中にあるものを飲み込み、しばし、考える。

「お前、」

　こんな事を、声に出して言うのは、ちょっと照れるが。

「変わったよな」

「……変わったか？」

「変わったんだ」

　呟つぶやいて、また、口の中を食物で満たす。照てれ隠かくしだ。こうしていると、喋しやべらなくてすむ。

　ついでに、ウーロン茶の入った紙コップに、手を伸ばす。

「私は、私だ」

　由宇は、三つ目の包装紙を、紙袋に突っ込んだ。

「まあ、確かに」

　こいつは、こいつだ。

　最近、こいつは、当初の『目標』を──「人間社会の支配と、敵の抹まつ殺さつ」──を、言い出さなくなった。こいつが、今、何を目指しているのか、これから、どこへ向かうのか、何になるのか、それは、まだ、分からない。

　でも、こいつは、たぶん、こいつのままだろう。

　ハンバーガー三つを、何の気負いもなく平らげる少女なんて、他にはいない。

「さて、では」

　セットのオレンジジュースを一気に飲み干し、立ち上がる。

「ちょっと出てくる。十分ほどで、帰る」

「せわしないな。どこへ行くんだよ」

「本屋だ。神代島の旅行ガイドブックを買う」

　やっぱりワクワクしてる。

「パンフレットに充じゆう分ぶん載のってるだろうが。ガイドブックには他の島まで載のってるから、大して、新しい情報なんかないんだよ」

「欲しい」

「……ガイドブックくらい、部の誰かが持ってるよ。また、九日には部室で最終打ち合わせがあるし、その時に、」

「欲しい」

「子供か、お前は」

　言って、自分で納得する。子供だ。こいつは。半年前に、『ヒトになったばかり』の存在。半年前に、生まれたばかりの子供。ヒトの感覚にも慣れていない。店の雰ふん囲い気きにつられて、何でも買ってしまいたくなるのも、無理はない。でも。

「今日は、ゲームセンターで使っただろ。もう駄だ目め」

「む」

　由宇は頬ほおを膨ふくらませた。床ゆかに転がって喚わめかないだけマシだ。

「なら、仕方ない。見るだけにしてくる」

「だからなあ、見たら、欲しく」

「私が、そんな脆ぜい弱じやくな精神の持ち主に見えるか。自制くらい出来る」

「本当かよ」

「本当だ」

　プライドは高い。

「お前も、もう少し、準備をしたらどうだ」

「皆みなで行く時に、あんまり一人で計画立てるのは、良くないんだよ」

「……終わってしまったら、もう、二度と、取り返せないんだぞ！」

　…………。

　透は、紙コップを持つ手を、止めた。

　……………………？

　ちょっとした、違い和わ感かん。

　なんとなく流れていた音楽が、いきなり変調したような、そんな感覚。

「…………何だって？　今、なんて？」

　何が？　と聞かれたら、はっきりとは、答えられない。うまく、説明できない。

　だが、今の、こいつの言葉……というか、雰囲気……というか。全体の、感じ。

「聞こえなかったのか」

　由宇は、顔をこちらに向け、言った。

「何事にも、予習は、必要なのだ」

　…………？

　戻もどってきた。そんな、感覚。

　間ま違ちがって付け足された変調記号が、慌あわてて消された。そんな感じ。

　……気のせい？　いや…………

「とにかく！　ちょっと見てくるだけだ。買いはしないっ！」

　言い捨てて、去ってゆく。

「…………」

　喧けん騒そうと人ごみの中に、少女が消えてゆく。



「何なんだ……」

　呟つぶやいて、椅い子すに座り直す。その頃ころには、わけの分からない違和感は、目覚めたときの夢の尻尾しつぽのように、かすんで消えていた。

「気のせい……かなあ」

　独り言とともに、ハンバーガーに向かい合う。十分で帰るとか言ってたが、半時間くらいは待つ羽目になるだろう。まあ、のんびり待とう。

　再び、中央公園に視線を戻し、変わらない喧騒を眺ながめる。引き抜ぬかれた木の杭は、まだそのままだ。あれ、誰が直すんだろ。何気なく思いながら、なんとなく、呟く。

「理解できねー……な」

「…………理解する必要が、あるのですか？」

「だって、理解しないと、どうしようもないだろうが」

「いいえ、勝利のためには、理解なんて、大して重要なものではないですよ」

「じゃあ何が重要なんだよ」

「重要なのは、『いつ、どのようにやるか』この一点のみです。それが全て」

「だから、そんなやり方だと失敗するんだって」

「これが案外うまくいくんですよ」

「うまくいくのかよ」

「物もの凄すごく端たん的てきに表現しますとですね、『細かい事は、やってから考えろ』つまり、」

「ぶああああああああ！」

　気管に突とつ撃げきしてきたウーロン茶を咳せき込んで追おい払はらいつつ、透は叫さけんだ。目の前に、人ひと影かげがいる。いつの間に。

　流れるような金きん髪ぱつを、目ま深ぶかな帽ぼう子しに封ふうじ込めた、小さな人影。

「栗くり林ばやしさん」

「どうも。奇き遇ぐうですね」

　特とく殊しゆ犯罪対策室職員は、にっこりと笑い、断りもせず正面の椅子に座った。

「あの……」

　やっと、気管からウーロン茶が出て行った。

「その服は」

「え？」

　服装は、あの時と同じ。黒のコートと、黒のスーツ、黒の長手てぶ袋くろに、黒のハンチング帽ぼう。

　夜の街では、まあ、それほど不自然でもなかったが、流石に、ここでは物凄く目立つ。

「秘密任務ですから」

　自信満々だ。

「『目立たない服装で』という、指令でして」

　だから、余計目立ちますってば。口に出して言うのはめんどくさいから止めとく。

「私も、昼食なんですよ」

　右手に持った紙かみ袋ぶくろを示し、にへらっと笑う。今からこれを食べるのが、楽しみでたまらないという表情。なんで、こんなに正直なんだ、この人は。

　黒衣の女の人が、紙袋からハンバーガーと紙コップを取り出すのを待ち、

　透は、決意して、口を開いた。

「……あの、クリリンさん」

「クリリンと呼ばないでください」

「え？　だって先日、自分でそう」

「私はクリリンじゃないです」

　栗林は、心持ち拗すねるように言った。あぁ気づいたんだ。ついに。

「任務が終わったら、とりあえず、あの『おっさん』の首を絞しめようと思います」

　恐おそろしい事をサラッと言い放ちながら、左手で、ハンバーガーの紙袋を剥むく。黒い手袋に包まれた、女の人の手。少なくとも、見た目は、年ねん齢れい相応、性別相応の、細い手首だ。

「ああ……すいませんね」

　左手に向けた視線を勘かん違ちがいしたらしい。栗林は、軽く頷うなずいた。

「食事のときも、外せないんですよ。この手袋」

　注目箇か所しよはそこじゃないんですが。

「義手でしてね。半年前の事故で。二月の十二日でしたっけ」

　二月の、十二日。透は、記き憶おくの中のカレンダーを眺ながめた。『その日』には、特別なマークがついている。二月十二日は、『あの日』だ。由宇が、鉱物生命体たちが、地球に降ってきた、その日。

「ヒトに、身体再生能力がないのは、大いなる誤算でした」

「人間は、そういうことは出来ません」

「欠けてしまったら、そのままですか。取り戻もどせないですか」

「そうですよ」

「そうみたいですね」

　黒手袋のまま、ハンバーガーに、囓かじりつく。

「不便ですよね、ヒトは。つくづく。

　もっと、強ければいいのに。もっと、便利なら、いいのに」

　暫しばらく口の中で咀そし嚼やくして飲み込み、そして、思い出したように、口を開いた。

「いえ、私も、ヒトですってば」

「分かってますって」

「額のこれは、なんでもない、ごく普ふ通つうの、ごく自然なアクセサリーです」

　前はニキビって言ってたじゃないか。

「……まあ、それは置いておいて」

　なんでこっちで気を使わなきゃならないんだ。釈しや然くぜんとしないものを感じながら、透は強引に話題を変える。

「仕事は、まだ、終わってないんですか？」

「ええ。まだです」

「『殺人宝石』は……」

「まだ、捕つかまえてませんよ」

　ちょっとイラッと来る。なんでそんなに気楽なんだよ。

「『白い人』は、まだ、姿を見せませんね。まあ、出現予想は、八月の九、十日ですから、あと、三日、四日という所ですかね。今の所、見張っているだけです」

「見張ってる？」

「ええ。今、まさに」

　あっさりと、頷いた。

「いますよ。そこに」

　ハンバーガーを頬ほお張ばりながら、何の気負いもなく、左手を上げ、指差す。

「え」

　反射的な動きで振ふり返り、その伸のばされた指の先を確認。

　黒手袋に包まれた細い指、その先、延長線上に、

　太陽に照らされた、中央公園の、ベンチの上に、

　喧けん騒そうの中の、一点の空白のように、光の中の、微かすかな裂さけ目めのように、

「さ……」

　透は、息を呑のんだ。あれが、いる。

　後ろで、左右二つに結わえられた髪かみ、地味な田舎少女のような顔立ち──

　写真通りの、その姿。

「『殺人宝石』……!!」

　殆ほとんど無意識の動作で椅い子すから腰こしを上げ、身体からだごと振り返る。

　ベンチの上に、少女は座っている。消えて無くなったりは、しない。

　男を殺した少女、恋こい人びとを殺した『宝石』。

　それが、そこにいる。

　現実に、存在している。今、そこに。本当に。

「な……」

　腰を上げたものの、それからどうしようもない。中ちゆ途うと半はん端ぱな姿勢で、

「なん…………で」

　とりあえず、口を動かす。まともな言葉なんか、吐はけない。

「あ、念ねんの為ため。通報しても、警官は、来ませんよ。手を回してあるそうです」

　こちらの珍ちん妙みような姿に、全く興味を示すことも無く、ベンチを指差した左ひだ腕りうでを下ろしもせず、ただ、淡たん々たんと言葉を続けていく。

「あの子は、尾び行こう対象です。『白い人』を、捕ほ捉そくする為の」

　思わず、その顔を覗のぞき込む。その表情は、全く、変わらない。家で茶を飲んでいたときと、全く同じ、のほほんとした、大して何にも興味のなさそうな表情。

「特に、危険もないですし。まあ、気楽なモンですよ」

　腕うでだけを動かして、指を下ろす。

「危険は……ない…………んですか？」

　男を殺した、その道具を、あいつは、どうしたんだろうか。

　恋人の血に塗まみれたその凶きよ器うきを、あの娘むすめは、どこへ、やったんだろうか。

「ええ、まあ。少なくとも、テロリストの実行部隊とかよりは、マシです」

　特とく殊しゆ犯罪対策室職員は、手元を見もせずに、包装紙を紙かみ袋ぶくろに突っ込んだ。

「で、『白い人』が、テロの首しゆ謀ぼう者しや、司令官って訳ですね。……いや、実際の所、『ヤツ』が、何を企たくらんでいるか、何を考えているか、なんて、誰にも、分かりませんけど」

「あいつは……『白い人』は……」

『殺人宝石』から、目を離はなさないまま、透は呟つぶやいた。

「『自死』……じゃ……みんなを殺して、自分も死ぬ……が、目的じゃ、ないんですか」

　数ヶ月前、少女が──由宇が話した、鉱物生命体の歴史。

　鉱物情報処理体『宝石』。その、膨ぼう大だいな情報処理の中に、いつしか混じりだした、『自死』──全てを滅ほろぼし、自分も死ぬ──という、情報衝しよ動うどう。『宝石』は、『自死』から逃のがれるために地球に墜つい落らくし、バラバラになった。そのうち一つが、由宇で──

　そして『自死発想箇か所しよ』の一つが、『白い人』──だった、筈はずだ。

「あら、よく、ご存知ですね」

　栗くり林ばやしは、少し、驚おどろいたように、目を丸くした。どことなく、わざとらしくも見える動作。

「ええ、基本は、そうです」

　そのまま、ジュースの紙コップを持ち上げた。

「とはいえ、ですね。『宝石』の中には、『ヒトの身体』を得て、その影えい響きようで、発想が変へん遷せんする個体も、多いんですよ。まあ、これまでとは、全く違ちがう生理構造になったんです。無理もない、といえば、その通り、無理はないんですが」

　由宇が、そうであったように、か。透は、確信した。

「『自死』の発想自体を止めたのか、それとも、発想はそのままで、『手段』を工夫しているのか、或あるいは、もう、全く無む秩ちつ序じよに行動しているのか。それは、分かりませんが。

　まあ、わかる必要もないし、そんな事は、無関係ですね。排はい除じよすれば、解決するんですから。排除できるかどうかは、不明ですけど」

「だからっ……て」

「茫ぼう然ぜん自じ失しつの殺人犯を、こんなところに放置しておくのは、危ないですか？　まあ、そりゃあ、その通りですけど。『白い人』は、もっと、危ないんですよ。少なくとも、人間にとっては。秩ちつ序じよ立った、人間の社会にとっては。秩序を維い持じする人間にとっては、ね。

　怖こわい話をしましょうか。本当にあった、怖い話です。三ヶ月ほど前の話……

　……そう、『対策室』が出来て、すぐの頃ころの話ですね。当時は、『対策室職員』として、『破片』の力を持った人間がどんどん雇こ用ようされ、そして、積極的に、『正体不明の邪じや悪あくな患かん者じや、討とう伐ばつ』へと、派は遣けんされていました」

　そうだった。灯璃も、そうしていた。そう、させられていた。

「勿もち論ろん、当時から、活動を開始していた『白い人』の所へも。合計、三人。──そして」

　笑いもせず、嘆なげきもせず、ただ事務的に──栗林は、言葉を続けていく。

「三人は、発見されました。『人間以外のモノ』と、なって、ね。

　きらきらと光る、人間型の水すいし晶よう細工──第一発見者は、そう証言しています。どこの記録にも、残っていませんが。『白い人』が、何をどうやって、ヒトをそんな姿にしたのか。何の為に、何を思って、そんな事をしたのか。それは、『真っ当な人間たち』には、今もって、分かりません。推測すら、出来ていません──

　──いくらなんでも、そんな死体を、これ以上、街中に撒まき散ちらす訳には行かない。

『人間たち』の結論は、それでした。理解の拒きよ否ひ、存在の否定です。まあ、賢けん明めいですね。

『対策室』の方針が変へん更こうされ、少数精せい鋭えい、専門の『派遣部隊』が作られるようになったのは、その事件がきっかけです。今、現実に、『排除』が出来る人材は、『対策室』内でも、ごく限られているんですよ。実は。

　……おっと、話がそれましたね。今、肝かん心じんなのは、『殺人宝石』ですね。ええ。

　…………あの子の行動パターンは、決まってまして」

　まるで、テレビゲームの攻こう略りやくでも、するかのような口調。

「思い出の場所へ行き、そこで数時間、ただ座って、そして、気が向いたら、次の場所へ行く。その繰くり返しですよ。それ以外は、何もありません。周りなんか、見てません。

　尾行しやすくて、助かります」

「思い出の……場所？」

「昔、恋こい人びとと、遊んでいた場所ですよ」

　言葉には、衝しよ撃うげきがある。そんな事は、知っている。

　衝撃にも、色々ある。殴なぐりつけるような衝撃、切きり裂さくような衝撃、刺さすような衝撃。

　これは、重い枷かせを、嵌はめられる衝撃だ。

「ここで、」

　喋しやべり続ける栗林の前で、立ち上がるフリをして、椅い子すを動かす。椅子の足が、がりがりと音を立てて床ゆかを削けずる。もっと大きな音が鳴ればいいのに。大きな音で、この言葉を、全てかき消してくれればいいのに。

「ここで、遊んでましたよ。休日は。よく、二人で。仲良く。……男の方が、とても優しい方でしてね。女っ気のない職場と環かん境きようにずっといて、やっと、彼女ができたと、そういう人だったんですよ。まあ、それなりに、幸せにやっていたんですよ。

　──あの写真は、ここで、撮とられたものです。そこの、写真屋で。記念写真ってヤツですか。ええ、男の部屋で、殺人現場で、見つかりました。血に塗まみれて」

　……。

「事件の前日も、来ていました。あの、旅行社に。二人で」

　…………。

「海へ行く計画でも、立てていたんですかね。仲の良い事です。……おっと」

「なんで……」

　教師の前の小学生のように、突つっ立たったまま、唾つばを飲み込む。

　栗くり林ばやしは、「ん？」という感じで微笑ほほえんだ。右手に、ジュースの紙コップを持ったまま。

「なんで、あの人は、恋人を、殺したんですか？」

　聞いてしまった。ついに。

「さあて？　なんででしょうね」

　片目をつぶって狙ねらいを定め、ストローを突き刺す。

「炭酸は苦手です」

　ストローを咥くわえたまま、両手でコップを掴つかんで、コーラを吸い込む。

「大人しく、オレンジジュースにでもすればよかった。……ああ、そういえばですね、事件を聞いた『おっさん』が、何か、言ってましたね。しみじみと」

　まるで、その場つなぎの話題のように、本当に、なんとなく口を開く。

「『子供は、なぜ泣くのだろう？』」

「え」

　虚きよをつかれた。

　虚をつかれて、脳みそに、隙すき間まができた。

　脳みその隙間に、何かが、滑すべり込んできた。

　泣いている子供──暗黒の世界で、たった一人、泣いている子供。

　あの子供は──何が悲しくて──泣いているん、だっけ──

「ああ、すいません。突とつ然ぜん、妙みようなことを」

　言葉で、幻げん影えいが消える。周りの景色が、色を取り戻もどす。ここは……そう、『十葉商店街』の、ハンバーガー屋だ。

「あ……っ」

　おれは、何を考えていたんだっけ。ええと、

「『子供は、なぜ泣くのだろう？』──

『おっさん』の、言葉です。元、文学青年だそうでね。なにやら、大した意味もない事を、大おお仰ぎようなセリフで説明するのが、好きな人なんですよ。で……この質問です」

「それは……」

　ああ、そうだっけ。透は、首を振ふった。おれは、この人と、話していたんだった。

「ええと……暗いのが怖こわい……とか、……お化けが怖い……とか？」

「なぜ、暗いのが怖いんです？　なぜ、お化けが怖いんです？」

「そんな……」

「まあ、もったいぶってないで、とっとと答えを言いましょう。

『子供は、絶望しているから、泣くんですよ』。

　世界に、自分に、人間に。全てに、絶望しているから、子供は、泣くんですよ。

　未熟だから──何も分かっていないから──言葉が通じないから。いいえ、そんな事は、ありません。子供は、『だからこそ』全てを、理解しているんですよ。子供は、余計なことを考えない分、『ヒトの本質』を、『ヒトの絶望』を、理解しているんですよ。だから、泣くんです。世界が怖い──自分が怖い──全てが怖い。そう言って、泣くんですよ。

　で、大人になると、言葉を覚えると、光を覚えると、いつしか、それを、かつて理解していた『ヒトの絶望』を、忘れる。忘れて、誤ご魔ま化かして、見なかった事にして、無かった事にして、かつてそれを感じていたということさえ、忘れる──まあ、無理もないですね。そうしないと、恐おそろしくて、とても、生きてなんかいけないんですから。

　恐ろしいものに、フタをする。とても賢かしこい、生活の知ち恵えです。

　……でも、『あの子』は、『最近ヒトになった者』は、『ヒトである事』に、慣れていない。『忘れ方、誤魔化し方、見なかった事にして、無かったことにし方』が、わからない。

『殺人宝石』は、恋こい人びとを作って、他人を理解しようとして、観察して、その結果──

　どうしようもない、『ヒトの絶望』を、理解してしまった。

　自分が、その『絶望』の只ただ中なかにあることを実感して、そして、恐きよ怖うふして、」

「殺した」

　自分の口から出た音は、まるで、魔ま界かいの音楽みたいだった。

　魔界の音楽は、僅わずか一音節で、世界から色しき彩さいを消した。

「そう」

　栗林は、「よくできました」とばかりに、頷うなずいた。

「『白い人』との接せつ触しよくは、一つの切っ掛け、『ダムに開けられた、小さな穴にすぎない』。

　そう、言ってましたね。『おっさん』は」

　頷いたまま、優しい保健教きよ諭うゆのように、微笑む。

「……まあ、信じる必要なんか、無いです」

　微笑みながら、空になった紙コップを、トレイの上に置く。

　こん、という、軽い音がした。

「中年オヤジの、意味ありげで意味のない韜とう晦かいということで、聞き流していれば。……あ、この解かい釈しやくが正しいかどうか、そんなことを私に聞くのは、止めてくださいよ。私は、『ヒトの絶望』とやらとは、関わりたくないし、対面したくなんか、無いですよ。怖いですから」

「……」

「老ろう婆ば心しんながら、追加しておきますけど」

　紙コップを紙かみ袋ぶくろに突っ込みながら、相変わらず同じ調子で、栗林は続ける。

「死を覚かく悟ごしさえすれば、何かが成なし遂とげられる、という発想は、はっきりと間ま違ちがいです。

　死にそうだと思ったら、逃にげないと、どうしようもないですよ。

　いいですね。死からは、逃げなさいよ。──でないと、」

　でないと──

「あの、男のように──あの、殺された、男のように」

「…………」

「おや、どうしました。黙だまり込んで」

「…………いえ」

　馬ば鹿かなことを、思いついた。

『殺人宝石』を、あのままにしておいて、いいんだろうか。

　あの人を、あそこで、独りぼっちにしておいて、いいんだろうか。

「……あの……」

　あの子の話を、誰かが、聞いてやらなくても、いいんだろうか。

　たった一人で座っているあの子は、誰に、話を、聞いてもらえたんだろうか。

「あの人と……話をしてきて、いいですか」

「話を聞いて、どうなるって言うんですか？」

「…………そうですけど」

　栗林に背を向け、背中越ごしで言って、歩き出す。

「どこへ？」

　わざと、聞こえないフリ。返事はしない。

　ハンバーガー屋の扉とびらをくぐり、周辺通路を横切り、目指すは、中央公園。

　視線の先にいる、ただ、そこで、座っている、『殺人宝石』。

「………………」

　カエデの木の下、ただ、じっと座っている、『殺人宝石』。

　近くまで来て、足を止め、そこで、やっと、我に返る。

　何を、しようって言うんだ？　自問する。

　何を、聞こうっていうんだ？　この人に。

　なぜ、恋人を──。そんなことを、聞くのか。この場で、この人に。

　馬鹿だ。透は思った。おれは、どうしようもなく、馬鹿だ。

　そう、そもそも、由宇と、この人には、何の関係も──

「あなたは……」

　出し抜ぬけに聞こえてきた声に、無意味な思考を中断する。

「あなたは──死にますか」

「え」

　声を出している。喋しやべっている。目の前の、『殺人宝石』が。

「あの、」

　おれは、本当に、救いようの無い馬鹿だ。透は、思った。

「何を、言ってるん──ですか？」

　いつもこうだ。大して何にも考えないで、人の忠告も聞かないで──

「あなたは──死にますか」

　目が合った。『殺人宝石』と。

「あなたも──死にますね？」

　意味不明の言葉、その主が、瞳ひとみを、こちらに向ける。

「──あ」

　この瞳を、おれは、一生、忘れられないだろう。透は、確信した。どこも向いていない、何も見ていない、何も映していない。生まれたばかりの、赤あかん坊ぼうのような、無む垢くで、純じゆん粋すいで、澄すみ切きった──絶望、そのものの瞳。

「死にますね──あなた、も」

「あ──」

　怪かい物ぶつだ。戦せん慄りつとともに、確信する。

　今、目の前にいる、これは、怪物だ。

　この人は、このモノは、怪物に、なってしまったんだ。

　おれは、ここで、この怪物に魅み入いられて、そして、ここで、石になってしまうんだ。

　なんて、愚おろかな事を──してしまっ

「仕事の邪じや魔まですよ。透さん」

　後ろから、肩かたを引かれ、透は、振ふり返った。

　そのまま、後ろの人物、栗林のほうを向き、頭を下げる。

「すいません」

「いえいえ」

　同じ顔で微笑ほほえんで、黒手てぶ袋くろの左ひだ腕りうでをぱたぱたと振る。

「あなたには、無関係の事ですよ。ダムの水は、ほうっておけば、干上がるもんです。穴を開けなければ、『白い人』と、接せつ触しよくしなければ、いいんですから。結局のところ」

「『白い人』と──」

　接触、した。



    

  
    
      　口に、出せなかった。

　由宇は、『白い人』と、接触した。八月一日、あの日に。

　あの日。由宇は、灯璃の中に侵しん入にゆうした『白い人』の破片に──『自死』の破片に触ふれて、そして、自らの中に取り込み、その『自死』の情報汚お染せんに、その『死の説得』に、打ち勝まさった。

　その筈はずだった──のに。

「さて、どうなんでしょうか、実際の所」

　この人は、どこまで知っていて、どこからとぼけているんだろう。

「もう一度言いますよ、透さん。死にそうになったら、逃にげなさい。

　ダメだと思ったら、すっぱり諦あきらめて、『然しかるべき所』に、任せなさい。

　然るべき所──たとえば、私とかね。これを」

　栗くり林ばやしが、どこからともなく取り出した名めい刺し、それを、ほとんど自動的に受け取る。

　ピンク色の四角形の真ん中に、『栗林浅黄』の文字、そして、右下に、電話番号。

「──さっきも、言いましたけど。『私たち』は、『欠片かけら同盟』は、工夫しているんですよ。ええ。『仕事』をこなす程、『仕事』を寡か占せんすればする程、『我々』の地位は、上がるんです。というわけで、新しい人材の発はつ掘くつには、特に、力を入れてまして」

「…………」

　新しい、人材。『私たち』の、仲間。

「心当たりが、あるでしょう。詳くわしくは、追及しませんが」

　由宇を、引き渡わたせ。この人は、そう、言っている。

　由宇を離はなして、『欠片同盟』とやらの、一員にしろ。この人は、そう、言っている。

「それが、あなたの、あの子の、ためですよ。ええ」

　口くちの端はしを吊つり上げ──にっこりと、笑う。

「限界だと感じたら、そこに電話しなさい。私が、『何とかして』あげます。

　…………あなたの手に、負えなくなったら、いつでも、連れん絡らくをくださいね」

　ハンバーガーのトレイを持って、栗林は、立ち上がった。

「待ってますよ、透さん。それでは。また」

　

　夕暮れの光を浴びつつ、自転車置き場へと歩いていく。

「ぬいぐるみ、忘れてないよな」

「忘れん」

　由宇は、右みぎ腕うでで、紙かみ袋ぶくろを抱だきしめた。

「せっかく取ったのだ」

「そうだよなあ」

　身をかがめ、自転車の鍵かぎをはずす。

「家で待ってる白黒犬が、可か哀わい相そうだもんな」

「葬そう式しきには、参列者が必要だからな」

「そうだ──」

　ばねの音とともに、鍵が開く。

　それを確認せずに、透は、振り返った。

「な……？」

「あいつは、あの白黒は、死んだんだ」

「…………」

「だから、こいつは、帰ったら、葬式をするんだ。

　死んでしまった白黒を、見送るんだ。こいつは」



　変調記号は、消えていない。



    

  
    
      四章　黒い窓の風景






「あっ……」

　腕うでの中で、少女が吐と息いきをはいた。

「……っ…………はっ、あ、う……あぁ…………」

　少女は、寝ね転ころがったまま、伸のばした左手で、畳たたみの目を無意味に撫なでる。

「っ……あ、いや…………そんな、そんな……っ……あ！」

　時折、悶もだえるようにびくびくと身体を痙けい攣れんさせながら、未知の感かん触しよくに抵てい抗こうするように、ぎゅっと、目を閉じる。

「…………っあ、あ、…………くっ！　は……あぅ、は、はあっ」

　目を瞑つぶったって、逆効果なのに。透は、少女の上で、冷れい淡たんに思う。

「……あ、ひっ、そんな、あ、あう、ひっ、ひ！　ひ……あ、あっ」

　視覚の情報量が減った分、触しよ覚つかくに過か敏びんになってしまう。より強く、反応してしまう。この辺りの事も、この少女は、知らない。

「あっ、ううっ、あふっ、ふ、ううっ。あ、うっ」

　ほら。やっぱり。少女の喘あえぎが、強くなった。左手の無意味な動きが激しくなる。畳の目を引ひっ掻かく少女の爪つま先さきが、かりかりと音を立てる。

「あ……うっ、ひっ、ああっ、あっあっあっ」

　…………

「あー！　うっ、ひっ、あっ！　ひんっ！」

「あのなあ」

「う！　いっ……痛い…………痛……あっあっ……ふっ！」

「ちょっと、お前なあ」

「ひっ…………ひっ、あっ、やめ、そこで…………やめっ！　あっ！」

「静かに、してくれ」

「しかし…………これは……っ！　あっ、あっうわああっ、あわあああっ」

「動くなって」

　少女の声を封ふうじ、透は、右手をただ無心で動かす。ああもう。こいつ、ぴくぴく動くから、なかなか捗はかどらない。もう、一気に進行しちまうか。よし。

「あっ…………あっ！　あっ！　あ！　そんな！　そんな、奥おくに！　あ、深い！　え……そんな、所まで……あっ、ああっ、あっ、あっあっあっ……ああっ」

『進行』に応じて、少女の声は、段々と甲かん高だかく、切せつ迫ぱくしたものになってゆく。

「こんな、こんなのっ……あっあっあっあ、うわぁああああっ、あっ、ちょっ」

「口を閉じろ。頼たのむから」

「……………………あ、はぁっ」

　少女は、こちらの言葉に、素直に息を吐はき出し、更さらに強く目を閉じ、身を縮こまらせる。

「よし、動くなよ。動くと、手元が……」

「…………っあ、これは、あ、痛い痛い！…………は、ああっ」

「ちょっとお前本当黙だまっててくれ。何か、変な気分になるんだよ」

「変な気分ってどんな気分だっ。私は、本当に痛い……痛…………

　あ、あちょっと、やっぱり、これは違ちがう！　これは、正常な行こう為いじゃないっ！」

「正常な行為なんだよ。お前が知らないだけだ」

「嘘うそだっ。本には、こんな行為の事は、載のってなかったっ！」

「普ふ通つうの本ではな、いちいち耳掃そう除じについて解説や描びよ写うしやなんかしないの！

　いいから動くな！　耳かき棒が脳に突つき刺ささる」

「やめろ！　言うな！　怖こわい！　怖い……痛い！　痛……あっ」

　縮こまっていた手足をまた発作のように伸ばし、痙攣するように動かす。じっとしろって言ってるのに。

　こいつが『ヒトの身体』を得て、半年。この家に来て、四か月。

　そういえば、一回も『耳掃除』をやったこと無いなあ、と気づいたのは、ついさっき。思い立ったが吉きち日じつとばかり、ちょっと見てみると、やっぱりだった。放って置くと、難なんち聴ようになる。という訳で、引き出しの奥から耳かき棒を取り出し、本人を居間の畳に横たえてゴリゴリと削けずっている……訳だが。

「っ！　……うっ、あっ！　いやっ、やめてっ、そこはっ！　痛い痛い痛い！」

　訳だが、

「いやっ！　そんな、いやっ、あ、痛い！　痛い、のに……あ……あ、はぁっ……」

　…………

「あぁ……っ！　そこ！　今の、今のは……あっ、あ……もっと、いや、もっと、だめっ。やめてっ。もっと……あ、あっ。お願いっ、もっと、いや、だめっ、ダメになるっ。私っ」

「…………黙ってくれ」

「はっ、あっ、はっ、ああっ」

「吐と息いきを漏もらすな」

　正直、困っている。

　だが、このまま放置しておく訳にも行かない。たとえば爪つめ切きり、たとえば洗顔、たとえば歯は磨みがき。そして、耳かき。人が、日々の生活で何気なく実行している『生活の行為』ってのは、数えてみると、案外と、物もの凄すごく膨ぼう大だいな数だ。地味で、でも、とんでもなく重要なそういうそれぞれの行為は、放置しておいても、身につきはしない。誰かが、教えて、そして、自分で覚えて、習得するしかない。

　普通は、ある程度大きくなるまでに、保育園や幼よう稚ち園えん、小学校辺りで、ごく自然に覚えていくものだが、こいつの生まれは、知っての通り、『普通』でも、『自然』でもない。この年になって、何も知らないのだ。知識と知能は高いが、そんなもの関係ない。『ちゃんと生きる』のハードルは、意外と高い。

「…………はっ、あっ、痛いっ！　痛い！　けど…………あっ……は、ふっ」

「ちょっと、黙れって」

「痛い…………痛いんだから、仕方ないだろうっ」

「子供だけだぞ。そんな事言ってるのは」

「！　んー！」

　少女は、単語に反応し、意地を張るように口をへの字にした。案外、単純。

　では、気を取り直して。

「痛いのは、我が慢まんしろ。すぐに、慣れるから」

　何を言っとるんだ。おれは。

「……………………！…………くっ…………!!」

　他人の耳掃除ってのは、初めての体験だが、これで結構難しい。

「…………っ！　ふっ……………………ん！」

　自分の耳ならミスって血が出ても大した事ないが、他人の事は、そうは行かない。

「……………………っん…………！」

　少女は、口を閉じたまま、強きよう粘ねん着ちや性くせいの意地を張り続けている。大したプライドだ。

「…………！…………」

　目を瞑つぶったまま顔を真っ赤にして身体をくねらせつつ、それでも口は開かない。

「！…………！　ふっ…………!!」

「…………な、由宇」

「……………………！　う、…………っ!!…………!!」

「ゴメン。やっぱり喋しやべっていい。口、開けろ」

　口を閉じても、音が鳴らなくても、この構図は、その、何だ。絵的に、物凄く、困る。

　少女は、合図のように「ぷはっ」と口を開け、そのまま、息に意思を込めた。

「痛い！」

　そんなに痛いもんかなぁ。なんとなく思い、そして、思い出す。そう言えば、おれも、幼稚園や小学校低学年の頃ころ、母親にやってもらった耳掃そう除じは、物もの凄すごく痛かった。いつも逃にげ回って、無理やり押さえこまれていた。いつの間に、大だい丈じよ夫うぶになったんだっけ。

　やはり、慣れだろうな。こういうのは。一人頷うなずき、再び、覗のぞき込む。

「あ！」

　奥おくに、でっかいの発見。うわ、今まで皮ひ膚ふだと思っていたこれ、ひょっとして塊かたまりか。こりゃすげえ。

「分かった。こっちの耳はこれ取ったら終わりにするから。ちょっと動くなお前」

「あ…………あ」

「動くなっつってるだろ。奥にあるから、動くと危ないんだよ。突つき刺ささるぞ」

　左手と左足で、横たわる少女の身体を押おさえ込む。

「ああ……押さえられちゃった…………もう…………あぁ」

「はいはい、『鞭むち』も、使用禁止」

　ポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出し、少女の額に貼はり付ける。『鞭』の正体は、『宝石』の微び細さい振しん動どうによる超ちよ音うお波んぱだ。だから、こうして、『宝石』自体を封ふうじてしまえば、もう、使用できなくなる。

「あ…………」

　絆創膏の剥はく離り紙しを呆ぼう然ぜんと眺ながめ、少女は、うつろな瞳ひとみで呟つぶやいた。

「ぁはぁ……私、もう、逆らえないの…………うふふ……」

「おい、待て。どこへ旅立つつもりだお前」

　片目をつぶって狙ねらいを定める。この標的は逃にがせない。十年に一度の大物だ。はたして耳かきに乗るだろうか。そのくらいの大きさ。

「じっとしてろよ」

「ぁあ……私…………命令されてる………………ふふ…………」

「終わったらちゃんと帰って来いよ」

「あっ……あ！　ちょっと待ってっ痛い本当に痛いそこは本当に痛いっ」

「ちょっと黙だまれ動くな今取れてるからうわこれは」

　ここでミスったら台無しだ。落ち着いて精密に静せい謐ひつに。

「痛い痛い本当にっやめてっあっひっいいうっ、あ、そんなっ嫌いやっそんな所いやあっ」

　殆ほとんど叫さけびのようになった悲鳴とともに、少女は四し肢しをばたばたさせる。それでも頭は動かさないのはなかなか偉えらい。というか、その為ために押さえているんだが。

「今瀬せ戸と際ぎわなんだからいいから動くなっ。これ落としたら惜おしすぎるっじっとしてろっ」

「あっいやっ痛い痛い剥はがれてるっ剥がされてるっ嫌っいやっ中で音がしてるっカリカリってゆってるっダメっ私ダメっやめれぇっお願いっあっひゃっあにゃ、にゃああああああ

　──────あ」

「ふう」

　取れた。しばし感かん慨がいにふけり、そして耳かきの先をティッシュで拭ぬぐう。捨てるのはもったいないほどの大物だったが、まさか取っとく訳にも行かないし。

　ティッシュをゴミ箱に放り込み、そして、少女のほうへ向き直る。

「さて、左耳」

「断る」

　少女は、荒あらい息のまま、左耳を押さえて飛び起きた。

「もう終わりだ。後は、自分でやる」

　顔を真っ赤にしたまま、後ずさって、壁かべに張り付く。

「あのなあ、自分でやったら危ないんだよ。特に左耳なんか、右手使えないから難しいんだぞ。下手したら外がい耳じ炎えんになるから、もうちょっと慣れてからだ」

「外耳炎。外耳道の損傷による炎えん症しようだ。炎症を起こした患かん部ぶが化か膿のうして腫はれ上がり、痛みを引き起こす。主に幼児期に多い病気で、私は、」

「さっさと寝ねろこの幼児。分かってるんなら話が早い」

「後半分は、また今度ということでいいだろうがっ」

　何か必死。

「だからなあ、こういうのは同時にやったほうがわかりやすいし、」

「お前、楽しんでただろ」

　うわ鋭するどい。いや、確かにちょっと楽しかったけど。怒おこりそうなので勿もち論ろん口には出さない。

「今日の屈くつ辱じよくは、ずっと忘れんからなっ」

「覚えていていいから、そこに寝ろ」

「嫌だ」

　身に覚えがある。よくこんな感じでタダをこねたなあ。耳かきって昔は本当に痛かったもんな。といって放って置く訳にも行かないし、母親も、だいぶ手間取ったんだろうなあ。

　……ああ、そうだよ。おれも、覚えてるんだよ。今になっても。

　風のような感傷が、心の中を駆かけ抜ぬけていく。

　もう、その母親も、この世にはいない。振ふり返っても、あの日は、取り戻もどせない。

「大体、そろそろ時間だろうが。間に合わないぞ」

　少女は、左耳を押おさえたまま、右手で柱時計を指し示した。午前九時。

「もうそんな時間かよ」

　今日は、八月九日。部室にて、臨海合宿、出発直前会議だ。出発前の一仕事が、ずいぶん長引いてしまった。

「じゃあ、出ようか。続きは、また、今度な」

　名な残ごり惜おしく耳かきをしまう。少女は、安心したように、軽く息を吐はいた。

　そのまま身を起こし、柱に立てかけてある姿見の前に立って、身だしなみの最終確認。こういう、外の視線を意識する習慣は、比ひ較かく的てき早くに身についた。どういう基準で覚えているのかは知らないけど。今日の服装は、青のジーンズに黒のＴシャツ、そして以前にも着ていたパーカーの着回し。まさに、以前読んでいた『夏の着まわし特集！』そのまんまの格好だが、まあ、そこそこに似合っている。

　鏡の前で満足げに頷うなずき、そして、振り返って、言う。

「本当に、誰かが、神代島のガイドブックを持っているのだろうな」

　そういえば、そんなことも言ってたっけ。

「まあ、多分な」

　適当に流しつつ、財布と携けい帯たい電話を取り出し、ポケットに突っ込んで、透は立ち上がった。一足先に飛び出した少女が、当然のように、自転車の後部座席に座っている。

「さっさと出発しろ」

「またおれがエンジンかよ」

　自転車に跨またがり、重い一踏ぶみ目に体重をかけながら、透は呟つぶやいた。

「お前も、自転車買ってやろうか」

「一人のときは、歩くからいい」

「練習すれば、すぐに乗れるようになるから」

「乗れない訳ではないぞ」

「だったら自分専用のあった方がいいだろうが。重いし」

「なんでお前はそういうことを言うのだ」

　ふてくされたような声とともに、背中に少女の重みが来た。後ろから回された腕うでに、ぐいっと力が入る。「さっさと行け」



　旧校舎の三階にあった部室は、八月一日のあの事件をきっかけに、一階へと変へん更こうになった。部室長屋の一室から、使われていない空き教室へ。部屋自体のスペースは倍くらいに広くなり、黒板も備え付け、後ろのロッカーも個人個人が使えるようになった。窓も増え、出入り口は部屋の前方後方の二箇か所しよとなり、かなり余よ裕ゆうのある空間になった──



    

  
    
      　筈はずなのだが、

　やっぱり、根本的には、何にも変わっていない。無む秩ちつ序じよに置かれた長机と乱雑に突っ込まれ並べられた本ほん棚だな、古びたパイプ椅い子す。壁かべには以前と同じ柱時計が掛かけられ、窓まど枠わくにはこれまた、以前と同じカレンダーが張られている。部屋が広くなった分、ガラクタも増える。まさにダメ事務所の見本みたいな空間だ。

　そう広くもない部屋の中に、既すでに、先客がいる。学園行事準備室の面々だ。部長（何故か、みんなには会長と呼ばれる）の兵ひよう藤どう会長、丸まる刈がりだけど別に野球部ではない鳥と羽ば、今時珍めずらしい、三つ編みメガネ女子、七なな尾お。そして、羽は幌ほろ。以上、四名……って、あれ。

「あの」

　透は、誰に言うともなく、声を出した。

「灯璃は？」

　灯璃も、部の一員のはずだか。何でいないんだ。まさか、旅行に来れなくなったんじゃないだろうな。

「ああ、不破君か」

　黒板の前に座っていた兵藤会長が、重々しく口を開いた。

「個人的な理由で、三十分ほど遅おくれるそうだ。連れん絡らくがあった」

「そうですか」

　努めて、何気なく返事。やっと会えると思ったのに。ちょっと残念。まあ、遅れても、来るって事は、旅行自体には参加できるんだろう。

「おーっす。ひーちゃん。そんな所突つっ立たってないで、こっちきて、こっち」

「ありがと」

　七尾が示したパイプ椅子に、深く腰こし掛かける。

「あれ？　お前、一人か？」

　鳥羽が、開きっぱなしになっている教室前方入り口を見て、呟いた。

「あの子……由宇ちゃんは？　連れて来るんじゃなかったのか？」

「いや……連れてきたけどさ」

　透は首を振ふった。自転車置き場までは、一いつ緒しよだったが、

「図書館に寄ってから、来るってさ」

　十葉高校図書館は、一応、部外者の入館禁止だ。だが、別に学生証をチェックする訳でもなく、そもそも、司書さんがかなりお年を召めしている事も合わせて、正直、ザル警備。堂々と入っていけば、特に何を言われることもない。学園祭の時、あいつはそれを、まんまと学びやがった。

「船せん舶ぱくの資料を探すとか言って……って、おっと」

　言って、思い出した。神代島のガイドブック。あの時はああ言ったが、果たしてここにあるだろうか。立ち上がり、本棚をチェックする。

「七尾のお兄様が許可した事もあるし、連れて行くのは、かまわんが」

　兵藤会長は、長机の上で腕を組み、重々しく言った。

「現場では、責任を持って、ちゃんと管理・引率するように」

「はい」

　背中で返事しつつ、本棚の背表紙に、指を滑すべらせていく。種類バラバラ、サイズまちまち、色とりどりの背表紙が、統一感なし規格様々の本棚に無秩序に突っ込まれている。学園事業実行部の数十年の歴代蔵書だ。今となっては、なんの役に立つのか、何かの役に立つのか、いまいちハッキリしない本まで、ぎっしりと……

「何か、探し物かね」

「いえ、ちょっと、由宇に頼たのまれて……ガイドブックを」

　……あった。伊い豆ず諸島ガイドブック。ちょっと古いが、こんなもん数年経っても大して変わらないだろう。良かった。もし無かったら、怒おこられる所だった。

「ちょっと、これ、借りますね」

　言いながら、本棚からガイドブックを取り出す。その手元を見つつ、会長は呟つぶやいた。

「最近、氷見君は、あの子に、だいぶ手間をかけているな」

「そうですか」

　あんまり、意識してはいないんだが、そうなんだろうか。

「いい事だと思うぞ。それは。……私が言うことでは、ないかも知れんが。

　よし、では、……という所で、」

　気を取り直すように、会長は呟いた。

「ちょうど、時間だな。集合予定者は、全員そろった」

「え？　これで全員ですか？」

　ガイドブックを本棚の上に置いて、振り返る。集合者は、自分を合わせても、五人だ。文化祭の時には、もっといた筈なのに。

「三年生は、色々と忙いそがしくてな」

「……そうですか」

　まあ、受験とか進路とか、色々あるんだろうなあ。この時期は。ちょっとした感傷と共に、パイプ椅子に腰掛ける。……そういえば、この人も、兵藤会長も三年生の筈なんだが……。まあいいか。この人は、文化祭準備の時も、あれほどの激務をこなしながらも、成績はトップクラスをキープしていた。今いま更さら、後こう輩はいがどうこう言わなくても、やるときはやるだろう。

「それでは、これより、十葉高校学園事業実行部、第三十六回臨海宿しゆく泊はく事業について、第二回討議を開かい催さいする」

　この人のこの堅かた苦くるしい物言いは、わざとやってるのだろうか。それにしては、『普ふ通つう』に喋しやべってる所を見たことは無いが。この人、家では、どんな生活をしてるんだろう。

「去る八月六日、七尾君のお兄様のご協力を得て、往復チケット、並びに宿しゆ泊くは券くけんを購こう入にゆうした。後日、配付するから、各自、責任を持って、代金を口座へと振り込んでおくように。船が出るのは十一日の午後十一時、東京の竹たけ芝しば桟さん橋ばしからだが、さて」

　よく通る声とともに、チョークで黒板に関東地方、伊豆諸島の地図が書かれていく。絵もうまい。

「さて、何か、意見、質問が」

「はいはーい」

　会長の言葉の尻尾しつぽをとっ捕つかまえる勢いで、七尾が手を上げた。

「七尾妹ちゃんから、提案がありまーす」

「何だ」

「私、六本木の東京ミッドタウン行きたいでーす」

「ふむ、十一日午前は、東京を観光ということだな」

　会長は頷うなずき、横にいる鳥羽に「書記、頼む」と告げた。

「えーっ。記録とるんですかこんなのまで」

「学生の身分で、遠出しようというのだ。ケジメは必要だ」

「はい」

　素直に頷き、棚たなから記録ノートと、ついでに、東京の地図つきガイドブックを取り出す。こいつは、根本的には真面目なんだ。ノートを開き、シャーペンを取り出して、姿勢を整え、一言。

「で、七尾。ミッドタウンとやら行って、何すんだよ」

「何ってこと無いでしょ」

　鳥羽の手から東京ガイドブックを強ごう奪だつしつつ、七尾は言う。

「うひょーすげー。都会ー。って、感動すんのよ。あっ六本木ヒルズも近いじゃん。うおっ見てよこの東京シティビュー。感動的だっ。セレブでスイーツでエグゼクティブだっ」

　会長の指の先で、カツカツカツという鍛きたえられたホテルマンのような音とともに、黒板に『セレブでスイーツでエグゼクティブ』の文字が書き加えられてゆく。この人はどこからが冗じよ談うだんなのかそれともどこまでも本気なのか、時々分からない。

「高いところならさ」

　おずおずと口を挟はさむと、七尾と鳥羽は口を止め、「ん？」という感じでこちらを向いた。注目されると照れる。こんな経験は、去年は、なかった。

「新宿の都庁でいいんじゃないの。あそこなら、入場料要らないし」

「あーダメダメ」

　どさっ、と東京ガイドブックを長机の上に投げ出し、七尾は手を振ふった。

「悪いけどダメ。あんなごっついの、お呼びじゃないよ。やっぱり私みたいなピチピチの少女はさあ、それなりにセレブでハイクオリティな場所に」

「一回、意味ちゃんと説明してみろお前」

　七尾のカタカナ羅ら列れつに、鳥羽が突っ込みを入れた。七尾はしかし、突込みを意に介かいした風もなく、性しよ懲うこりもなく言葉を続ける。

「おーそうだ。アルタ行こうぜアルタ。んでモヤイ見て１０９とか。んで、みんなで仲良くアシャレーヌに」

「アシャレーヌは芦あし屋やだ。東京には関係ないぞ」

　適切に訂てい正せいする羽幌。何でこいつはこんなことを知っているんだ。

「うっさいわね羽幌。こんなもんフィーリングよフィーリング。ああ、そうだ渋しぶ谷やのジュニア・ステーションとかにも行きましょう、そんで」

　渋谷か。一回、行ったことがある。東京に住んでた頃ころに。でも、あそこは。

「いや、七尾、あそこは小中学生メインで、高校生は」

「ババァはお呼びじゃねぇってさ」

　鳥羽が物もの凄すごく危険な纏まとめ方をした。

「大体、いい年こいて渋谷でもねーだろうが。あの辺基準だと、もう十五越こえたらオバハンってあぎっやあああああああ」

「ひーちゃんは、どこ行きたいの？」

　鳥羽の右わき腹に拳こぶしをめり込ませつつ、七尾は慈じ愛あいに満ちた微びし笑ようを浮うかべる。

「あー。その」

　ガイドブックを拾い、適当に捲めくって、目を止める。

「浜はま離りき宮ゆう旧庭園とか」

　海辺の日本庭園って、なんか、惹ひかれるんだよなあ。

「渋っ」

「浅草も行った事ないし」

「枯かれてるっ」

　会長は黒板の関東地図に環かん状じよ線うせんを書き加え、片手で曲芸のように時刻表を捲っている。羽幌の「携けい帯たい電話で調べられますよ……」の呟つぶやきに、「なぜそれを早く言わん」憮ぶ然ぜんと分厚い時刻表を閉じた。鳥羽は右わき腹にめりめりと食い込む七尾の拳を受け止めつつ「うおおおおおおおれは負けねええええ」という唸うなり声ごえと共に必死にノートに書記。

　このメンバーに灯璃と由宇を足して浅草なんて行ったら、一体どうなってしまうんだ。

「当日は、十九時から、竹芝で花火大会がある」

　黒板に、精密かつ見事な路線図を完成させ、会長はチョークを下ろした。

「できれは、それに間に合わせる形で、竹芝へ到とう着ちやくしたいが」

　花火大会なんてやってたのか。知らなかった。東京に住んでたっていうのに、全く。

「浴衣ゆかたとかも、用意した方がいいですか？」

「ひーちゃん。ワクワクしすぎ」

　やっと鳥羽を解放した七尾が、振り返って言った。

　ワクワクしすぎ、か。確かに、他人に指し摘てきされると、なかなか恥はずかしい。でも、仕方ないじゃないか。こんな事は、久しぶりなんだから。高校生になって、初めてなんだから。

　良かった。しみじみ思う。おれは、ここにいて、良かった。

「神代島の話か」

　開いていた教室入り口の扉とびらに、少女が姿を現した。

「おっ由宇ちゃんっ久しぶりっ」

　入ってきた由宇に向け、七尾はガッツポーズのように親指を立てる。

「今日もロリロリだねえ。いや眼福眼福」

「七尾、お前、なんだかんだ言って兄貴にそっくりいてててててて痛い痛い」

　微笑ほほえんだまま鳥羽の頬ほおを引っ張る七尾を不思議そうに眺ながめつつ、由宇は部屋の中に入ってきた。

　空いていたパイプ椅い子すに、まるで当然のように座り込み、ポケットからコピー用紙を取り出して、広げる。写っているのは、フェリーの写真だ。見つけて、わざわざコピーしてきたらしい。

　やっぱり、ワクワクしてる。

「出発は、明後日だぞ。今からトバしてたら、息切れするぞ」

　何気なく言った一言に、由宇は、ふと、顔を上げた。

「明後日……か」

　平へい坦たんに呟き、コピー用紙を、机の上に置く。

「そうだよ」

「そうだよねー。何するにしても、とっとと決めないと」

「三日後には、もう、船の中だな」

「そうだよ。少女。くれぐれも、事故のないように」

　会長がチョークを置き、由宇の方を見る。

「…………」

　由宇は、反応せず、無言のまま…………

「…………由宇？」

　呟くように、透は、声をかけた。

　由宇は、無言のまま、すっ…………と、立ち上がった。コピー用紙を、脇わきにどけたまま。

「……由宇？」

　何か、おかしい。立ち上がった少女の後ろ姿を見つめつつ、もう一度、名を呼ぶ。

「お前、」

　よく分からないけど、うまく言えないけど、

　──少女は、一歩、足を踏ふみ出した。

　せっかくコピーしてきた、フェリーの写真に、目もくれずに。

　…………今、こいつは、『また……』

「山田先生に、土産……いるな」

　羽幌の声、何にも気づいていない、温かい声。色しき彩さいのある世界から、漏もれてくる音。

　でも、

　寒気のような心境で、透は、ただ、確認する。

　こいつは、由宇は、今、『その世界』には、色彩の世界には、いない。

「ん？　どーしたの？　ひーちゃん。じっと見つめちゃって」

「いや…………」

　口だけで返事を返し、おそるおそる、そう、恐おそる恐る、立ち上がる。

　少女は、ゆっくりと、歩いていく。──色彩の世界を横切って、モノクロの少女が、歩いていく──

「あー。でもさあ、そうなのよ。由宇ちゃんの言う通り、よく考えたらさあ、出発はもう明後日なのよ。とっとと決めないとさあ、」

　希望に満みち溢あふれた、七尾の言葉を切きり裂さくように──

「一ヵ月後には、すでに、過去の一事象になっているな」

　モノクロの少女が、文字を吐はいた。言葉でもない、冷たい文字。

「…………え」

　七なな尾おが、モノクロの文字に反応した。まじまじと、発言者の後ろ姿を見る。色彩の世界が、モノクロの世界に触ふれて、波は紋もんを浮うかべる。

「…………由宇ちゃん？　何を、言って……」

「おいおい。由宇ちゃん」

　鳥羽が、その後ろ姿に声をかける。何にも、気づいていない様子で。

「ウツになる事、言わないでくれよ。なに、まだ八月も、あと半分、夏は」

「関係ない」

　芝しば居いがかった仕草で振ふり上げられる鳥羽の右手を、完全に無視し、きっぱりと、言う。言って、歩いていく。拒きよ絶ぜつするように。モノクロの世界が、色彩の世界に、ヒビを入れ始める。透は、固体のような唾つばを飲み込んだ。

「夏はこれから……って、え？」

　硬こう直ちよくした色彩が、鳥羽が、振り上げた右手を、空しく下ろした。

「残された時間など、関係ない」

　モノクロの文字、どうしようもない、モノクロの世界。はっきりと、分かる。

　今、こいつは、『また』。

「…………由宇？」

　空しく、言葉をかける。石壁かべをノックしているかのような、空しい感かん触しよく。

「時間は、経過するんだ──どうしようも、無いんだ」

　石の壁は、何の反応もしなかった。モノクロの世界は、微び動どうだにしなかった。

「いくら、時間が残されていようと、同じなんだ。

　結末からの、終末からの観測は、常に、必然事じ項こうとして──」

「ねえ、」

　七尾が、立ち上がった。

「──約束されているのだから。そこまでの時の大小など、関係ない。──『いずれ来る』」

　モノクロの世界が、色彩の世界に、亀き裂れつを作っていく──

　静まり返った教室の中、機械の再生のような、由宇の声──

　静かだ。透は、実感した。ここは、とても静かだ。

　さっきまで色彩は、光ひかり輝かがやく光景が、まるで、幻まぼろしであったかのように。

「『いずれ来る』──遅おそくとも……そう、百年後には。……みんな、こんな形をしていた。私が見てきたものも、みんな、こんな形をしていた。…………、千年後には、万年後には、

　…………そうだ、私は」

　七尾が、その後ろ姿を、怪け訝げんに見つめ、そして、こちらを見る。いや、七尾だけじゃない。ふと気づくと──みんなが、こちらを見ている。

　どうしたらいいのか、何を言えばいいのか、その答えも出せないまま、

「由宇──」

　透は、名を呼んだ。名を呼ばれた少女は、壁に向かったまま、振り向きもせず、目の前のカレンダーに、ゆっくりと右手を伸のばし──

「…………」

　その、右手の先に、すぐ前に、目の前の、開きっぱなしの扉とびらの前に、

「うふふ」

　灯璃が、出現した。

「あっ」

　はっ、と、今、目覚めたように、今、正気に帰ったように、由宇は、右手を止める。

「ふふふふふふふふふふふ」

　由宇の目の前、ほんの目の前に、まるで、神しん出しゆ鬼つき没ぼつの魔まじ術ゆつ師しのように出現した灯璃は、そのまま、きっかり三秒間、狩しゆ猟りよ者うしやの瞳ひとみで少女を見つめ、そして、

「いたああああああああああああっ由宇ちゃんはっけーん！」

　獲え物ものに襲おそい掛かかるグリズリーのように両手を掲かかげ、問答無用の力ずくで、目の前の小さな身体からだを抱かかえ上げる。

「な、何をっ」

「捕とらえたああああ由宇ちゃん捕らえたああああああああ」

「こ、こら、放せ……」

「ひゃああああじたばたしてるううううううよっしゃあああああああ」

「この……」

　まさに、文字通り、問答無用。何の反論も何の抵てい抗こうも許さない勢いで、

「うっひょおおおおおおおおおおあああああああああああああ」

　まるで荷物のように小こ脇わきに担にないだそのまま、ヒロインを攫さらった巨きよ大だいゴリラのように、獲物を奪うばったマシラのように、走り去ってゆく。

「うおわああああああああすべすべしてるううううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　遥はるか彼方かなた、廊ろう下かの果てへ消えてゆく、けたたましい足音と、甲かん高だかい叫さけび声ごえ。これが遠近法ってヤツか。多分違ちがうけど。

「……………………」

　嵐あらしが、去った。

　アイツは、灯璃は、由宇しか見ていないのか。毎度の事ながら、ちょっと落ち込むというか、なんと言うか。

「……なんか、灯璃さ」

　鳥羽が、呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。

「いつもにも増して、トバしてないか？」

「ああ、そう言えば」

　同じく、魂たましいを抜ぬかれたような顔で、七なな尾おが一言。

「昨日、電話で『由宇ちゃんに会いたい頬ほおずりしたい身体弄いじり回したい会いたい会いたい』って、なんかの禁断症しよう状じようみたいに」

「ああ、そんなに…………」

「放置すれば、治る」

　会長が、言った。

「…………」

　なんとなく、沈ちん黙もく。

　次に、誰が、どう動くべきなのか……何を言うべきなのか……そんな、空気。

「………………ってえ事でえっ！」

　それを力ずくでフリ払はらうように、七尾が叫んだ。

「そういや、ひーちゃんっ」

　三つ編みを振ふりかざし、こちらの方を、びしっ！　と指差す。

「アンタ、まだあの子の世話してるの？　確か従い姉と妹こだっけ」

「ああ、まあ……」

　曖あい昧まいに頷うなずいて、言葉を続ける。

「……あの、叔お父じさんがさ、なんか最近、新部署に異動になったらしくてさ」

　そう言えば、こんな事言っておいて、なんだけど、最近、叔父さんにも会っていない。

　あの人って、何の仕事をしていたっけ。

「叔父さん、確か、公務員……なんだけど。新しい所は、やたら忙いそがしい部署らしくて」

「ええっ。公務員って『忙しい部署』なんて、あるの？」

「いや、そりゃあるだろ」

　大おお仰ぎように驚おどろく七尾に、鳥羽が芸人のように突っ込みを入れた。

　……公務員といえば。脳裏に、金きん髪ぱつ黒づくめ姿が、浮うかんだ。栗くり林ばやしさん。

　あの人も、一応、公務員なんだ。『特とく殊しゆ犯罪対策室』所属の、警察官なんだ。

「月めくりカレンダーが、日めくりになったとか？　そりゃ凄すげえ。仕事量三十倍だわ」

「仕事はカレンダーめくるだけかよ」

「ビリッと一発。それで腱けん鞘しよ炎うえんになって病欠半年」

「お前、公務員に偏へん見けん持ちすぎ！」

「…………」

　鳥羽と七尾のやり取りを見ながら、無言で、ポケットの中の財布を、確認する。

　……あの時、あの人に貰もらった名めい刺しは、まだ、財布の中で、眠ねむっている。

『用があったら、電話をください』と言われた電話番号は、まだ、片かた隅すみに、残っている。

「でもさー」

　鳥羽との漫まん才ざいを終えた七尾が、パイプ椅い子すに座りながら、しみじみと一言。

「あんな子がしょっちゅう遊びに来てたら、そりゃ大変でしょー」

「まあ……その」

　眼鏡越ごしの視線を受けて、思わず、目を逸そらす。

　大変、かもしれない。確かに。

「その…………」

「……いや、あの年とし頃ごろの女の子って、不安定だからねー」

　照てれ隠かくしのように伸のびをしつつ、何気ない調子で、喋しやべってくれる。

「今まで見えなかったものが、一気に見えてくるもんだから、さ」

「今まで……か」

　天てん井じようを見上げて、透は考える。

　今まで、見えなかった。どころじゃない。

　あいつは、『知らなかった』んだ。ほんの、半年前まで。

　そして、最近……ヒトになった。

　じゃあ。白い天井を見つめたまま、考え込む。

　あいつは、ヒトになって、今までとは違ちがう視点を手に入れて、

　そして、『何を、見ているんだ？』

「ああそういえば」

　鳥羽が、ふと、思いついたように七尾の方を見た。

「お前も、中学入った頃ころに、なんかこう、センチメンタルな詩集を」

「あっちょっと待って。そのころの話はしないでっお願いだからっ」

「なんか自作のポエムみたいなのを、ノートに」

「ちょっと待ってええええそれ以上思い出すなああああ」

　七尾の叫さけびからすばやく逃のがれるように長机の向こうに移動しつつ、鳥羽は朗読を始めた。

「『この世界はガラスのように……』とか」

「うわあああああコイツ覚えてるよおおおおいやあああああ」

　両手で顔を押おさえて全力でかぶりを振る。はずみで三つ編みがぶんぶん振りまわった。

「『私たちはそれぞれ孤こ独どくな旅人……』とか」

「いやあああああ止めてええええ思い出させないでええええ」

　叫びとともに椅子を蹴けって立ち上がり、その勢いで過去からの襲しゆ撃うげ者きしやに襲おそい掛かかる。だが長机を中心に対角線移動をする鳥羽を、なかなか捕つかまえられない。

「『世界の真実に気づいた私は……』」

「いい加減にしろこのクソハゲがッ！」

　長机を飛とび越こえ、ほとんど殺意満まん載さいの飛び蹴げりを鳥羽の脳天に叩たたき込み、七尾はそのまま吼ほえた。

「ガキなんてのはなぁ、たいてい正気じゃないのよッ！」

　開き直りだ。

　力をなくした哀あわれな犠ぎ牲せい者しやの身体を放り出し、ふーっ、ふーっと息を整え、額の汗あせを拭ふきつつ、斜ななめ45度上方を見み据すえつつ、歴戦の勇者のように、一言。

「若かった…………本当に！」

「何、遠い目してんだ」

「まあ、冗じよ談うだんはさておき」

「冗談ってお前、鳥羽、死に掛かってるんだけど。あっ血がっあっ痙けい攣れんしてるっ」

「冗談で生きてるよーな男だから、それくらいでいいのっ！」

　なんて事を言うんだ。

「大体、くだらねー事グダグダ考えて、モンモンネチネチがカッコいいとか、そういう発想してるうちは、ガキなの、ガキ。要するに、若年性ノイローゼってヤツ？

　ああ恥はずかしい。ああ思い出したくない」

　ふん、と鼻を鳴らし、真っ直すぐに前を向く。

「──あのさ、」

　一いつ拍ぱく置いて、声をかける。

「お前は、なんで、そういうのを、止めたんだ？　なんで……えっと、その」

「なんでそんなに魅みり力よく的てきになったの？　ってか？」

「あ、いや、まあ」

「うわ、何その適当な言い草。傷つくわー。……ん、そうね」

　少し、真面目な顔になって、一言。

「まあ、オヤジのおかげかなあ」

　それだけ言って、目を逸そらす。それ以上のことは、聞けそうに無い。

「保護者っつーのも、大変よね」

「大だい丈じよ夫うぶさちゃんと避ひ妊にんしたら」

「復活すんな鳥羽！　あと、下品禁止！」



　会議は、夕方になって、やっと一応の結論が出た。とりあえず十一日は、始発で十葉駅を出発という事だ。なかなかの強行軍。まあ、何とかなるだろう。

　……それよりも。

　…………

　家に帰り、食事を済ませて、風ふ呂ろへ入るまでの空白時間。

「なあ、由宇」

　食堂の椅い子すに座り、持ち帰った東京観光ガイドブックを見ながら、居間にいる由宇に、さりげなく話しかける。

「……お前、」

　ページをめくる。派手なカラーの紹しよう介かい記事は、さっきから、全く頭に入って来ない。

「何か、悩なやみでもあるのか？」

　コタツ布団ぶとんとコードは、もう片付けた。残っているのは、コタツ机だけだ。

　コタツ机の前で、少女は、今日も、神代島のパンフレットを眺ながめている。

「私は、別に、悩みなど無いぞ」

　パンフレットから目を離はなさず、少女は呟つぶやいた。

「…………」

　その顔を、顔色を、表情を、観察する。

　いつもの顔。無表情のようで、でも決してそうではない、いつもの由宇の顔。

　──いつもの顔、の、筈はずだ。

　正直、よく分からない。本当にいつも通りか、と聞かれたら、絶対にそうだ、間ま違ちがいない、なんて、言えない。

「下らん迷い事など、ない」

　言い捨てて、ページをめくる。

　とぼけている──。の、だろうか。それとも、本人も、よく分からないのだろうか。

　じゃあ、あの言動は、最近の、あの言動は、本人すら、意識せずに──

　何も、ハッキリとしない。

「三日前、な」

　引き出しから財布を取り出し、名めい刺し入れを開く。

「栗林さん──に、たまたま会って」

「また、会ったのか」

　こちらを見もせずに、軽く、言う。

　どんな意図を込めた言葉なのか、さっぱり分からない。

　何を考えているのか、何も考えていないのか、

　何を思っているのか、何も思っていないのか、さっぱり、わからない。

　どこからどこまで話せばいいのか、どこからどこまで黙だまっているべきなのか。

　何が正解で、何が不正解なのか、全然、分からない。

　家に、人間が一人、増えるということは、本当に、大変なことだ。

「何か、困ったことがあったら、連れん絡らくしてくれ──って」

　言いながら、財布から名刺を取り出す。

『連絡しなければならない、困ったこと』その内容を、口にすることは、出来そうにない。

「でもさ」

　名刺を両手で掴つかみ、力を込める。電話番号が書かれた紙切れは、あっさりと、真っ二つになった。

「…………いらないよ、な」

「当たり前だ」

　由宇は、あっさりと呟つぶやいた。

「私には、他人の助けなど、必要ない」

　いつも通りの、意志の強いツリ目が、こっちを向く。

「お前もだ。透」

「そうだよなあ」

　意識して軽い口調で、名刺をばらばらにし、ゴミ箱に捨てる。

「もう、ぬいぐるみで葬そう式しきとか、止めとけよ」



　──あの日、三日前の、あの日。二人で『十葉商店街』へ。行った日。

　帰ったら、白黒犬ぬいぐるみの腹に、カッターナイフの、十字傷がついていた。

　無む慈じ悲ひな致ちめ命いし傷ようの穴が、ぬいぐるみの胴どう体たいに開いていた。

　開いた穴から、中の綿が、動かない臓器のように溢あふれ出ていた。

「こいつは、死んだんだ」

『死んだ』ぬいぐるみの前で──

「だから、葬式をしなけりゃいけないんだ」

　カッターナイフを持った少女は、そう、説明した。

「葬式には、参列者が必要なんだ」

　どこから調達したのか。この家の、どこに、そんなものがあったのか。

　真っ黒で、短めなタイトドレスのようなワンピース。黒無地の手てぶ袋くろに、顔を隠すモーニング・ベール付き黒帽子。葬式用の洋服に身を包んで、

『冠かん婚こん葬そう祭さいのマナー』に載のっていそうな、死者を送る装束、そのままの姿で、

「だから、赤白を、手に入れてきたんだ」

　少女は、ゲームセンターの景品を、赤白犬のぬいぐるみを掲かかげた。

「死んでしまった白黒を、こいつは、見送るんだ」

　喪も服ふく姿すがたの少女は、そのまま、真しん剣けんな眼まな差ざしで、切きり裂さかれた白黒犬を、指差した。

「──たった一人で、見送るんだ」



「──アレは、さ、あの遊びは──悪あく趣しゆ味みなんだよ」

　過去の幻げん影えいを振ふり払はらい、透は言った。

「当たり前だ」

　現在の由宇は、机の前に座ったまま、瞳ひとみを吊つり上げ、はっきりと宣言した。

「あんな事は、もう、出来ん」

「そうか」

　視線を受けつつ、無理をして、笑顔を作る。

「そうだよな」

　笑いを作りながら、思う。

　……解決した、のだろうか？　これで、由宇は、元通り、なのだろうか？

　奇きみ妙ような行動は、奇妙な言動は、綺き麗れいさっぱり、無くなるのだろうか。

　本当に？



「ふ──」

　湯船に身体を浸つけ、透は息を吐はいた。今日は、疲つかれた。

　何だか分からないけど、物もの凄すごく、疲れた。

　湯船から手を伸のばし、シャワーの蛇じや口ぐちをひねる。近代的な給湯設備なんてものは、この家にはまったく無む縁えんの代物だ。付いているのは、古い、旧型の給湯器。赤い蛇口をひねっても、すぐには温かい湯なんか出やしない。最初の一分くらいは、冷水だ。

　湯船の中から、冷水の雨を眺ながめつつ、血行の良くなった頭で、なんとなく、考える。

（百年後には、みんな、滅ほろびている──か）

　どういう意味なんだろう？　いや、言葉の意味は、勿もち論ろん、分かる。

　それを、あんなところで、あんな風に発言する意味が、分からない。

　……何を、考えているんだろうか？

　ちょっとみんなに注目されたくなって、悲観的で衝しよ撃うげ的きてきなことを言ってみた──

　──まあ、よくある発想では、ある。

　でも、なんとなく、あいつのアレは、そういうのとは、違ちがうような気がする。

　あいつは、もっと、個人的な事情で、アレを口にしたんじゃないか──そう思う。

　あの場で、あの言葉を言わなければならなかった、その理由は、ちょっと目立ちたかったとか、そういう外側のものじゃなく、他でもない、あいつの中にあるんじゃないか──

　それが、何か、は──

（一ヵ月後には、八月も終わり……）

　そういえば。流れるシャワーが、もくもくと湯気を出し始めた。やっと、湯が出てきた。

　あとからあとから生み出される高こう濃のう度どの湯気が、狭せまい風ふ呂ろ場ばを埋うめ尽つくしてゆく。目の前が、真っ白になってゆく。だが、立つ気にならない。湯の雨を見つつ、湯船の中で、思考が脱だつ線せんを始める。

　そういえば。今まで、そんなこと、考えもしなかったけど。

　あいつ、九月から、どうなるんだろう。

　あいつ、新学期から、どうするんだろう。

　夏休みが終わって……学校が始まっても、あの、戸こ籍せきのない少女は……

「透」

　脱だつ衣いじ場ようから聞こえてきた少女の声で、脱線した思考が、元に戻もどった。

「何だよ」

　立ち上がり、湯船を出て、シャワーの温度を調整し、その前に座る。

「…………」

　返事は、返ってこない。代わりに、

　ガラッ、と、風ふ呂ろの戸が、脱衣場と風呂場を隔へだてる仕切りが、開いた。

「うわっ」

　思わず、振り返ろうとして──思いとどまる。振り返るとヤバい。色々とヤバい。

「なっ何してんだお前。何いきなり開けてんだよ、お前」

　背後で、少女の気配がする。風呂場の戸を開けたまま、突つっ立たっている少女の気配。

「おれが今使用中でっ。いや、確かにちょっと長なが風ぶ呂ろだったけど、まだ一時間も経たってないしっ」

　口はまくし立てながらも、耳は動いている。背後で、少女の場所で、何やら音がしている。衣きぬ擦ずれの音と、軽い布が、床ゆかに落ちる音。……つまり、

　服を、脱ぬいでいる音。

　何を、やってるんだ、こいつは！

「ああっそうか失うせ物か。あいにくここには目ぼしい物なんかないから他を当たって」

　とさっ…………という、軽いものが落下する音を最後に、何の音も、しなくなった。少女は動かない。その場を動かない。開けっ放しの戸から、風が吹ふき込んでくる。寒い。いや、そんなことは、どうでも良くて。

「いや、ちょっと待てよお前。なんで突っ立ってるんだよお前。何で、服を…………お前、とっとと」

　前方を、湯気に煙けぶる黒いシャワーのホースを見み据すえながら、上ずった声でまくし立てる。

「透──」

　後ろから、湯気越ごしに、少女の、囁ささやくような声が響ひびく。何言ってんだコイツ。用があるんならとっとと済ませてさっさと出て行けよ。何考えてるんだ──一体。

　後ろに立つ、服を脱いだ少女は、

「透────」

　風呂場に、一歩、入ってきた。

「おおいっちょっと待てっ何やってんだよお前っ」

　何考えてんだ。何言ってんだ。何考えてんだ。頭ず蓋がい骨こつの裏側を、無意味な言葉が埋め尽くす。言葉の群れに押おされそのままサボタージュを決め込もうとする脳みそを意思の力で無理矢理何とか持ち場に戻し、叱しつ咤た激げき励れいの末、一つの結論をひねり出す。

「分かった風呂入りたいんだな。一刻も早く。分かった。ちょっと長風呂過ぎた。今出るから。すぐ出るからちょっと待て」

　振ふり返る──そこからは、一気。入り口に立つ由宇の方をなるべく見ないように、なるべく見られないようにしながら、ほとんど神速のような勢いで隙すき間まを突とつ破ぱ、脱だつ衣い所に移動。我ながら神がかったような精密かつ迅じん速そくな動作で着き替がえの下着を着た所で──

「──怖こわい」

　後ろから、むき出しの細い腕うでが、首に巻きついてきた。

「ちょ──」

　何を、やってるんだ。

　顔が火ほ照てるのは、心臓が激しく動き出すのは、風呂上がりだからじゃない。

　何を──やってるんだ、こいつは──

「お前」

　べったりと。少女が、もたれかかってくる。まさに、密着するように。

　この姿勢は──この姿は──この状じよう況きようは──

「ちょっと、お前」

　震ふるえる手で、少女の腕を掴つかみ、そっと引っぱる。

　逆効果だった。少女の腕に、さらに力が込められる。後ろから、身体を、さらに押し付けてくる。コイツは今、ひょっとしたら、全力を出している。離はなれない。

　全力で、こっちに、しがみ付いている。

「…………ふ、服を」

　背中に、温かい身体の感覚、首に、柔やわらかい腕の感覚。

「おい、服を、着──」

「私を──」

　そして、耳元で、吐と息いきの感覚──これは──

　いや、ダメだ。

　おれは、そんな事を、考えては、いけない。

　──そんな事を、考えている場合じゃない！

　そう。心の奥おくで、確信する。

　今は、そんな場合じゃない！

　コイツは、今、尋じん常じようの状態じゃない！ 

「私を──一人に、しないでくれ」

「何を、」

　腕の力が、さらに強くなる。このまま、絞しめ殺ころされるかも──そんな、現実離ばなれした、それでも、やけにリアルな想像。

「何を、言っているんだ」

「怖い──」

　何を言っているんだ。何を言っているんた、こいつは──

　万力のような力、胸もろとも肺を握にぎりつぶすほどの力、苦しい息の下で、再び、脳が空回りを始める。怖いって何だ？　何やってるんだこいつは？　何が怖いって？　一人でいるのが？　なんで怖いって？　一人で風ふ呂ろに入ってたのが、怖い？　一人で居間にいて、怖くなった？　なんで？　何を言っているんだ？　何を怖がっているんだ？

　暗い所で、一人でいると、お化けが出る──まさか。そんな──

「寂さびしい────」

　寂しい。新しい単語。でも、分からない。何が寂しい。何が怖い。

「…………お前は、」

　くっついたまま、少女は、口を開いた。

「お前も、死ぬのか？」

　─────!!

　穴が開いた。精神に、穴が開いた。

　穴の奥で、魔まが笑っていた。

　魔は、金色の髪かみをしていた。

　唾つばを飲み込み、もう一度、少女の腕を掴つかむ。

「透──私と──」

　少女は、熱っぽい言葉を、熱に浮うかされたような言葉を、吐はいた。

「私と────」

「由宇!!!」

　肺に残った空気を総動員し、力の限り、怒ど鳴なる。少女が、硬こう直ちよくしたように、腕うでの力を抜ぬいた。その一いつ瞬しゆんで、少女の腕から身体を引き抜き、落ちていたＴシャツとズボンを穿はいて、バスタオルを少女に押おし付ける。それでも突つっ立たっている少女に、無理やり、身体を縛しばるようにその身体を覆おおって、

「ちょっと……来い、お前」

　ほとんど力ずくで腕を引き、居間へと連れて行く。少女は、まるで人形のように、素直に引っ張られ、付いてきた。

「お前……何を、……」

　居間の畳たたみに座った由宇は、俯うつむいたまま──髪で顔を隠かくしたまま、同じ言葉を、呟つぶやいた。

「私を、一人に、しないでくれ──透」

「何を」

　それを見ながら、透は、呟く。誰に言うとも無く、殆ほとんど、独り言のように。

　何を、言っているんだ、一体。

　おれが、風呂に入っている間、こいつは、一体、何を、考えてたんだ。

　何を、考え付いたんだ。何を、見たんだ。

「ぬいぐるみは──」

　ああ、そういえば。唐とう突とつに思い出す。そういえば、あのぬいぐるみ、赤白犬のぬいぐるみは、どこへ行ったのだろう。あの、葬そう式しきゴッコを最後に、見ていないが──

「あいつは──」

　俯いた少女は、暗黒のように、呟いた。

「もう、いない」

　戦せん慄りつのように、思いつく。さっきの、こいつのセリフ。

「『あんな事、もう、出来ない』」

　もうやらない…………ではなく、

『もう、出来ない』。

「あいつも、死んでしまったんだ。

　……バラバラになって、死んでしまったんだ」

　──何故か、確信した。

　こいつは、赤白犬をも、バラバラにした。カッターナイフで。

「みんな、死んでしまった。白黒と、赤白は、死んでしまった。

　あいつらの世界は、時が来て、滅ほろびてしまった。もう、取り返しは、つかない」

　なんで、そんな事を、何で、そんな──

「寂しい──」

　思わず──立ち上がりそうになった。

「私を──一人に、しないでくれ」

「────」

「消えないでくれ──いなく、ならないでくれ」

　乾ききった口の中を、唾つばで湿しめらせ、何とか、言葉を吐く。

「別に、消えてなくなったり、なんて」

「うそつき」

　怖こわい、と思った。

　この子供は、怖い。本当に、そう思った。

「私を、一人に──」

　なんで怖い。空しく、反論する。

　こいつは、由宇じゃないか。こいつは、あの、笑っていた、少女じゃないか。

　三日前、あんなに笑った少女じゃないか。旅行を、楽しみに、ワクワクしていた少女じゃないか。まだ、不安定だけど、慣れない事も多いけど、少しずつ、人間に近づいていっている、少女じゃないか。なんで──怖い、なんて、

　視線を、少女に、戻もどす。

「う」

　怖かった。

　少女は、右手に、カッターナイフを握にぎっていた。

「！」

　工作用の、極大のカッターナイフ。大きな刃やいばを持つ、身近な寸鉄。

　少女の指先の動きとともに──刃が、出てくる。カチッ、と。

「お前は──私と、一いつ緒しよにいる──と、」

「…………」

　足が震ふるえる。本当に震えているのは、身体からだじゃない。

「ずっと、一緒にいる──と、言うのなら──」

　震えているのは、おれの、魂たましいだ。

「いなくなる事は──ありえない、筈はずだ──」

　調子の外れた言葉とともに、カチ、カチ、と刃が出てくる。人を傷つける、尖とがった金属片。

「だから──死なない、筈、だ」

　何を──こいつは、何を、

「だから──」

　刃は物ものが、伸のびきった。殺傷力抜ばつ群ぐんの鋼鉄が、その抜ぬき身みをあらわにする。

「だから、試してみるんだ！」

「──！」

　ずどん！

　古びた畳たたみに、穴が開く。避さけなければ、刺ささっていた。おれの身体に。

　凍こおりついたような脳を押おしのけて、煮にえるような本能が、悲鳴を上げる。

　飛び退すさらなければ、いま、穴が開いているのは、お前の身体だった。

　畳に、冗じよう談だんのような深さにまで突つき刺さったカッターナイフ、

　それを、無表情で一息で引き抜き、もう一度、呟つぶやく。

「うそつき」

　同じ調子で、言葉を吐はく。

「お前も──」

　あいつと──『殺人宝石』と、同じ瞳ひとみで、少女が呟く。

「お前も、死んでしまうじゃないか！」

　ズガッ、という、やけに現実離ばなれした音と、感かん触しよく。右みぎ腕うでの、肘ひじあたりに。

　恐おそる恐る、確認。目に映ったのは、赤色。血だった。

　カッターナイフの刃が、おれの、腕うでを、切きり裂さいていった。

　右腕を、切られた。

「う…………」

　限界だった。

「わああああああああああああ！」



    

  
    
      五章　果て






　十葉商店街が、夜の闇やみに包まれている。

　かつての色しき彩さいの光景が、モノクロの世界に、覆おおわれている。

　旅行代理店の看板はしまわれ、ゲームセンターは電源を落とし、ハンバーガー屋のポップは片付けられ、全ての店で、明かりが消えている。全てのものが、闇に包まれている。

　光がなくなった、黒と灰色の世界。月明かりの中央公園。

　勿もち論ろん、あの時と、たった三日前の、あの時と、何一つ、変わっていない。

　ヒメリンゴの木も、ハンバーガー屋の椅い子すも、ゲームセンターのクレーンも。

　全ては、あの日のまま、あの時のまま、ただ、そのまま、そこにある。

　同じ場所、あの時と変わらない、同じ場所。それなのに。

　もう、ここには、誰もいない。誰もいなくなってしまった。

　時が過ぎてしまった。ただ、その事実だけで、こんなに、輝かがやきはくすんでしまう。

　──こんな事は。

　こんな事は、最初から、分かっていた事なんだ。

　少し前、たったの、一年半ほど前にも、経験した事じゃないか。

　全ては、なくなるんだ。なくなった物は、取り戻もどせないんだ。

　そんなこと、分かっていた筈はずじゃないか。

　ベンチの上で、ただ一人、透は項うな垂だれる。

　また、喧けん騒そうは、戻ってくる。また、光は、戻ってくる。また、明るい日々が戻ってくる。

　なぜ、そんな事が言えるのだろう。なぜ、そんな、無責任な、無む根こん拠きよな事を──

　もう、世界は、元には戻らないかもしれないのに。

　もう、世界は、滅ほろびてしまったのかもしれないのに。

　もう、二度と、取り戻せないかもしれないのに。

「……」

　ふと、

「…………」

　気づく。

　誰かが、いる。透は、顔を上げ、辺りを見回した。

　光の消えた世界──闇の中央公園に、誰かが──

　自分以外の、誰かが、

「………………」

　いた。

　月の光と闇の公園、まるでモノトーンの静物画のような、静せい寂じやくの風景の中、

　ただ静物画のようにそこにある、黒い樹木と、その根元のベンチの上で、

「──」

『殺人宝石』が、座っていた。たった一人で。

　たった一人で、終わってしまった光の世界で、闇の中、少女はそこにいた。

　この世のどこをも見つめていない、暗黒の瞳ひとみで、少女は変わらずに、そこにいた。

「あ──」

　口を開いて、何か、音を出そうとして──やめた。

　ひょっとしたら、光の全てが幻まぼろしで、あの少女だけが、本物だったのかもしれない。

　そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい空想をしながら、透は、そっと、少女を見つめる。

「…………」

　この少女は、何者なのだろう。

「…………」

　この子は、何を見ているのだろう。

「…………」

　そして──何者に、なったのだろう。

　あるいは永遠に続くのかもしれなかった、静かな、単色の風景──は、

　唐とう突とつに、動きを取り戻した。

『殺人宝石』が、ベンチから、立ち上がっていた。

　絵画の少女が、動いている。足音も立てず。この世のものでは、ないような動きで。

　ただ、ゆっくりと、近寄ってくる。

「あなたは──」

　絵画が、音を出した。少女が、声を出した。

「あなたは────」

　洞どう窟くつの隙すき間ま風かぜのような、空白の音。

「あなたは、死にますか？」

　透は、少女を見上げた。目の前の、『殺人宝石』と、目が合った。

　あの時と同じ。空くう虚きよな顔。空っぽの瞳ひとみ。意味のない言葉。

「あなたは──」

　あの時、光の中で聞いた、その言葉。

「あなたは、死にますか？」

　あの時は、意味が分からなかった、その文字列の意味が、今なら分かる。

　この人は、絶望しているのだ。どうしようもなく。取り返しのつかない形で。

「あなたは──」

　ただ、意思もなく。

　ただ、繰くり返される、空しい問いかけ──に、

「──死にますか？」

「ああ」

　透は、答えた。

　答えて、立ち上がり、絶望の少女と、向かい合う。

「──あなたは」

　問いかけに返事が返ってきたというのに、質問者は、『殺人宝石』は、表情を変えたりしない。自分を、変えたりしない。

「あなたは──死にますね」

「ああ」

　透は、頷うなずいた。もう一回。

「死ぬよ」

　言葉に出して──分かった。

「死ぬんだよ」

　…………こんな事は、知っていた。

　こんな事は、ずっと昔から、一番最初の時点から、分かっていたことなんだ。

　そう、おれは、死ぬんだ。ヒトは、死ぬんだ。みんな、死ぬんだ。

　いつか、遠い日。けれども、永遠には程遠い、永遠では決してない、ひょっとしたら、明日かもしれない、ほんの、数えるのも馬鹿馬鹿しいような、刹せつ那なの先で、

「人は、死ぬんだよ」

　そう、おれは、死ぬんだ。おれだけじゃない。全てが、そうだ。

　ずっと、一いつ緒しよでなんか、いられない。絶対に。

　みんな、なくなるんだ。

　いつか、遠い日。けれども、永遠では決してない、ほんの僅わずかな時の先で。

「ヒトは、死ぬんだよ」

　そうだよ。

　冷たい、覚かく醒せいのような言葉が、月の闇やみに、染しみ渡わたってゆく。

「みんな、終わるんだよ。いつか」

　誰一ひと人り、何一つ、その事実から、逃のがれることなど、出来はしない。どれほど心が通じ合えても、どれほど楽しい日々を過ごしても、どれほど輝かがやかしい景色の中にいても。

　いつか──いずれ、絶対に、逃れようもなく、

　決して取り戻もどせない、遥はるか過去の記き憶おくとなって──

　全ての思い出の残ざん滓しが、ただの思い出の欠片かけらとなって──

「決して、取り戻せないんだよ」

　そして、それすら、なくなる。それぞれが、それぞれ、なくなってゆく。　

　そういうふうに、出来ているんだ──おれたちは。

　おれ達は、みんな、一人なんだ。

　みんないなくなって、全てがなくなって──最後は、一人、死んでいくんだ。

「死にます──ね」

「ああ」

　おれたちは、別々の、存在なのだから。

　おれたちは、それを、理解してしまったんだから。全てが始まった、その時に。ヒトになった、その時に。『自分』を持った、その時に。

「死ぬんだよ」

　おれたちは──そう、

　おれ達は、死にゆく、滅ほろびゆくものなんだ──

　これが、自分自身では意識しなかった、おれの放心の、おれの中の、絶望の正体。

　これが、あの少女の見ていた景色、色しき彩さいのない、モノクロの世界──。

「──そうですね」

『殺人宝石』は、初めて……頷うなずいた。そして。

「死にますよ、ね」

　その口から、透すき通とおった、水すい晶しようのような言葉が漏もれる。と、同時に。

『殺人宝石』の右手に、ナイフが出現していた。どこから手に入れたのかも分からない、大きな、サバイバルナイフ。小こ柄がらな少女には似合わない、鋼鉄の殺人兵器。人を殺す為ため、ただそれだけの為に、設計されたような道具。

　刃やいばに、赤黒く変色した液体が、こびりついている。

『犠ぎ牲せい者しや』の名残なごりが、今になっても、消えていない。

　この人は──死んでしまった、いなくなってしまった、その手で『消して』しまった、かけがえのない存在の名残を、恋こい人びとの名残を、ずっと、懐ふところに忍しのばせて──

　吐はき気がする。

　透は、目を逸そらした。

　この人は、『殺人宝石』は、絶望しているんだ。永遠に、絶望し続けるんだ。

　ヒトになって、ヒトに近づいて、恋人になって、他人を意識して、『自分でないもの』を意識して、そして、

『人間の絶望』に触ふれて、そして、壊こわれてしまったんだ。取り返しのつかないほどに。

「──みんな、死にますよね」

　確認するように、言葉。『殺人宝石』が、こっちを見た。明確な意思を持って、こっちを見た。救いを探す求道者のように、こっちを見た。

「────」

　救えるか。

　やけくそのような気持ちで、言葉を吐き捨すてる。

　お前なんか、知るか。おれに、何をしろって言うんだ。

　なんで、おれが、お前を、救ってやらなきゃいけないんだ。

　凶きよ器うきをこっちに向けてくる少女、そんなものを、おれがどうにかできる筈はずないだろ。

　おれは、おれのことだけで、精せい一いつ杯ぱいだ。

　おれには、他人を、救ったりなんて──

　そう、他人の事なんて、知った事じゃない。どうでもいいじゃないか。

　そう、自分でない事なんて、他人の事なんて──

　──由宇の事なんて──

「黙だまれ」

　口に出して、思考の流れを遮さえぎる。

　遮られた濁だく流りゆうは、はじけて、飛び散った。

「お前は……」

　飛び散った激流の飛ひ沫まつを、目の前に、叩たたきつける。

　目の前の『殺人宝石』に向けて。

「お前は、何なんだよ！　何を、考えてるんだよ！」

　

「──何なんでしょうね。私たちは」

「無責任なことを言うな！」

「自分の存在に、責任なんて取れませんよ。他人なら尚なお更さらです。

　あなただってそうでしょう？」

「そんな──無意味な話があるかよ！」

「存在にも人格にも、意味なんてありませんよ。『そういう風にできている』それだけです」

「おれは、そんな風に、投げ出したくないんだ！」

「投げ出すのが嫌いやなら、担がなければいいんです。とても軽くて、とても快適」

「おれは、責任を取りたいんだよ！」

「責任を取る？　あら、ついにやったんですか。それはそれは。おめでとうございます」

「やってないっ！」

「やってないんですか。だったら尚更責任なんて取らなくても」

「やってなくても、責任はあるんだよ！」

「そんな発想をしているから、いつまでたってもやれないんですよ」

「ほっといてくれ！　やったとかやってないとか関係ないんだよ」

「関係ないんですか。ところで何をやったんですか？」

「やってないって言ってるだろ」

「ところで何をやってないんですか？」

「あああああもうせっかく何かこうクールにキメてたのにあなたはいちいち！」

　叫さけびながら振ふり返り、声の主を確認する。

「栗くり林ばやしさん！」

　金きん髪ぱつ黒尽ずくめの女の人は、ハンバーガー屋の看板の前に、散歩帰りのように立っていた。

「どうも」

　そのまま、テクテクという足音がなりそうな雰ふん囲い気きで歩み寄り、右手を上げて、挨あい拶さつ。

「お久しぶり」

「お久しぶり。じゃないですよ」

「つくづく、縁えんがありますね」

　手を上げたまま、口くちの端はしを上げて、まるで夜店のお面のような笑顔を作る。

「こんな所で、何をしているんですか」

「それはこっちのセリフです。仕事がね、大おお詰づめなんです、いよいよ」

　右手を下げ、真面目な顔。

「大詰め？」

　無意味に、鸚おう鵡む返し。何言ってんだこの人。一体、何──

　────。

『わかった』。

『気配』そんな、漫まん画がみたいな概がい念ねんが、本当にあるとは、思わなかった。

『殺気』そんな、作り物みたいな感覚が、本当に存在しているとは、知らなかった。

　確かに、それはあった。確実に、それはあった。理性や感覚、感情なんかよりも、もっと奥おく底そこ、生物としての、根源的なもののすぐ近くに、それはあった。

『なにかが、そこにいる』何の根こん拠きよもない、何の裏づけもない、でも、確かな確信。

　振り返る──思わず。そう、何を思う暇ひまもなく。

　何かが、そこにいた。

「何か」が。

『白い人』が。

　ヒメリンゴの木の下、まるで雨宿りする精せい霊れいのように、『それ』は、いた。

　どこにでもあるような白いパーカーを着て、どこででも売っていそうな白いズボンを履いて、闇の中、冷たく輝くヒカリゴケのような肌の色をフードに隠し、両腕をぼんやりと垂らして、場違いな新品のスニーカーを履いて、

『そいつ』は、突っ立っていた。

「あら」

　その場に出現した、二人目の怪かい人じんに向けて、

「出ましたね」

　一人目の怪人、栗林浅黄は、何気なく、声をかける。

「待っていた甲か斐いが、ありましたよ。ええ」

　まるで、旧知の仲のように話しかけながら、

「いよいよ『配布』ですか。二回目の」

　ゆっくりと、右手の黒手てぶ袋くろを外す──

「一度、あなたとは、ゆっくり話したかったんです。ええ」

　右ひじまで覆おおっていた、栗林の黒い手袋、その下は、

「あくまでも、個人的な興味ですがね」

　栗林の右みぎ腕うで──肘ひじから先は、

「あなた、何を考えているんですか？」

　──肘から先は、透とう明めいに光る、黄色の鉱物だった。

「何を考えて、そんな事を、『配布』なんて事を、やってるんですか？

　何を、企たくらんでいるんですか？　何で、あの三人を、あんな形にしたんですか？」

　栗林は、鉱物の腕うでを動かし、手袋を投げ捨てた。

「パフォーマンス？　警告？　いいえ、違ちがいますね。どうも、あなたは、あまりそういうややこしいことを考えるタイプの人には、見えません。悪いですけど」

　ヒトの形をした、ヒトでないもの──トパーズの右腕が、月光を浴びて、きらきらと、夢む幻げんの輝かがやきを放つ。

「もっと、別の意思が、あるんでしょうね。まあ、何にせよ、『私たち』としては、──」

　じゃっ

　という音が、聞こえた。湿しめった布を、一気に切きり裂さいたような音。何が起こったのか、見ていたはずなのに、見えなかった。栗林のハンチング帽ぼうが、宙を舞まっていた。

　ただ、気づくと、『白い人』の右みぎ肩かたから、鮮せん血けつが、庭園の噴ふん水すいのように吹ふき上がっていた。

「あら」

　足音も立てず、栗林が着地する。寸分たがわず、元の場所へ。

　ハンチング帽が、地面に、着地した。

　その視線の先、『白い人』は、袈け裟さ斬ぎりにされた自らの身体を、まるで、珍めずらしい昆こん虫ちゆうでも見つけたような目で見つめ──

「避よけないんですね。これは、意外」

　──そして、倒たおれた。うそみたいに。無む垢くな人形みたいに、前のめりに倒れた。

　身体の下で、鮮血が、じわじわと広がってゆく。地面に染み込んでゆく。その身体から、その、無防備に投げ出された、『白い人』の右腕から、まるで、子供の落としたビー玉のような雰ふん囲い気きで、

　白い、丸い玉が、転がり落ちた。

　一同の視線の注目する先、転がり落ちた丸い玉は、なんとなく、場所を外した自分を恥はじる芸人のように、てん、てんと跳はねて、転がって──何か、わざとのように物理法則を遵じゆん守しゆして──透の足元で、止まった。

　なにか、不思議な感覚に、導かれるように──

　透は、身を屈かがめ、それに手を伸のばして、触ふれて、拾い上げて──

「触さわってはいけませんよ。透さん」

　響ひびいてきた栗くり林ばやしの声に、弾ひかれるように、手を放す。

　白い、丸い玉は、不満のように、地面に落ちた。

「触ると、一体化してきます。それは、そのように設定された、あれの、身体の一部。『白い人』謹きん製せい、『配布』用の、破片です」

　それを聞いたから、という訳でもないだろうが、

　突つっ立たっていた『殺人宝石』が、唐とう突とつに、動いた。

　ただ、静かに輝くビー玉、それだけをその瞳ひとみに映して、ゆっくりと、歩き出す──

　こちらに向かって。

「透さん」

　右腕についた赤い液体、『白い人』の鮮血を、ズボンに擦なすり付けつつ、栗林は口を開いた。

「何ですか」

「私、戦いますので」

「え？」

　聞こえなかった、訳じゃない。意味が分からなかった。戦う？　誰と？

「あれと」

　簡潔に返事して、見上げる。

　その視線の先、背の高いカエデの木の上、その、決して太いとはいえない枝の一つに。

　まるで、全てを睥へい睨げいする天使のように、無関心にこちらを見下ろす、『白い人』。

「え……？」

　さっきの場所に、視線を戻もどす。さっき、『白い人』が、倒れた筈はずの場所に。

　何の痕こん跡せきもない。さっき撒まき散ちらされたはずの、赤い血すら、ない。

「お気をつけて」

　言葉の最後は、『上空から』聞こえた。とっ、という軽い音とともに、栗林の姿が消える。目で追う余よ裕ゆうはない。

　目の前、『殺人宝石』が、歩き出している。

「な……」

　真っ直すぐに、こちらに、『白い破片』に向かって。

「なあ……」

　透は、突っ立ったまま、『近づいてくるモノ』に、声をかけた。

　我ながら、腰こしが引けている。

「あの…………」

　口を開いて、思いつく。

　おれは、この人の、名前すら、知らない。

「ちょっと……待って……」

　待たない。そもそも、聞いていない。意識にすら、入っていないのかもしれない。

　その目は、『白い破片』しか、映していない。他のものは、一切、入っていない。

「あんたは──」

　深呼吸を、一つ。真っ直ぐに、『殺人宝石』の方へ向けて、身体を開く。

「あんたは──これを拾って──」

　止まらない。ゆっくりと、歩いてくる。迷わずに、一直線に。

「これを拾って──どうするんだ？」

　返事はない。関心すら、示さない。

「これは、まあ、何というか──まあ、推測なんだけど──」

　近寄ってくる。『殺人宝石』が。恋こい人びとを殺した、女の人が。

「これを──この『白い破片』を拾って、『白い人』と一体化したら、あんたは──」

　じゃり、じゃり、という、足音まで、聞こえてきた。

「あんたで無くなってしまう──んじゃ、ないのか？」

　もう近い。すぐ近い。飛とび掛かかったら、届く。

「あんたは──ひょっとして、」

　飛び掛ってきたら、届く。

「消えたいのか？　この世から？」

　飛び掛ってきた。



　かしゃん。

　という音が、聞こえた。カエデの枝の上で。『白い人』の、足元で。

「え」

　思わず、声が出た。

『白い人』の足元で、カエデの木が、『変わっていた』。

　カエデの木が、緑の葉をつけた広葉樹が、『白い人』の足元から、『変わってゆく』。

　緑の葉が色をなくす。茶色の表皮が漂ひよ白うはくされる。地面から顔を出した根が、白く染まる。一ひと抱かかえほどもある広葉樹は、瞬またたく間まに、まるで、映画の特とく殊しゆ撮さつ影えいのように、紙かみ粘ねん土どで作り上げたような、真っ白の樹木──になり、そして、

　一いつ瞬しゆん後、自重に負けて──馬ば鹿か馬ば鹿かしいような物理法則を、まるであてつけのように遵じゆ守んしゆして──砕くだけた。芸術品のように、砕け散った。まるでガラスの破片のようにきらきらと舞まう白銀の光こう輝きを纏まとい、『白い人』は、そのまま、眼下に迫せまる栗林に向けて──

　勿もち論ろん、

　そんな事を、悠ゆう長ちように観察している場合では、なかった。



「──!!」

　間かん一いつ髪ぱつ、紙一重、本当に髪かみ一本の頭上を、何かが駆かけ抜ぬけていく。

　ナイフだ。気づいて、ゾッとした。尖とがったサバイバルナイフ、人を殺すための金属片、それが、すぐ近くを、通り過ぎた。よけられたのは、単なる僥ぎよ倖うこうだ。幸運に過ぎない。

　そして、幸運は、

「あ」

　二度とは、続かなかった。

　身を屈かがめた拍ひよ子うしに動かした右足、その足元で、ずるり、と音がした。

　何かを踏ふんだ。足元が泥どろだった。そんな事はどうでもいい。とにかく、おれは、肝かん心じんな時に、うまく着地しないといけない時に、ちゃんと均きん衡こうをとっていなければならない時に、ちゃんと姿勢を保っていないと、命に関わる、まさに、その時に、バランスを崩くずして、

　目の前で、『殺人宝石』が、ナイフを握にぎりなおした。こちらの姿を、瞳ひとみに映して。

「────」

　しりもちを突ついた。全く、何をやってるんだ、お前は。余よ所そ見をしたと思ったら、次はしりもちか。全く、不ぶ恰かつ好こうな。なんて無様な。こんな姿勢になっちゃったら、もう、何もできないじゃないか。おれが、何かを行動する前に、おれが、立ち上がろうとする、その前に、目の前にいる、こいつは、行動を終しゆう了りようしちゃうじゃないか。

「──」

　話にも、なりやしない。

　全く、最後まで、緊きん張ちよう感のない──

「────」

　全く、最後まで──

「────────」

　最後まで、

「──────────────―」

　最期まで。



「あ」

　何を言う余よ裕ゆうも、ありはしない。

「……えっ」

　何をする暇ひまも、ありはしない。

「…………その」

　目の前のサバイバルナイフを見つめて、ただ、呟つぶやく。

　不意に、確信。おれは、アレが刺ささったら、死ぬ。

　あの金属片が、身体に侵しん入にゆうしてきたら、死ぬ。

　あの切っ先が、おれの内臓を傷つけたら、生命活動が停止する。

　死ぬ。

　おれが、ここで、死んだら──

　

　────あいつは、どうなるんだ。

　

　ごっ、という、音とともに、突とつ風ぷうが、吹ふき込んできた。『殺人宝石』の目の前を、突風が、通り過ぎた。一瞬。突風は、金色の髪を持っていた。突風は、黒のコートを纏まとっていた。突風は、栗林の形をしていた。

　突風は、『殺人宝石』の額から『宝石』を、くり抜いていた。通り過ぎた、その、一瞬で。

「ああ」

『殺人宝石』が、ナイフを振ふりかざした、その姿のまま、軽く、口を動かした。

「そうで……す」

　空くう洞どうになった自分の額を、虚うつろになった自分の命を意識するように瞳を動かし、まるで、彫ちよ像うぞうのように、動きを止めた。

「そうなん……です」



    

  
    
      　彫像は、呪じゆ文もんのような塊かたまりを吐はき出す。安心したように、納得したように。

「私は──」

　理に適った、当然の、何の疑問も産まれる余地もない、徹てつ底てい的てきな、唯ゆい一いつの真実。

　それを、確認するかのように、動かない『殺人宝石』は、呪文を吐く。

「そう──」

「…………危なかったですね。ええ。間一髪ってヤツですか」

　降り立った、金きん髪ぱつの、『処理担当員』の言葉が、合図ででもあったかのように、

「──死ぬんで──す」

　呪文と共に、絶望の彫像は、『殺人宝石』は、水をかけられた、泥人形のように──

　ゆっくりと、その場に、崩れた。

　右手から零こぼれたナイフが、柔やわらかい地面に、突き刺さった。



「逃にがしましたよ」

　栗林の右みぎ腕うで、ヒトの形をしたトパーズは、ぼろぼろに壊こわれている。薬指と小指は根元からなくなり、中指が中ちゆ途うとから欠けている。さらに腕うでの中央にヒビがびっしり、まるで、風化した彫ちよう刻こくのような有様。

「負けちゃいました」

　その、壊れた右手の、残った二本の指に、『宝石』が摘つままれている。今しがた、『殺人宝石』の額からくりぬいた、黄色の『宝石』。

　右手で、『殺人宝石』の『宝石』を摘みつつ、栗林は呟いた。

「というか、『配布』を終えて、ただ、帰っただけかもしれません。気のめいる話ですが」

「その子は──」

　くずおれた──まさに、泥どろ人形のような姿勢で、力を失った『殺人宝石』を見て、透は言う。

「どうなった──んですか？」

　あっさりと、本当に、あっさりと、返事は、返って来た。

「死にました」

「…………」

「おっと。あなたには、また、借りを作ってしまいましたね。結果的に、あなたを、あの子の足止めに使ってしまった。間かん一いつ髪ぱつ、間に合ったと言っても、帳消しにできるものじゃないですよね。では、さて、前の借りも含ふくめて、お礼は、どうしましょうか」

「…………」

「何でもいいですよ。私にできることなら。そうですね。例えば、あなたの個人的な問題を、解決するとか。同居人のことで、困っていたりしませんか？　今」

　言いながら、まるで、纏まとわりつく蚊かを払はらうような仕草で、栗林は右手を振る──

　まるで魔まじ術ゆつのように、その右手は、完全に、元の姿を取り戻もどしていた。傷一つない、五本の指、きらきらと輝かがやく、冷たい、トパーズの結けつ晶しよう。

　満足げに頷うなずき、レンゲを摘む女の子のようにしゃがみ込み、黒手てぶ袋くろを拾い上げる。

「あなたは」

　透は、口を開いた。

「欠けないんですね」

「ええ？」

　黒手袋の女は、しゃがみ込んだまま、振り返って、微笑ほほえんだ。

「不思議なことを言いますね。ええ、欠けませんよ。傷つきませんよ。私は。

　……そんな必要は、ないじゃないですか」

　当たり前のように呟つぶやき、指に摘んだ『宝石』を、握にぎり締しめる。

「せっかく──、」

　そして、手を開く。

「せっかく、私が、命を与あたえてあげたのに。馬ば鹿かな子です」

　黄色の『宝石』は、手品のように、消えていた。

「──え」

　命を、与えた。

「あら、言ってませんでしたっけ。まあ、大した話でも、ないですしね」

　栗林は、透の顔を、見た。

「この子を作ったのは、私なんですよ」

　透は、栗林の顔を、見た。

「あの時、二月十一日の、あの日に、私は、この子に、『私の欠片かけら』を、分けたんです。今、返してもらいました。用が、なくなりましたのでね。ええ」

　あの時に、『欠片』を、分けた。あの時に、命を与えた──その意味は、分かる。

　こいつらは、『欠片』は、その日、墜つい落らくしてきたその日、情報処理で、脳死状態のヒトの身体構造を書かき換かえ、身体を改変して融ゆう合ごうした。しかし、その時に、『宝石』の体積が足りなくて──情報処理性能が低くて──改変し切れなければ、死ぬしかない。そのまま。死にゆく『宿主』と一いつ緒しよに。

　横で、死んでいく『同どう胞ほう』を見て、自らの『欠片』を分わけ与え、命を与えてやる個体がいても、別に、おかしな話ではない。

「すると──この子は」

『殺人宝石』は……

「あなたの──」

　恋こい人びとを作って、でも、自分の手で、それを殺してしまった、この人は、

「娘むすめ…………」

　栗林は、その単語にすら、何の反応もしない。

　透は、自動的のように、口を開いた。

「この子が、人を殺したのは──」

　今、心に浮うかんだ事を、言うべきじゃない。そんな事を、この人に、言うべきじゃない。

　でも、口を、止められない。言葉を、止められない。

「あなたの──」

「私のせいですか？」

　言うべきじゃ、なかった。

　やっぱり、後こう悔かいした。この人に、こんなことを、言うべきじゃ、なかった。

「ええ、そうかも知れませんね。ええ」

　だが、栗林は、怒おこるでも、嘆なげくでもなく、闇やみの中、静かに呟いた。

「私は、この子に、命を与えたけど、この子は、生きていくことが、出来なかった」

　まるで、童女のように、人差し指を顎あごに当て、不思議そうに、呟つぶやく。

「……何な故ぜなんでしょう？」



    

  
    
      六章　いずれ、そのうち






　砕くだけた水すいし晶よう樹、物言わぬ身体となった少女、夜の公園。

　非日常のものに囲まれた、非日常の空間で、

「まあ、終わったことは、どうでもいいんです」

　栗林は、落ちていたハンチング帽ぼうを拾って、いつも通りに、呟いた。

「人生は、短いんです。余計なことは、考えない主義なんですよ」

　軽く埃ほこりを払はらって、それで、全て終しゆう了りよう。そんな感じで、頭に乗せる。

「逃とう亡ぼう中の殺人犯が、また殺人未み遂すいを起こし、反はん撃げきされた。まあ、それだけの事です」

　右みぎ腕うでをコートのポケットに突っ込み、振ふり返って、透の方を見た。

「あとは、あれ、を、処理すれば、」

　視線はそのままに、地面に転がる『白い玉』を……『白い人』の『破片』を、指し示す。

「仕事は、終了です。失敗でしたけどね。ま、たまには、こんな事も」

　そして、コートのポケットから、紙かみ袋ぶくろを取り出した。飛行機のエチケット袋のような、小さな紙袋。

「さて、その前に、ですね……」

　紙袋を持ったまま、くいっ、と瞳ひとみを動かして、

「もう一つ、やるべきことが、あります。済ませておくべきことが、ありますね。ええ」

　こっちを、覗のぞき込んでくる。優しい笑顔で。

「…………何ですか」

「前にも、言いましたですけどね」

　何の汚けがれもない、純じゆん粋すいな笑顔。こんな笑顔を浮かべられるのは──

　多分、痛みを知らない人だけだ。

「あなたへの貸しを、返していないんですよ。私」

「別に、そんなこと、気にしなくても──」

「そうは、いきません」

　にっこりと──純粋な笑顔のまま──こちらへ、一歩、踏ふみ出してくる。

「そんな──」

　思わず後ずさったのは、怖こわかったからだ。

　目の前で笑っている、この人が、怖かったからだ。

　この人がもたらす「提案」が、怖かったからだ。

　それに、返事をしてしまいそうな、自分自身が、怖かったからだ。

「私、個人としましても、ですね」

　この人は、この人の発想は。

　この人は、おれの、おれたちの──

「あなた方が、それぞれ、幸せになるには、この方法が、ベストだと思うんですよ」

　敵だ。

「私にも、職業倫りん理りってものが、多少ですが、ありまして。目の前の悲劇をですね、看過するのは、寝ね覚ざめが悪いんですよ──あなたは、いい人です。本当に。そう思います。

　いい人が死ぬのは、社会の、損失です」

「死──」

「あら、これは。口を滑すべらせましたね。まあ、いいでしょう。この際。オフレコってヤツで。そうですね。もう、いい加減、ハッキリと言いましょう。私の提案は、こうです。

　あの子を──あなたがもてあましている、あの子を、私に──私たちに、」

　迫せまってくる──

「あ…………」

　その空気を、力任せに、引きちぎるように、

　ピルルルルルルルルル、という、電子音が鳴り響ひびいた。

「……あら？」

　怪かい人じんは、不審そうに、辺りを見回す。ピルルルルルルル。深夜の公園に鳴り響く、鳥の鳴くような、着信音。

「あ」

　気づいて、ポケットから、携けい帯たい電話を取り出す。着信。

　──不破、灯璃。

「おや」

　栗林は、調子を外されたように、立ち止まった。

「電話、ですか」

「そうみたい──ですね」

　その場の空気も、雰ふん囲い気きも読まない、ピルルルルルルル、という無神経な呼び出し音。

　栗林は、不満そうに、唇くちびるを突つき出した。

「携帯電話ってのは、所構わず、だから嫌いやですよね──あ、どうぞ」

「────はい」

　息を吐はき出し、通話ボタンを押おす。

　電話は、繋つながった。不破灯璃の元に、繋がった。

「──あ、透！」

　灯璃の、元気な声が、電話越ごしに響いてくる。

「よかった、通じた！　ねえ、透、今、どこに──」

「何だよ」

　返事をしながら──何故か、安心。

　栗林のほうに、視線を向ける。栗林は、所在なげに、首を傾かたむけた。

「何だよ、じゃないのよ！」

　余よ所そ見みをしたのが、見えた訳でもないだろうが、電話は、耳元で怒ど鳴なった。

「今ね、鳥羽のヤツから、連れん絡らくがあったんだけど──由宇ちゃん、今、どこにいるの？　ちゃんと、近くにいる？　あなた、今、どこにいるの？」

「…………いや」

　絶句。いや、いない。由宇は──おれの近くには、いない。

「今、おれは、十葉商店街で──その、」

「え？　ちょっと──」

　電話の向こうで、息を呑のむ気配。

「何言ってんのよ！　こんな時間に、何してるの、透！　あのね、鳥羽がさ、親の車の中から、由宇ちゃんらしい人ひと影かげを、チラッと見たって──あの子、こんな時間に、そっちに、十葉商店街の方に、一人で、ふらふら歩いて行ってたって──

　ちょっと、今、私も、そっちに向かってるから！　そこで──」

　電話の外、十葉商店街の駐ちゆう輪りん場じようで、自転車のブレーキが響いた。つづいて、がしゃん、という、スタンドの立てる音。灯璃の、自転車だ。

「ちょっと、聞いてるの、透！　今、何時だと」

「────」

　こちらの──

「あの子を、こんな夜中に、たった一人で──

　……透？」

　こちらの様子に、電話越しで気づいたらしい。灯璃は、口を止めた。

「──どうしたの？　透？」

「灯璃」

　栗林は、早々に、こちらに興味をなくし、しゃがみ込んで、転がる『白い玉』を、紙かみ袋ぶくろで拾っている。どうでもいい散歩中、犬のうんこでも処理するかのように。

「────何？」

「その」

　栗林から、目を逸そらす。目に入ってくるのは、粉々に砕くだけ散ちった水すいし晶よう樹の欠片かけら、そして、

「──由宇の、事なんだ」

　そして、その下、絶望の形にくずおれた、『殺人宝石』。動かなくなった、少女の残ざん骸がい。

　その向こうに「十葉商店街」の、入り口。

「十葉商店街」の入り口に、灯璃が姿を現した。Ｔシャツにジーンズの部屋着のまま、汗あせまみれになって、必死に、こっちに駆かけ寄よってくる。

　透は、電話をしまった。駆け寄ってきた灯璃に向けて──口を開く。

「由宇は──」

　目の前で立ち止まった灯璃は、両りよ腕ううでを両りよ膝うひざに当て、全力疾しつ走そう後の荒あらい息をつきながらも、真しん剣けんな表情で、こちらを見上げた。

「由宇ちゃんが──どうしたの？」

　その瞳ひとみを、真っ直すぐに受け止めながら、透は思う。

　どうしたの、か。どうしたんだろう──由宇は。

　あいつは、何を、考えているんだろう。

　あいつを救うには、どうしたらいいんだろう。

「あの──さ」

　口を開きかけ、栗林の方を見る。栗林は、『対策室職員』は、紙袋をポケットに突っ込み、立ち上がろうとしている。──灯璃も、『対策室職員』だ。『発はつ症しよ者うしや』を発見したら、本部への報告義務が発生する。ここで、栗林の前で、『白い人』がどうとか、『破片』がどうとか、おれの口から、灯璃に言う訳には、いかない。

「ええと、」

　栗林は、恐おそらく、由宇の正体も、こっちの事情も、全て、知っている。

　灯璃も──それについて、ある程度、想像くらいは、ついているかもしれない。

　けど、それぞれの立場は、あくまでも黙もく認にん、見て見ぬフリ、気付いて気付いてないフリだ。ここで、二人を前に、おれの口から、全てを、明らかにする訳には、行かない。

　仕方ない。『翻ほん訳やく』した形で、相談しよう。透は、言葉を続ける。

「その、」

「なに？」

　急かしもせず、ただ見つめてくる。何が大切なのか、何を守るべきなのか、しっかりと、確信している者の、強い意思。

　由宇が、『白い人』の『破片』と接せつ触しよくして、情報汚お染せんされかかっている──いや、

「由宇が──その、『白い人』っていう、なんか、変なヤツに……」

「うん」

　灯璃は、何も聞かずに、相あい槌づちを打つ。

「何か、変な発想を、吹ふき込まれて──そのせいで、

　……そのせいで……つまり──」

　言葉にして言って、自分で、気づいた。

「つまり、」

　…………そうか。

　顔を上げて、頷うなずく。

　あいつは、人間なんだよ。

　由宇は、人間なんだよ。人間として、人間の事に、悩なやんでいるんだよ。

『白い人』がどうとか、情報汚染がどうとか、考える必要は、ないんだ。

　あいつは、人間なんだから、人間の対応を、すればいいんだ。

　おれは、人間の力で、あいつを、救ってやらなけりゃ、いけないんだ。

　あいつが、何に悩んで、そして、何を苦しんでいるのか──

　おれは、それを、理解して、そして、ちゃんと、解決してやらなきゃ、いけないんだ。

　理解と、言葉で。つまり──

『人間の力』──で。

「由宇ちゃんが、迷ってるのね」

　灯璃は、口を開き、言葉を喋しやべった。

「私は──私は、事情なんか知らないし、大した事なんか、言えないんだけど」

　この声は、おれを、導いてくれる声だ。俺を、正しい方向へと、指し示してくれる声だ。

「それでも、言うわよ、」

　大きく息を吸い込んで、元気よく、

「あのね、……」

　世界の隅すみ々ずみまで届くような、世界の壁かべを吹っ飛とばすような大声で、怒ど鳴なった。

「……『あなたが、何とかしなさい』!!!」

「…………！」

　吹き飛んだ。

　透は、自覚した。

　今、モノクロの世界が、吹き飛んだ。安っぽい舞ぶ台たい装置のように、跡あと形かたなく吹き飛んだ。

「馬ば鹿かじゃないの、透！　あなた、自分が、そんなに無力だとでも、思っていたの？」

　色しき彩さいのある世界で、灯璃が、その声を世界に響ひびかせる。

「自分が、由宇ちゃんにとって、どれ程大切な存在なのか、気付いてないの？　どんな理由があったって、あの子を一人にしちゃあ、いけないのよ！　どっちが楽だとかどっちが幸せだとか、小こ賢ざかしい理り屈くつはいいの！　由宇ちゃんには、あなたが必要なのよ！　あなたがいないと、あの子は、ちゃんと生きていけないの！　あなたは、ちゃんと生きて、ちゃんと見てきたんでしょ？

　だったら、大だい丈じよ夫うぶ！　信じなさい！」

　目の前にいる灯璃、その後ろ、──十葉商店街の、入り口に、

「それが、あなたの──」

　人ひと影かげが、姿を現した。

「──人間の、力だから！」

　いつもの、小さな、黒い人影。一人で迷っている、少女の人影。

「灯璃」

　その人影を視界の隅すみに映し、透は、目の前のクラスメイトに向かって、返事する。



    

  
    
      「…………ありがと」

　頷いて、前を見る。今、公園に入ってきた人影を、見る──

　赤く染まったカッターナイフを、血のついた刃は物ものを右手に構えた、小さな、黒い人影。

「あら、これはこれは。久しぶりですね」

　黒い人影に気づいた栗林が、能天気な声を出した。

「何をしに、来たんですか？　由──」

「栗林さん」

　栗林の言葉を遮さえぎり、灯璃の肩かた越ごしに小さな少女を見み据すえ、透は宣言した。

「灯璃を、安全なところへ、連れて行ってください。あなたが、守っていてください」

「…………どうしたの？」

「振ふり返るなよ、灯璃」

　動こうとする灯璃の右みぎ腕うでを掴つかんで、止める。

「由宇は、──おれが、何とか、する。

　お願いします。栗林さん」

「────はいはい」

　栗林は、何やら不満顔で、それでも、こちらの言うことに従った。

「まあ、じゃあ、何とかしてくださいよ。今の所、私の仕事には、無関係ですし。

　──んじゃあ、行きましょうかね。灯璃さん。何だか、面めん倒どうですねぇ」

「透」

　手を引かれながら、こっちを見てくる灯璃に向けて、大きく頷うなずく。

「大丈夫」

　説明は、しない。

「明後日は、出発だろ。間に合うように、済ますよ」

　灯璃は、当然のように、笑いを返してきた。そう、それだけでいい。説明なんて、しなくても、彼女には、伝わる。

　おれは、明後日を、未来を、笑って迎むかえる。必ず。

　栗林に手を引かれ、無人になったゲームセンターの中へ入っていく灯璃、それを確認し、一息を付いて、入ってきた少女を、正面から見み据すえる。

　月光の中、暗い瞳ひとみでこちらを見据える、喪も服ふく姿すがたの少女。

　わざわざ、着き替がえたんだ。あの、不安定な状態で、きっちりと、着替えてきたんだ。

　儀ぎ式しきに向かう巫み女このように、着替えてきたんだ。

　死を扱あつかう制服に着替え、そして、その右手に、死をもたらす道具を、

　ぎらぎらと輝かがやく、カッターナイフを、握にぎり締しめて。

　ゆっくりと──歩み寄ってくる。不安定な、足取りで。

「透──」

　言葉は、無む垢くな絶望。

「お前も──」

　素直に、思う。こいつは、今、『殺人宝石』と、同じだ。

「お前も……死んでしまうのか？……」

　血染めのカッターナイフが、月光を照らして、冷たく輝く。その刃やいばを映して、うつろな視線が、こちらを向く──

「由宇──」

　ゆっくりと、歩み寄ってくる。ざく、ざく、と、足音を立てて。いつもの歩ほ幅はばで。いつもの、小さな体の、小さな足で、近寄ってくる。

「お前も……」

　ほんの少し前、ぬいぐるみを抱だきかかえ、笑顔で通り過ぎた道を、少女は、歩いてくる──カッターナイフを抱かかえて。その瞳を、絶望に見開いて。

「死んでしまうのか？　透」

　カッターナイフの刃を、こちらに向けて──

　真っ直すぐに、正面を──由宇を、見つめる。近い。飛とび掛かかってきたら、避さけられない。

　あれが刺ささったら、おれは、死ぬ。

「由宇──」

　止まらない。聞いていない。そもそも、意識にすら、入っていないかもしれない。

「お前は……死ぬのか？」

　覚かく悟ごを──かくごを、きめろ。震ふるえる足を気合で押おしとどめ、その場に留まる。

　引いては、いけない。おれは、ここで、引いては、いけない。

「由宇」

「お前は──」

　月光の下、黒と白に染まった、無人の公園で、

　モノクロの世界から、喪服姿の少女が、歩み寄ってくる。

「死ぬのか？」

　その右手に、殺人凶きよ器うきを携たずさえて。

「由宇」

　由宇は、黒衣の少女は、足を止めた。──目の前で。

　もう、手を伸のばせば、届きそうな距きよ離りで。

「死ぬのか？　透？」

「────」

　子供は、なぜ、泣くのだろう。場ば違ちがいに、考える。

　──。

「お前は……」

　闇やみが怖こわい──お化けが怖い。子供は、そんなものを、なぜ、恐おそれるのだろう。

　────。

「死ぬのか？」

　なぜ、こいつは、お葬そう式しきゴッコなんかを、してるんだろう。

　──────。

「お前も……」

　────────。

　大事にしていたぬいぐるみを、バラバラにして、何がしたいのだろう。

「…………死んでしまうのか？」

　────────。

　こいつは、何を、こんなに、恐れているのだろう。

「いつか……お前も、」

　──────。

　海を──明後日に迫せまった旅行を、あんなに、楽しみにしていたのに、

「死んでしまうのか？」

　────。

　なんで、こいつは、こんな事を、しているのだろう。

「お前も…………殺したら、」

　──。

「死んでしまうのか？」

　────────。

　わかった。

　透は、由宇を見た。

　分かった。全てが、分かった。

「由宇、お前──そうか」

　そうだったんだ──。

　こいつが、この少女が、何に怯おびえ、何を恐れているか、それが、分かった。

「透……お前は──」

　それは、おれたちが、人間が、生まれた時から、必然としての運命。

　少女は、カッターナイフを構えて、足を踏ふみ出した。

「死ぬのか──？」

　子供の頃ころ、それに怯えて、泣いて、それでもどうしようもなくて、怖くて、

　そして、そのうち、忘れてしまった、『どうしようもなく、恐ろしいもの』

　真一文字──突っ込んでくる。少女が。カッターナイフを構えて。

「…………!!」

　決して逃のがれられない、ごく当然の、逃れられない宿命。

「死──」

　呟つぶやいて、透は、拳こぶしを握にぎった。拳を握って、カッターナイフの前に立つ。

　凶器をこちらに向け、一本の矢のように、真っ直ぐに突っ込んでくる少女、

　その、小さな身体に、背の低い、小さな頭に狙ねらいを定めて、

「──死ぬに、」

　拳を、振ふり上げて──

「死ぬに、決まってんだろ！」

　そして、思い切り、一いち撃げき。

　由宇の頭上に、右みぎ拳こぶしを、真っ直すぐに振り下ろした。つまり、

「この、──クソガキが！」

　グーで、殴なぐった。



　べし。

　間ま抜ぬけな音とともに──

　突っ込んできた矢は、カッターナイフを構えた少女は、バランスを崩くずした由宇は、地面に、顔面から突っ込んだ。

「あっ」

　投げ出されたその右手から、刃は物ものをもぎ取る。

「あ…………」

　上体を起こし、取り返そうと、手を伸のばしてくる少女に向けて、

「『あっ』じゃないだろ……」

　透は、息を吸い込んで、

「この……馬ば鹿か!!　何考えてんだ、このクソガキ！」

　全力で怒ど鳴なった。少女は、伸ばした手を止め、びくっと身を縮める。

　縮こまったその小さな身体の上から、もう一回、その脳天に、拳を振り下ろす。ごん、という、物もの凄すごい衝しよ撃うげきが、右みぎ腕うでに伝わってきた。

「痛……」

　由宇は、魂たましいを抜ぬかれたように、頭を押おさえ、呟く。

「痛い」

「アホか！」

　全く何考えてんだこの馬鹿は。おれの方がもっと痛いんだよ。切られた右腕は物凄く痛いんだよ。でも今はそんなことはいいんだよ。

「刃物を人に向けるな！　何考えてんだ、この、馬鹿が！」

「だ……」

　頭を押さえたまま、由宇は、絶句した。

「だって……」

「だってじゃないっ！」

「う…………」

　唐とう突とつに──思い出す。

　そうだよ。親父おやじは、あの時、こんな風に、おれを、殴ったんだよ。どんな大層な理由があったって、駄だ目めなものは、駄目なんだよ。刃物を、人に向けちゃあ、いけないんだよ。刃物を人に向けるヤツは、馬鹿なんだよ。馬鹿は、殴らなけりゃいけないんだよ。

　だから、親父は、あの時、おれを、殴ったんだよ。

「う……」

　殴られた所を手で押さえ、こちらを見上げていた少女の瞳ひとみが、見る見る潤うるんでゆく。

「泣け！」

「う…………」

　我が慢まんしている──が、無む駄だだ。引き絞しぼったその顔がどんどん崩れ、喫きつ水すい線せんを越こえて──

　ぽろっと、涙なみだがこぼれた。そして、

「うっ……うううう…………うう」

　泣き顔になった。まさに、叱しかられた子供、そのままの表情。刃物を取り上げられた喪も服ふくの少女は、まるで、幼児のように、声を上げて、泣き始めた。

「ううう……うえっ……うっうううううう」

「うるさい！」

　右手で、少女の口を塞ふさごうとして、

　そのまま、引き寄せる。全くもう、こいつは、こいつは、本当に──

「うるさいって言ってるだろうが！」

「うえええええええええええええ」

　腕うでの中、胸の中で、少女は、篭こもるように泣き続ける。

「泣くな」

「う……うううう……ええええええっ」

「何やってるんですか、あなたたちは」

　ゲームセンターから、顔だけを出した栗林は、場ば違ちがいに呟つぶやいた。

「ノリです！」

「ノリですか」

「そうですよ！」

「意味が分かりません」

「そうでしょうとも！」

「むう」

　拗すねたように首を引っ込める。そんなモン、どうでもいい。



    

  
    
      　透は、腕の中、うつむく由宇に、視線を落とした。

「お前」

「うっ…………うううう、うええええええ」

　まだ、泣き止まない。その、聳そびえ立たつようなプライドで、何とか押し留とどめようとしている……が、まだ、涙は、止まっていない。

　まだ、子供は、泣いている。

「死ぬのが、怖こわかったんだな」

　泣き顔の少女は、驚きよ愕うがくのように目を見開いた。

　そして、ぷいっ、と視線を逸そらす。ああもう。相変わらず分かりやすい。

　そうだ……少女の体温を、腕の中で感じながら、透は、確信する。

　こいつは、死ぬのが、怖かったんだ。

『自分が』風か邪ぜを引いて、そして、『自分の死』を意識した。

　今まで、縁えん遠どおいものだった、『必然としての消しよ滅うめつ』を、初めて、理解したんだ。

　こいつは、『人間は、死ぬ』という事実を『認識』して、そして、怖くなったんだ。

　子供は──新しく『人間』に、なった者は、死ぬのが怖くて、だから、泣くんだ。

　子供は──身近な人が、自分が、いなくなってしまうかもしれない、それが怖くて、それが悲しくて、だから、泣いているんだ。自分は死ぬ──みんな、死ぬ。全てが、ゼロになる。全てが、なくなる。それを『理解』して、そして、怖くて怖くて仕方なくって、だから、泣いているんだ。

「お前は──だから、『死』を、理解しようとして、」

　だから──旅行を前に、あんな事を、言い出したんだ。

　だから、葬そう式しきごっこを、していたんだ。『死』を擬ぎ似じ的てきに再現して──『死』ごっこをして、『死』を、何とか、理解しようと、していたんだ。

「だから──おれに、刃やいばを向けたんだ」

「──」

　だから、『殺人宝石』は、恋こい人びとを、殺したんだ。

　自分の手で、恋人を殺して──『「死」なんて大した事じゃない。大だい丈じよ夫うぶ』『そんな馬ば鹿かな事が、そんな寂さびしいことが、あるはずがない、大丈夫』『殺しても、死なない筈はずだから、大丈夫』って、証明したくなったんだ。

　だから、『殺人宝石』は、取り返しのつかないほど、絶望していたんだ──。

　当たり前の事だ──ヒトは、死んだら、『いなくなる』んだから。

『死』は、『大事な人が、いなくなる』のは、本当に、大した事、なんだから。『殺人』は、もう、取り返しのつかないほど、愚おろかな事なんだから。

　こいつは──こいつらは、子供だったんだ。

　もう、呆あきれるほどに、わがままな子供だったんだ。

「馬鹿が」

　死は、怖い。物もの凄すごく寂しくて、物凄く悲しくて、物凄く、恐おそろしい。だけど。

　おれは、生きている。父も母も、生きている。おれ達は、生きている。

　わけの分からない、筋の通らない、けれども、晴れ晴れとした、確信。

「本当に──馬鹿が」

『子供が、泣き止んだ』

　何故か、そう思った。夕立の後のような心で、そう思った。



「…………うるさい」

　泣きやんだ由宇は、俯うつむいたまま、拗ねたように、呟いた。

「うるさい、じゃないだろ」

　言葉に反応して、透は、腕を放した。一歩、由宇から離はなれる。

「謝れ」

「…………ふん」

　目を逸らし、両りよう腕うでを組んで、そっぽを向く。

「刃は物ものなんか持ち出して。謝れ」

「…………」

　無視。なんてヤツだ。殺人未み遂すいで開き直りかよこのクソガキ。じゃあ仕方ない。こっちにも、考えがある。

「栗林さあん！」

「はあーい！」

　呼び声に、まるで教育番組のおねーさんのように、栗林が姿を現した。ひょっとして、退たい屈くつしていたのか。

「じゃあ、そういう事で、由宇を、よろしくお願いします」

「えっ」

　由宇は、そっぽ向いていた目を、こっちに向けた。

「えっ……じゃあ、……って」

　戸と惑まどったような、由宇の言葉を受けて、透はなおも続ける。

「おれは、面めん倒どうを見切れん。この人に、お前を、引き渡わたす」

「えっ」

「じゃあ、お願いしますね。栗林さん。おれは、帰りますんで」

「はいはい」

　栗林は、何も気にせず、微笑ほほえみながら、頷うなずいた。

「えっ」

「いやあ、ついに決心しましたか。それはそれは、ええ、いい判断ですよ。透さん。では、行きましょうか、紅さん。私達の所へ」

「よし、」

　横を向いて、ゲームセンターの方からこちらを窺うかがう灯璃に、声をかける。

「んじゃ、帰ろうか、灯璃」

　突とつ如じよフられた灯璃は、一いつし瞬ゆん考え、そして、

「よっしゃ。行こうか透。いやー一件落着っ、と」

　明るい言葉とともに、出てきた。

「さあ、明後日は海よっ。いやー。楽しみだなぁっ」

「……────ちょっと」

「では、行きましょうか。私たちも。紅さん。いや、大丈夫、紅さんなら、数年で──」

　栗林は喋しやべりながら、懐ふところから携けい帯たい電話を取り出した。片手で開いて、何やら操作。仲間と、『欠片かけら同盟』とやらの本部と、連れん絡らくをつけるんだろう。

「…………ちょっと──」

　栗林の手元で、電話が、鳴り始める。さあ、もう、時間が無いぞ。あれが繋つながったら、もう、帰ってこれないぞ。──どうするんだ、由宇。

「じゃあ、そういう事で」

　踵きびすを返し、さっさと歩いていく。

「あの…………っ」

　後ろから、由宇の微かすかな声がする。ああ、いい気味だ。あのクソガキ。

「さて、明日一日空いてるし、旅行の用意しないとな」

「あー。そうよね透。足りないものはみんなで買いに来ようよ。さー帰ろう今日は帰ってとっとと寝ねよう」

「……あの、」

　後ろから、

　由宇は、ついに、消え入りそうな声で、呟つぶやいた。

「………………………………………………………………ごめんなさい」



「なんなんですか、もう」

　栗林は、ふくれっ面で、持っていた携帯電話を閉じた。

「止めるんですか。訳が、分かりません。つくづく」

「すいません」

　透は、頭を下げた。

「お前もだ」

　横に立つ由宇の頭を掴つかみ、無理やり下げる。

「なんで私が」

「いいから謝れ。手間かけさせやがって。馬ば鹿かが」

「むう」

「結局、貸しは返せないじゃないですか──もう。後味の悪い」

　透は、頭を下げたまま、目を見開いた。

「ええと──」

　下げていた頭を、上げる。一つ、思いついた。

「──貸しは、返して、くれるんですよね？」

「ええ？」

　栗林は、微笑ほほえんだ。優やさしく。

「いいですよ。私に、できることなら」

　言ったな。確かに、言ったな。よし。確認。

　透は、にやりと笑って、言葉を続けた。



「じゃあ──」



    

  
    
      エピローグ






　夜が、明けていた。

　夏の朝、静せい謐ひつな空気の中、東の空が、徐じよ々じよに、青色に染まってゆく。

　温かい明かりが闇やみを払はらい、また、光が、やってくる。

「帰ったら……」

　透は、自転車のペダルを踏ぶみつつ、後ろに座る由宇に声をかける。

「ぬいぐるみを、直すぞ」

　切きり裂さかれた白黒と、バラバラになった赤白、あれを、そのままにしておくわけには、いかない。

「針と糸も、探したら、出てくるから」

　祖母が、よく使っていた裁さい縫ほうセット。子供の頃ころ──もう、何時の事かも定かではない、子供の頃。祖母は、おれの目の前で、破れた靴くつ下したを縫ぬってくれていた。

　祖母は、もう、死んだ。でも、あの光景は、おれの中に、残っている。

「わかった」

　後ろで、由宇が頷うなずく気配。針と糸なんて、使った事もないだろうに、気楽に──まあ、いい。教えてやればいい。ただ、それだけの話だ。祖母がおれに教えた、その事を、また、繰くり返せばいい。それだけの話だ。

「そして、旅行の用意だ。明日、出発だからな。時間はないぞ。荷造りをして、足りないものは、揃そろえないと」

「わかった」

　これからの事、これからの思い出を、これからの生を、繋つないでいこう。未来に向けて。

　いつか、両親の、妹の元へと行く、その日まで。

「あと、左耳の掃そう除じも」

「わかっ──あ、嫌いやっ」

　少女は、背後で身じろぎをした。

「それはっ」

「やる」

「…………」

　おれは、この日を、決して、忘れないだろう。

　いずれ──未来、生の果て、全ての終わりの日、全てが、なくなるにしても、全てが、死に絶えるにしても。

　その日まで、おれは、この日を覚えて、そして、多分、この少女も、

「お前は──」

　由宇は、腕うでに力を込めた。

「お前は、死なないような、気がする」

「死ぬよ」

　即そく答とう。

「ヒトは、死ぬんだよ、いつか」

　いつか、死ぬんだ。人は、いつか、死ぬ。

　それは、もう、どうしようもない、事なんだ。

　あの子は──『殺人宝石』は、その事実に、耐たえられなくて──

　自分で発見した恐おそろしい物語を、闇で見つけたお化けの話を、誰にも聞いてもらえなくて、誰にも笑い飛ばしてもらえなくて、誰にも怒おこってもらえなくて、

　だから、あの子は、『死んでしまったんだ』。

「でも、」

　由宇の体温が、少女の生命が、背中に押おし付けられる。

「お前は、死なないんだ」

「……頭悪いことを、言うなよ」

「ヒトのレベルに、合わせてやってるんだ」

　相変わらず、口が減らない。



　太陽は昇のぼり、気温が上がり、また、せみが鳴き始めた。夏は、まだ、続いている。

「で」

　覚束ない手で裁縫を終え、ツギハギだらけの人造人間みたいになった白黒と赤白を抱かかえ、少女は、居間に姿を現した。

「何だ、その格好は」

　喪も服ふくを脱ぬいで、服装を、着き替がえて。

　真っ黒に三日月ワンポイントのとんがり帽ぼう子しに赤のチョーカー、やけに装そうし飾よく過か多たでベルトがいっぱいつけられた黄色のブラウスに、それら全てを覆おおい隠かくすような黒のガウン。

「忘れたのか。あの時の服装だ」

　忘れてない。あの時、ぬいぐるみと一いつ緒しよにゲットした『ネゴシエイター・リカ』の服装、コスプレセットだ。

「問題にしてる地点は、そこじゃない」

　透は、赤白犬のぬいぐるみを受け取りつつ、こめかみを押さえる。

「なんで、そんな服を、着ているんだ」

「写真を撮とれ」

　白黒犬を抱えつつ、変身少女は宣言した。

「赤白入手の、記念写真だ。あの時は、撮り損ねたからな。

　あれは、記念すべき日だ。お前も、そう思うだろう。だから、撮れ」

「……はいはい」

　頷うなずいて、ポケットから、携けい帯たい電話を取り出す。

　最近の携帯電話は、セルフタイマーまでできる。大したもんだ。

「いずれ、私が、先にいなくなっても、」

　カラフルな衣装に身を包みつつ、ぬいぐるみを抱えた少女は、偉えらそうに宣言した。

「お前は、この写真で、この日の、あの日の事を思い出しつつ、最期の時を待てばいい」

「…………それはそれは。気を使ってもらって」

　由宇は、真面目そのものの顔で、平へい坦たんに言葉を続けた。

「『死が二人を分かつまで』というヤツだ」

「…………」

　タイマーセットした携帯電話を、コタツ机の上に、置く。

　これはちょっと。

　これはちょっと、さっきとは比べ物にならん難問だ。どう言葉をかけたらいいんだ。

「不満か」

「いや──その」

　なんか、また、頭が痒かゆくなった。あらぬ方向を見つめ、頭を掻かく。

「不服か」

「ええと────」

「なら、仕方ないな」

　少女は、にやりと笑って、言った。

「遊也のところにでも、行くとするかな」

「えっ」

　頭を掻く手を止めて、視線を戻もどす。

「ふふん」

　少女は、得意げな顔で、鼻を鳴らした。

　こいつ……いつの間に、そんな大技をこなしてるんだ。

　さっきまで、ほんのさっきまではガキだったのに、全く、侮あなどれないというか、末すえ恐おそろしいというか──

「終わったら、水着を買いに行くぞ。私の水着を」

「また、そんな──また、金が」

「──お前の、気に入るヤツをな。ふふっ」

　大技二連発ですか。大したもんです。いや、本当に。

「まあ……色々あるが、ゆっくり、考えるさ」

　多分、わざと、何気ないような口調で、少女は呟つぶやく。

「人生は、長いんだ」

　流れ行く時間、光の時間を切りとって、

　二人の人間と、二体のぬいぐるみを、その一枚に封ふう印いんして、

　シャッターが、下りた。



「予想外でした。ええ、予想外ですよ」

　旧日本家屋の門の前、郵便受けの前で、金きん髪ぱつ黒尽ずくめの女──栗くりば林やし浅黄は、呟いた。

「こんな事を、言い出すとは、思っていませんでしたよ」

　コートのポケットから、大判の封ふう筒とうを取り出し、覗のぞき込んで、中の書類を確認。

「ま、私が、言い出したんですけど」

　書類を取り出して広げ、最終確認。

「ええと──紅、由宇。クレナイ、ユウ。三月二十七日、出生による市民加入、二〇〇七年二月十二日、行方不明……の、この人の戸籍を流用……で、同年、八月一日発見、保護、同日、移転により本籍地変更、現本籍と、後見人は──ええ、間違いなし、っと。

　まあ、こんな感じの設定で、いいでしょう」

　黄緑色のＢ５紙、十葉市住民票を封筒に戻し、郵便受けに突っ込む。

　ことん、という軽い音とともに、重い書類は、家の中に、入った。

「これで、借りは、返しましたよ、透さん。正直、かなり苦労しました。ちょっと、皆みなに怒おこられました。あんまり、無茶を言うもんじゃないですね。

　ま、私の言い出したことですが。まったく──」

　物言わぬ郵便受けに向けて、軽く、一礼。



「人間が一人増えるという事は、それなりに、大変な事実、なんですよね、ええ」



    

  
    
      あとがき






　こんにちは、冬樹忍です。「たま◇なま２」を、お届けいたします。

「２」という事からも分かる通り、この作品は前巻である「たま◇なま」の続編であり、キャラや舞台設定等は引き続きのものとなっています。が、物語の展開や舞台説明、テーマ自体は、二巻は二巻でキッチリ収めていますので、前作「たま◇なま」に縁がなかった方も、どうかお気軽にお手に取りくださいませ。そしてもしお気に召すようでしたら一巻の方も宜しくお願いいたします。ありがとうございます。助かります。



　さて前作の「たま◇なま」は、私の投稿作であり、受賞作であり、そしてデビュー作になったわけでして、つまり初稿は去年の秋頃、郵便局からゆうパックで「新人賞御中」のあて先とともにＨＪ編集部に送られた訳でございます。

　投稿完了記念として一人で寸又峡温泉などに出かけ、そしてその旅館でコタツに入った、まさにその時、たった今投稿した作品の続編、つまり、この話の構想が脳みそから出力されてきました。勿論この時点では受賞どころか下手したら投稿作が編集部に到着すらしていなかったかもしれないんですが、とにかく出ちまったものは仕方ないから、そのままその場でプロットらしきものを作成しました。終わった後自分に『何やってんだお前』とか散々攻められましたが、結果的にそのプロットが日の目を見ることになり感謝至極でございます。ざまあみろ自分。思い知ったか自分。もうホントろくな事しねぇなコイツは。

　いや、別に一巻で書き足りない所があったとかそういう訳じゃなく、なんというか、「これを書いたんだから次はこれを書かなきゃダメだろ」みたいな気分になりまして。



　今作の構想の根本になったのは、小学校低学年の時に読んだ「地獄絵図」です。（何を言い出すのやら）人は死ぬと「あの世」とかに行くそうで、その「あの世」には何だか生前の罪やら悪やらをそれはもうまさに地獄のような責め苦で裁かれるそうで、しかもなんか、それ永遠に続くらしいですよ。何せ受刑者はみんなもう死んでるからこれ以上死なないそうで、ズタボロになっても復活して、永遠の責め苦を味わうそうですよ。

　永遠って何？　人生って数十年しかないのに刑罰は永遠って酷すぎねぇか？　とか当時は思ったものです。じゃあアレですか。去年死んだ親戚の爺さんとかも今頃は針の山とか登らされてるんですか。いずれそのうちおれもそんな風になるんですか。昨日アリとか殺したし多分血の池地獄とかで永遠に溺れる羽目になるのかな。血の池地獄の水かさって生前に殺生した生物の総量らしいよな。待てよアリって血液とかなさそうだけどその辺のカウントはどうなっているんだろう。ていうかこのシステムって裁判所である閻魔大王無視して河原でずっと座ってりゃ地獄の責め苦スルーできるんじゃないの。まだ刑が確定してないんだから鬼だって手を出せないし。いいじゃん。これで行こう。おとーさんやおかーさんにもこのナイスアイデア教えておかないと。なんて馬鹿なガキなんだ。

　十歳辺りで、やっとこんな馬鹿な発想からは足を洗えた訳ですが。九歳まではこんな事考えてたのかよ。世間の小学校三年生ってもうちょっと頭あると思うんだけどなあ。



　というわけで、齢十歳にして、やっと、悟りました。

　死んだら、その先は、ないんですね。





　２００７年　８月24日

冬樹　忍



　次は三巻です。水着で拘束でサンオイルです。ヌルヌルです。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

冬樹 忍 先生／魚 先生
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